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○転校生・神楽かぐら坂ざか久く遠おん




　とうに下校の時刻は過ぎ、夕暮れの校舎からは、もう部活をする生徒の声も聞こえてはこない。

　こんな時間にまで学校に残っているのは、一部の教師か、よっぽど暇な生徒だけだろう。

「ったく、どうしてこんな面倒なことになったんだか……」

　廊下の真ん中に立ち尽くしながら、オレは頭を搔かき毟むしった。

　オレの正面に立つのは、白髪の少年。

　オレの背後に立つのは、蒼そう髪の少女。

　両者はどちらとも、今にも飛び掛って来そうな勢いでオレを取り囲んでいる。

　夏休みも明けたばかりだと言うのに、よっぽど暇な生徒が二人も居たらしい。

「お前らは、悪魔……ってことか？」

　普通の人が聞けば失笑してしまいそうな発言だが、こちらからの問いかけに、両者は何も答えない。オレは首を捻ひねり、背後に居る少女の表情を窺うかがった。

　少女は眉まゆひとつ動かさず、ただ真剣な瞳ひとみでオレを見据えている。何を考えているのかはさっぱりわからないが、その瞳の奥には、殺気のような、怒りのような、そんな感情が篭こもっていることだけは分かった。

　少女の手には茶色い竹刀袋が握られていて、ただならぬ気配を漂わせている。

「オレは今、誰だれかを殴ったり、誰かに殴られたりしたい気分じゃない。友好的に解決する手段はないのか？　ある程度の提案なら検討してやってもいい」

　精一杯、真人間のように平和的な解決案を提示してみたが、慣れないことをやっても説得力など生まれるはずもなく、相手の心に響くことはなかったようだ。

　……ダメだ。全く聞き入れるつもりはないらしい。

　こちらからの要求は完全に無視された上、むしろ少しだけ距離が詰められたような。

　傍はた目めには、悪さをしたオレを二人が取り押さえようとしているようにも見える。

　悲しいことだが、今助けを求めても恐らく敵が増えるだけだろう。

　どうしてオレが、こんな騒動に巻き込まれなければならないのか。

　それが『天使』と『悪魔』の素質を秘めて生まれてしまった、オレに課せられた罪と罰なのだろうか。

「ほんとろくなことがないな、あいつらに出会ってから……」

　不毛な争いはさっさと終わらせ、安息と安楽の地である自宅へと帰りたい。

　しかし、その安息の地を守るためには、こいつらと対たい峙じする必要があるのかも知れない。

「話し合いで解決できるなら、それに越したことはないと思わないか？」

　立て続けに言葉を紡ぎ、

「そもそも、何でオレなんかに用があるんだ。人違いでもしてるんじゃないか？」

　もう一度諭すように語りかけてみるが、やはりどちらも全くの無反応。

　つまりこいつらの目的は、どう考えてもオレ、と言うことになる。

　とすれば、やはり『その類たぐい』の連中だと判断するしかないだろうな。

　布が擦れる音がする。どうやら背後の少女が、竹刀袋から何かを取り出したらしい。

「……竹刀、だよな？」

　ちょっとだけ不安になり振り返る。

　ギラリと白銀に輝くそれは、夕陽に照らされて不気味なほど美しく眩まぶしかった。

　どう見ても竹刀……ではなく、真剣そのものである。

　警官に見つかれば、問答無用の銃刀法違反でしょっぴかれていくだろう。

　何な故ぜそんな物騒なものを女子高生が持っているのか、オレには皆目見当もつかない。

「くく、余よ所そ見みしてる暇ぁねえぜ……？」

　何かが気に食わなかったのか、今度は目の前の男が喉のどを鳴らし言う。

　こいつはこいつで色々と危険な気配がプンプン漂ってやがる。

　明らかに目が血走っているし、鼻息も荒い。おまけに視線はオレを見ているようで見ていないし、要はちょっとハイな感じになってしまっている。

　いつからうちの学校は、刀を持った少女やハイな男を容認するようになったのか。

「……どうしても、オレの存在が気に入らないってことか」

　オレの言葉に答えるように目の前の男が唇を歪ゆがめ不気味に笑った瞬間、背後の少女が地面を強く蹴けった。

　それを見た男が、オレ目掛けて突進してくる。




　さあて、どうしたもんかね───。
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「おはようございます。聡そう一いち郎ろうさん。今日も凄すごくいい天気ですよ」

　布団を折りたたむオレの隣で、少女が優しい声で言った。

「おはよう」

　短くそう返すと、何が嬉うれしいのか少女は太陽のように眩まぶしく微笑ほほえんだ。

　カーテンの隙すき間まから差し込む朝日に照らされて、金色に輝くロングウェーブの髪と、男なら誰だれでも視線を奪われる豊満な胸。少女を形容するなら『美しい』と言う言葉以外には出てこないだろう。少女の名前はエリーゼ。俄にわかには信じられないかも知れないが、天国からやって来た天使であり、オレの悪魔化の進行を止めるため、自ら地上に留とどまる決意をした少女だ。

「今日から二学期となりますが、元気に学ばれてきてくださいね」

「気乗りはしねえな……」

　二学期の始業式当日。

　今日から再び始まる学校生活を前に、元気になれるはずもない。それでも心境的には他ほかの生徒よりは楽かもしれない。夏休みの間、海の家でひたすらバイト三ざん昧まい、遊ぶ時間なんてなかったからな。

「学校はお嫌いですか？」

「嫌いじゃあないが、好きでもないな。色々と面倒な場所だ」

　オレは世間では札付きの悪として知られていて、その悪名は学校全体にまで広く知れ渡ってしまっている。学校に行けば、日々同級生たちに怖がられ、煙たがられている。そんな状態の学校を好きになるのは少々ハードルが高すぎるだろう。

「おはようございます」

　リビングに姿を見せたのは、リズ。

　短パンにＴシャツと言うラフな格好で、どこからどう見ても人間にしか見えないが、こいつも天国からやって来た天使であり、エリーゼの妹だ。まだ幼いながらも将来性を感じさせる胸は、既に同世代の平均バストサイズを大きく上回っている。

　だが断言しておく。リズと姉のエリーゼが似ているのは外見だけだと。

　リズは姉に似ず淡々とした性格で、オレは笑った姿を殆ほとんど見たことがない。

　エリーゼ曰いわく、恥ずかしがり屋とのことだが、単純にオレのことが嫌いなんだろう。

「おはようリズ。それじゃあ、早速はじめましょうか」

　姉の言葉に頷うなずき、二人の天使は仲良く台所に立った。朝食の準備を始めたのだ。

　リズは慣れない手つきで包丁を握り、ザクザクと大雑把にレタスを刻んでいく。何となくその光景を眺めていると、オレの視線を感じ取ったのか、睨にらみつけるような表情でこちらを振り返った。

「何見てるんですか……」

「別に。切り方がヘタクソだなとか思ってないから安心しろ」

「やりたくてやってるわけじゃないです。お姉さまのお願いだから聞いているだけであって、あなたなんかに朝ごはんを作りたがる人なんていません……」

「いけませんよリズ。聡そう一いち郎ろうさんに向かってそんな言い方をしては」

「でもお姉さま……」

　不満そうにリズが頰ほおを膨らませた。

「あなたは今、聡一郎さんにごはんを作りたがる人なんていない、そう言いましたね？」

「はい。事実ですから」

「事実じゃありません。私は自分の意思で聡一郎さんのごはんをお作りしています」

「それはお姉さまが優しいからであって、本心からじゃありません」

「いいえ。私は本心から、作りたいと思っていますよ」

「でも……何でもありません。ごめんなさい」

　リズは途中まで抵抗を見せていたが、諦あきらめて従うことにしたようだ。

　他ほかの誰だれでもない、エリーゼの言うことであれば、最終的にリズは従う。

　不満タラタラな視線を向けてきていたが、それ以上何も言わなかった。

「申し訳ありません。まだリズは人間界の環境に馴な染じめていないみたいで」

「安心しろ。オレもコイツには馴染めてないから」

　物言いに我慢できなかったのか、リズは切りかけのレタスを手に持ったまま振り返った。

「あなたに馴染まれたら気持ち悪いです」

　そしてレタスをボウルに放り込み、マヨネーズをドバッとその中に放出した。

「コレステロールを過剰摂取させて、じわじわ殺していく作戦」

　やめろやめろ……つか、朝食はオレだけじゃなくてエリーゼも食うんだが……。

「聡一郎さんは席に座ってお待ちください」

「いつも悪いな、おまえたちにやらせて」

　新たにエリーゼたちとの同居が始まってから、毎日の食事から、掃除洗濯、その殆ほとんどを一挙に引き受けてもらっていた。お陰でオレは信じられないくらい快適な自宅生活を送れている。

　唯一の懸念材料は食費などの生活費問題だけだったが、それも夏休みのアルバイトでどうにかなった。これも、エリーゼが共にアルバイトをしてくれ、その全すべてを家に入れてくれたからに他ほかならない。

「何を仰おつしやいます。私たちはお世話になっている身です。これくらい当然のことです」

　どうしてこう、姉妹で考え方も性格も大きく異なるのか。

　まぁ、エリーゼほど献身的になるのは、天使でもそう簡単なことじゃないって話だろう。

　オレは窓のカーテンを開け、まだ過ぎ去っていない夏の日差しを部屋の中に取り入れる。

　もう９月に入ったと言うのに、太陽はギラギラと輝いていてまだまだ暑そうだ。これでセミの鳴き声でも聞こえてくれば、初夏だと錯覚してしまうかもしれない。

「あとは例の問題児が、素直に起きてくれば言うことはないんだが……」

「あら？　ティーリさんなら先ほどお見かけしましたよ？」

　オレの独り言に、エリーゼは優しく答えを返してくれた。

「へえ……もう起きてたのか」

「最近は夜中に騒ぐこともなくなりましたし、とても良い傾向だと思います」

「どんな心境の変化があったんだろうな」

「それは私には分かりかねますが……」

　一時期は突如深夜に大音量のパンクな音楽を流したり、漫画を読んでゲラゲラと大きな笑い声をご近所さんに聞かせたり。あるいはベッドの上で意味もなく飛び跳ねて周囲の睡眠を妨害したり。そういった様々な嫌がらせ、迷惑行為を悪びれもせずほぼ毎日行っていたんだが。人は、いや、悪魔も変われば変わるものである。

「……おはよう」

　噂うわさをすれば何とやら、扉を開け、パジャマ姿の少女が姿を現した。長く綺き麗れいな髪には盛大な寝癖がついており、少し前まで爆睡していたことがよく分かる。

「寝る前に髪を乾かしてから寝ろって言ってるだろ？　だから寝癖がつくんだ」

「面倒」

　オレのありがたい忠告を、２文字でばっさりと切り捨てる。

「ほんとエリーゼとはえらい違いだな」

「エリーゼと比べないで。天使と悪魔じゃ比較対象として成立しない。だから意味なし」

「種族は違っても性別は同じだろ。だったら多少なり意味はあるはずだ」

　オレの言葉にカチンと来たのか、睨にらみつけるようにオレを見上げた。

　当然視線が合い火花が散る。だがティーリはすぐ視線を逸そらすと、面倒臭そうに言った。

「何よ……あたしにエリーゼみたいになれってこと？」

「いや、別に。そういうわけじゃない。もういい」

　お互いに言葉が止まり、そこで会話がストップする。

　最近は口くち喧げん嘩かが始まっても、こうやって自然と治まることが多い。

　その原因は単純にして明快だ。

　夏休みのバイト中、とあることから、オレはティーリにキスをした。

　もちろん好きだから、とか、愛してる、とか、そう言う浮うわついた理由からじゃないことだけは先に言っておく。ともかくその一件以来、どうにもやりづらくて仕方が無い。

　多分お互いに、話をしているとキスした時のことを思い出してしまうんだろう。

　こいつも大人しくしてくれているから、それはそれでいいんだが。

「お前にしちゃ珍しく早起きが続いてるよな」

「遅くまで寝てると、あんたが無断であたしの部屋に入ってきて叩たたき起こすからでしょ」

「当たり前だ。タダ飯食らいが惰眠まで貪むさぼるのを許可するわけないだろ」

「……あんたに寝顔とか見られるのが屈辱だから仕方なく起きてんのよ」

　そう言い、ティーリは素足を椅い子すの足に引っ掛けると、それを後ろに引いて座った。

「またパン？　あたし朝はお米じゃないと元気でないのよね」

「何でもバクバク食うくせに生意気な。つか、日本人みたいなこと言うな。悪魔だろうが」

「悪魔にだって好き嫌いはあんのよ」

　そう、この生意気に吐き捨てた、ピンク色の髪をした小さな少女は人間じゃない。

　地獄から地上に紛れ込んでしまった、片翼の小悪魔ティーリなのだ。

「私もお姉さまもパン派だから」

「そんなの知らないし。あたしがお米を食べたいって言ってんのよ」

「だから毎日パンにするの。悪魔のあなたが喜ぶものを作るわけないでしょ」

「はあ？　それ何て悪魔差別？　これだから天使のガキは嫌いなのよ」

　オレとの口喧嘩は早々に終結を迎えたが、ティーリは新たな敵に戦争をしかけ、口撃をはじめる。

　こいつは常に敵を作っておかなければならない呪のろいでもかけられているのか……。

「朝からうるせぇよ。こっちは学校があるからテンションも低いんだ、察しろ」

「学校がなくてもテンション低いくせに」

　……その通りだった。

「はい。お待たせしました、朝食ですよ」

　トレーを持ったエリーゼが、オレたちの前に一工夫凝らしたサンドイッチと、目玉焼きの載った皿を並べていく。

　我が家の朝食は、天使２人と悪魔１人、そしてオレの４人で行われる。

「ところでお姉さま、前々から気になっていたんですが、学校ってなんですか？」

　食事が始まった直後、リズはそんなことを聞いた。

「そうですね。聡そう一いち郎ろうさんのように若い人間たちが、同じ場所で人間界の様々な事柄を学んでいる場所……でしょうか」

「そんなことも知らないわけ？　天使って思ったよりもずっとバカなのね」

「天国には学校がないから。人間の文化を知らないくらいでバカ呼ばわりしないでバカ」

「ムカッ。あんたみたいなチビにバカって言われるのが一番いらいらするのよね」

　露骨に嫌そうな顔をして、ティーリはフォークを目玉焼きに突き刺し、ぐちゃぐちゃとかき混ぜた。ちょっと注意しないとすぐに悪魔としての本性を出すな、こいつは。

「なんで学校なんていくわけ？　どうせ学校じゃ嫌われ者なんでしょ？」

「うるせえな。そんなことは分かってんだよ。人間界は天国や地獄と違って学歴社会だからな。どんな事情があるにせよ、最低高校くらいは卒業しておきたいんだよ」

「聡一郎さんの、そういう堅実なお姿は立派だと思います」

　どんな時もエリーゼだけは、しっかりとオレをフォローしてくれる。

「私には、全く立派には見えません。そもそも他ほかの人間に嫌われるような生活を送っているこの男は問題だらけだと思います」

「……そんなことは分かってんだよ」

「あはは、チビ天使にバカにされてる」

「何笑ってるんですか。どう考えても小悪魔のほうがバカですし」

「なっ……上等じゃない。表に出なさい、呪のろい殺してやるっ。がるるる」

　また喧けん嘩かが始まる。オレは釘くぎを刺すべく、ちょっと強い口調で言った。

「無意味に喧嘩するな。オレとの約束を思い出せよ」

「な、なによ約束って」

「わざわざ言わせたいのか？」

「……言わないでいい。わかってるわよ……」

　先ほどの続きになるが、夏休みのアルバイトで、オレとティーリは大喧嘩をして、その仲直りをする時に一つの約束を交わした。約束って言うほど大げさなものじゃなかったが、こいつは自らの非を認め、そして天使であるエリーゼたちと仲良くできるよう頑張ると言ったのだ。

　事実、その言葉は噓うそじゃなく、エリーゼに喧嘩腰になることは極端に減った。時折一緒に買い物に行ったり、家でお喋しやべりをしていたりと改善の兆候が見られる。

　だがリズのほうにはまだ我慢ならないことが多いのか、意識が散漫になるとすぐ喧嘩腰になっている。今みたいに。

「前々から気になっていたのですが、約束とは何なのですか？」

「それはだな───」

「そーいちろー、あんた口にしたらどうなるか分かってるでしょうね？」

　ぐちゃぐちゃぐちゃ。

　再び目玉焼きを混ぜながら、睨にらみつけてくる。

　もはやそれは目玉焼きではなくスクランブルエッグだった。

「面倒臭くせぇ……」
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　オレ、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうは、自らの通う学校、西にし高たか山やま高等学校に到着した。

　自宅から近い、と言う理由だけで選んだこの学校だが、生あい憎にくと友達と呼べる人間は一人もいない。普段からの素行、暴力による暴力の繰り返しで、生徒からは恐怖や軽けい蔑べつの対象として、白い目を向けられる日々を送っていた。

　それは二学期に入ったとしても、今までと何も変わらない。

　教室までの道のりで、幾度となく嫌な視線を浴びながら、それでも何とか教室までたどり着いた。意を決して扉を開く。

　さて、また今日から嫌な視線に耐える日々が始まる。




　……耐える？




　自分で自分の発想に、一瞬だけ疑問を感じた。

「おはよう鮫島くんっ」

　教室に入るなり、一人の女子生徒がオレの元に駆けて来た。

　生徒たちが色めき立ち、何事かと好奇の視線と女子生徒を心配する声が聞こえる。

「おまえは相変わらずだな……」

「え、何が？」

　ただ一人、この学校でオレに普通に話しかけてくる女子生徒。荒あら崎さき桃もも恵え。

　愛らしく子犬のような印象を抱かせる荒崎は、この高校で１、２を争うほど男子生徒に人気で好意を寄せられているらしい。

　それに加えて女子にも高い人気があり、とにかく荒崎を嫌う奴やつを見たことは一度もない。

「どうせ言っても無駄だからな。気にするな」

　こちらが何を言いたかったのか、荒崎には伝わらなかったようだ。

　夏休み一緒に海へ行ってから、荒崎は以前よりも積極的に接してくるようになった。事実今も、他ほかの生徒に向ける笑顔と変わらぬ表情をオレに向けてきていた。

　オレ自身、そんな荒あら崎さきに対してどこか戸惑いながらも、少し心を許してしまっている。

　情が移ってしまった、ってことなんだろうか。

　荒崎は不思議そうに首を傾かしげた後、自分の言いたいことを口にした。

「今日からまた学校だね」

　こいつはどうして臆おくすることなくオレに話しかけてこられるのだろう。

　学校の連中がオレを嫌っていることは分かっているはずだし、その理由も明白だ。

　この場で自分だけが、オレに話しかけている状況がおかしなことであることにも、気がついていそうなものだ。

「好き好んで学校に来る奴やつなんて、中々いないだろ」

「そうかな？　私は結構好きだよ。友達にも沢山会えるし……それに……」

　含みを持った言葉。

　だが、その続きを口にすることはなかった。

　何か聞かせたくないようなことを言おうとしたのかも知れない。

「そういえば、二学期から選択授業があるのは知ってる？」

「一応は」

　適当に話を切り上げたいところだが、荒崎はまだ会話を続けたい様子だった。

「……鮫さめ島じまくんはどうするつもりなの？」

「別に何でもいい。単位が取れるならどれでも一緒だ」

「じゃ、じゃあ情報技術なんて、どうかな？」

「情報技術？」

　情報技術といえば、パソコンを使って、エクセルで計算するアレか？

　一年のときに何度か授業で触った気がするが、パソコンのことはあまり詳しくない。

「資格を取っておけば、就職の時に役立つかもしれないし。悪くないと思うの」

「そうかもな」

　正直オレには向かないと思ったが、適当に話を合わせておく。

「も、もしどうするか決めたら教えてね。約束だよっ」

　こいつは、いちいちオレの意見を聞いてどうするつもりなんだろうか。

　まさかオレが選んだ授業を真ま似ねして受けるわけでもないだろうし。

　あるいは……オレが何を選択するのか、友達に聞いて欲しいと頼まれているのかも知れない。荒崎の背後で不安そうに見つめる女子たちは、当然オレのことを怖がっている。

　まかり間違っても同じ授業は受けたくないはずだ。

　つまり、裏を返せば情報技術だけは選んで欲しくない、と言うことにも繫つながってくる。

「多分、おまえの言いたいことは伝わった」

「え、ええっ!?　わ、わかっちゃったの!?」

　そんなに慌てるようなことでもないだろうに。

　優しい荒あら崎さきが友達のためにオレから情報を引き出そうとしていても腹は立たない。

「もし決めたら教えてやるよ」

「う、うんっ……」

　何な故ぜか少しだけ顔を赤くしながら、荒崎は頷うなずいた。

　チャイムが鳴り、暫しばらくして担任の教師が教室に入ってきた。

　荒崎は慌てて自分の席に戻る。

　やる気のなさそうな中年教師が、ゆっくりと黒板の前に立ち、一度咳せき払ばらいした。

　いつもならすぐに出欠を確認し始めるのだが、教師は生徒たちに背中を向けると白いチョークを手に取った。

「今日はお前たちに、新しいクラスメイトを紹介することになった」

　そんな教師の一言を受け、生徒たちは各々友達と小声で話しだした。

「転校生がうちのクラス来るって噂うわさ、本当だったんだな」

「確か女の子、だよな？」

　そんな声がオレのところにまで届く。

　教室の一番後ろ、オレの机から近い位置に、一学期にはなかった机と椅い子すが用意されている。転校生が来るって噂が立っていてもおかしくはなさそうだ。

「あー静かにしろ。入ってきなさい」

『失礼します』と言う透き通る声と共に一人の女子生徒が教室に入ってくる。

　女子生徒は初めて踏み入れる教室に臆おくすることなく、堂々とした態度で教師の隣に立った。艶やかな長い髪は、頭の上でポニーテールにまとめあげられていて、身長は１７０センチ近くはあるだろうか。大きな瞳ひとみや整った顔立ち、何よりも周囲に振りまく笑顔が特徴的だ。手には長く大きな袋を持っていた。

　教師はカツカツと高い音を立てながら、黒板に文字を書き綴つづっていく。

『神楽かぐら坂ざか久く遠おん』と書いた後、教師はチョークを黒板の溝に戻した。

「初めまして。私は神楽坂久遠と申します。両親が仕事の都合でこちらの方に引っ越すことになり、私も転校することになりました。本日より、皆様と同じ教室で学ぶことになります。右も左も分からぬふつつか者ですが、何なに卒とぞよろしくお願いいたします」

　大きな袋を壁に立てかけると、外見どおりの、礼儀正しい（律儀すぎる）言葉で、神楽坂久遠と名乗った少女は頭を下げた。

　その姿に男子生徒は心を打たれ歓喜の悲鳴をあげ、女子生徒は歓迎と疑いの眼まな差ざしを向ける。

「久遠ちゃんの持ってるものはなんですかー？」

　男子生徒の一人が、素朴な疑問をぶつけた。

「これは竹刀です。学校の帰りに道場に通うため、持って来ました」

「前はどこの高校にいたの？」

　今度は別の、女子生徒からの質問が飛ぶ。

「坂さか之の上うえ女学院と言う、都内の女子高に通ってました」

「うおおおっ、女子高出身だってよ！　なんかお嬢様みたいだよな！」

「はいはい！　今度は俺からの質問です！」

　次から次へとやむことなく手が挙げられる。生徒たちが夢中になるのも無理はない。

　この時期の転校生と言うのは決して珍しくはなかったが、うちのクラスでは初めてのことだった。

　付け加えて、人目を引く彼女の容姿は、間違いなく美少女のカテゴリーに当てはまる。

「質問は後で各自個人的にやるように。えー、それで席の方だが……」

「はい先生！　僕の隣がいいと思います！」

　男子生徒の一人が、騒ぎ立てるように挙手をしてそう言った。それが引き金となったのか、次々と男子生徒が名乗りを上げ始める。

「おまえ授業中携帯弄いじってばっかだろ、そんな奴やつを久く遠おんちゃんの隣にさせられるかよ。俺の隣がいいと思うぜ」

「ダメだ。おまえしょっちゅう授業中居眠りしてるし、どう考えても俺の隣だね」















　本人の意思を無視して、どうでもいいような小競り合いがスタートした。

「男子ってなんで、あんな風に露骨なのかな。最低じゃない？」

「ほんとほんと。下心丸出しで気持ち悪ーい。今隣に居る女の子の気持ちくらい考えなさいよね。だからモテないのよ」

　女子は女子で、男子のことを陰口のように囁ささやきあう。

　転校生の登場は、良くも悪くもこの教室に混乱を巻き起こしているようだ。

「たかだか席の場所くらいで喧けん嘩かするな。大人しくしてろ。席は俺が適当に決める」

　教師は鬱うつ陶とうしそうに男子を注意し、静かにするよう咎とがめた。

　転校生の席がどこになるかくらいで揉もめる生徒を注意しないといけないところを見ると、教師も大変な職業だなと考えさせられる。

　しかし、教師に注意されたことで、男子生徒たちも大人しく───

「揉めますよ！　転校生の隣になれるかどうかで、学校生活が大きく左右されるんだ！」

「そうだそうだ！　久く遠おんちゃんの隣になれる権利は平等にあるべきだ！」

　ならなかった。

　むしろ勢いは増し、中には血眼になりながら、机の上でその身を回転させ教師に猛抗議をする生徒もいた。

「納得のいく裁量をお願いします、先生！」

「わかったわかった。ならいっそのこと席替えだ。二学期になったことだし、タイミング的にも問題はないだろ。席の位置はくじで決める、これなら公平だろう？」

　その場を丸く治めるため、教師が席替えを提案する。

　予あらかじめ選択肢に入れていたのか、教壇の下から空のティッシュ箱を取り出した。

「席替え？　え、今から席替えやんの？」

　教師からの提案に、教室の中が一層色めき立つ。

　再びチョークを持つと、教師は黒板に横６マス縦６マスの36の枠を作った。この教室の大雑把な縮図だ。その中に前から順に番号を書き入れていく。うちのクラスは転校生を入れて全部で38人。足りない分の２マスは、後ろへと付け足された。

　ちなみに、今オレが居る席は孤立した教室の後ろ、ドアに近い位置で、37番に該当する場所だ。このクラスに配属が決まった時、自然とこの席へと導かれた。

　嫌われ者を置いておくには絶好の場所とも言える。

　オレ自身中央あたりに配置されるより、よっぽど助かるので文句を言ったこともない。

「転校生と桃もも恵えちゃん、二人を狙ねらえるＷチャンスがきたっ！」

「もし二人に挟まれたら学校生活はバラ色が約束されるぜ！」

「男子って、どこまでも単純よね。って言うか、このクラスって当たり男子いなくない？」

「ほんとほんと。隣のクラスなんてサッカー部でイケメンの池いけ本もとくんがいるのにね。しかもイケメンってだけじゃなくて、毎日毎日遅くまで部活の練習して、実力だって抜群なんだから。あーあ、池いけ本もとくんが同じクラスだったらよかったのに～。池本くんラブぅ」

　ラブぅ、はともかく、生徒たちは各々己の欲望を求めて好き勝手妄想を膨らませる。

　オレも例に漏れず、勝手な妄想を抱く。

　今の定位置のままでいられるように、と。

「……鮫さめ島じまくん……」

　遠くから、何な故ぜか荒あら崎さきの視線を感じた。

　グッと握にぎり拳こぶしを作って、うんうんと頷うなずいている。

　だが、オレと視線が合った瞬間、慌てて逸そらし顔を伏せてしまった。

　これはつまり───




　荒崎はオレのこの席、37番を狙ねらっているのかッ───？




　確かにこの位置なら、昼休み購買に最も速くたどり着ける。

　くそっ、こんなところにライバルがいたとは……なんて。

　……そんなくだらないことを荒崎が気にするはずがない。

「でも、席替えするってことは、鮫島くんの近くになる可能性があるってことだよな？」

　そんな何気ない男子生徒の呟つぶやきは、瞬く間に教室中に駆け巡った。

「う、噓うそ。私鮫島くんの隣なんて絶対嫌よ？　隣になったらどんな目に遭わされるか……」

「俺だって絶対嫌だ。あいつ、夏休みの最中も他校の生徒をシメに行って、番長を片っ端からぶっ飛ばしていったって噂なんだぜ？　それも無傷で」

　それは噂うわさだ。

　事実の要素は１％も含んでいない。

　オレの代わりに誰だれか代弁してくれないだろうか。

　聞こえないフリをして窓の外を見ているのも、結構大変なものだ。

「夏休みに？　鮫島くんはそんなことしてないと思うけど……」

「なんであんたにそんなこと分かるわけ？　桃もも恵え」

「え？　そ、それは、その……何となくだけど」

「桃恵さぁ。あんたが優しい性格なのはよーくわかってる。でも、でもね？」

　友達は、荒崎が優しさからオレを庇かばおうとしていると思ったのだろう。如い何かにオレと言う人物が危険であるかを説明し始めた。

　程なくしてくじが完成したのか、教師は定規で丁寧に紙を切り分け、マジックで番号を記入したくじをティッシュの箱に入れていく。

「よーし準備できたぞ。時間もあまりないから、手短にすませよう」

　前から順に引きに来るよう指示し、生徒たちが並びだす。

　どうせオレは最後なので、静かに生徒たちの反応でも観察していることにしよう。

　１番バッターの男子生徒が腕をまくり、気合を入れる。

「おっしゃああああ！　桃もも恵えちゃんと久く遠おんちゃんの隣げっとおおおおおお!!」

「妄想してる暇があったらさっさとくじを引け。先生も暇じゃないからな」

「……はい」

　冷めた目で教師に注意され、生徒はがっくりと肩を落とした。

　そもそも１番手に引いて、誰だれの隣もあったもんじゃないだろ。

　次の生徒は、くじを引く前にぶつぶつと呟つぶやいている。

「桃恵ちゃんの隣になれますように。そしたら、寿命が１年縮んでも構いません……」

　男子生徒は天に祈るようにしながら、くじを引いた。

　たかだか席が隣になるだけで寿命を１年も差し出す勇気だけは、称たたえたいと思う。

「鮫さめ島じまくんの隣以外になりますように……」

　中には実に夢のない、現実的な考えをする女子生徒も居た。

　そして注目？　の荒あら崎さきの番が来た。

　男子生徒たちは荒崎の隣になれるようにと、手を合わせて祈っている。

　荒崎は細い腕をティッシュ箱の中に入れ、一枚の紙切れを取り出す。

　番号を確認しないまま、荒崎はそれを大事に握り締めたまま自分の席に戻った。

「えー他ほかにくじを引いてない者は？」

　教師のけだるそうな声。

　どうやら残ったのはオレだけのようだ。ゆっくりと椅い子すを引き立ち上がる。

「オレがまだ引いてない」

「ひっ！　さ、鮫島。そうか、おまえがまだだったか。お、お、落ち着け。先生がくじを持っていくからな？　な？　いきなり教壇を蹴けり倒したりはしないでくれよっ？」

　おまえが落ち着け……。

「くじを引くだけだろ、大げさな。自分で引きに行く」

　オレは教壇の上に置かれたティッシュ箱の中に腕を突っ込み、残された最後の一枚を拾い上げた。

　そして番号を確認せず、くじを握り締めたまま席に戻る。

「ね、ねえ鮫島くん。何番だった？」

　席に戻る途中で荒崎に話しかけられ、オレは無言で手の中の紙を開くと、その数字だけを見せた。15番、と書かれてある。

　黒板に書かれた即席の席替え表に書かれてある15は、教室のほぼド真ん中だった。

「さ、鮫島くんが教室の真ん中だってよ」

　そのことが教室内に伝わるや否や、瞬く間に重く静寂な空気に包まれた。

　こちらに聞こえないようにひそひそと話し出す。

「……オレは別に、今の席のままでもいい」

　オレの言葉に、教師は慌てて37番を引いた生徒を探し出す。

「わ、私です……」

　おそるおそる手を挙げた女子生徒と、オレの番号を教師が交換する。

　こんな面倒なことになるなら、最初からオレの席だけは固定して欲しかった。

　だが、兎とにも角かくにも、オレとしては、この席のままの方が落ち着くってもんだ。

　結果だけを見れば納得のいくものだと言える。

　しかしそれで全すべてが解決したわけではない。

　クラスの人数上、どうしても１人はオレの隣になるし、前に座る生徒が出てくることも事実だ。再び耳打ちや小話が始まったところを見ると、そのことについて話し合ってるんだろう。

　そんなに嫌なら反対側に席を持っていけばいいだけの話だと思うが……。

　それを口にしようとした瞬間、荒あら崎さきがゆっくりと口を開いた。

「あ、あの、わ、私でよかったら───」

　だがその時、教師の隣で一部始終を見守っていた神楽かぐら坂ざかが、この事態を見かねたのか真まっ直すぐ手を挙げた。

「先生。私が38番の席でもよろしいでしょうか？」

「か、神楽坂くん。君はまだ転校したてで知らないと思うが、彼は───」

「私は女子の中でも背が高い方ですし、視力も問題ありません」

「しかしだね……転校早々いきなり……」

「何か問題があるのですか？」

「いや……それは、その……つまり……」

　一瞬オレと目が合った教師は、さっと顔を伏せた。

「もちろん、我が校の立派な生徒の一人だ。何の心配もいらないぞ」

　何かに屈したのか、教師は熱い眼まな差ざしを持って言った。

「では特に問題はありませんね───」

　神楽坂という転校生は、堂々とした態度でオレの隣へと歩を進めると───。

「今日からよろしくお願いします」

　そう笑顔で言った。

「……あ、ああ」

　机と椅い子すをオレの隣へと移動させると、そっと椅子を引き、腰を下ろす。

「で、でもさ、まだ問題が解決したわけじゃないよな？」

「鮫さめ島じまくんの前の席、どうするのよ……」

「せっ、先生。私でよかったら、その、鮫島くんの前に座ります。元もと宮みやさんと席を替わってもよろしいでしょうか？」

　そんな混乱の中、ゆっくりと手を挙げたのは、荒あら崎さきだった。

　荒崎の信じられないセリフに、生徒たちは驚きを隠せなかった。

　もちろんオレもだ。

「私移動します。いいですよね、先生？」

「あ、ああ……」

　教師の許諾を得、やや緊張した面持ちの荒崎は、鞄かばんや必要な荷物を持ってすぐに席を移動した。そして俺の前に腰を下ろす。

　荒崎の突飛とも思える行動により、周囲の生徒たちは困惑に包まれている。

「わ、私が前で嫌かも知れないけど……いいかな？」

「オレは別に……おまえはいいのか、本当にそこで」

「うん。私なら大丈夫」

「でもな、色々苦労するぞ？」

「えぇっ、何か大変なことが起こるの!?」

「オレがおまえの背中に消しゴムのカスを入れたり、コンパスの針を突き立てたりしたらどうする」

　半ば脅すつもりで言ったが、荒崎はクスリと笑った。

「鮫島くんはそんなことする人じゃないから」

　私、知ってるから、と言うように迷うことなく言葉にした。

　その様子を隣に座っている神楽かぐら坂ざかが興味深そうに見ていたので、オレは多少威嚇を込めて睨にらんでみた。

　もちろんなんとも思っちゃいないが、オレと関かかわるとろくなことはないぞ、と早めに注意を促してやろうと思ったのだ。

「どうかしましたか？」

　こちらの睨みつけに対し、神楽坂はなんとも感じないのか、真顔で聞き返して来た。

「……なんでもない」

　荒崎といい神楽坂といい……この学校では意外と女の方が強いのかもしれない。

　オレに睨まれてここまで堂々としてる男子生徒はいないぞ。

　何と言うか、席替えなのに３人が各々好きに席を取ったような形になった。

　それでも直接の文句が飛んでこないのは、誰だれしもオレの隣は嫌だという表れからだろう。

「な、なぁ。こうしてみると鮫島くん、何気にＷチャンス獲得してないか!?」

「ばっか、あの人は女になんて興味ないんだよ。バイトの履歴書に、趣味は破壊と暴力って書いた男なんだぜ？」

「マジかよ、怖すぎだろ……」

　そんな話、本人のオレも聞いたことがない。

　色々と波乱はあったものの、結局オレはこの席を動くこともなく、席替えは終わりを迎えた。

　生徒たちは優勝が決まってしまった後の消化試合のように、感動や興奮を忘れ、無表情で席替えを行った。結果席替えによってオレ自身が得たものは何もないまま幕を閉じたのだった。
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　厄介な国語の授業が終わり、昼休みに突入した。

　いつもなら男子生徒が競って購買へと駆け出していくが、とりわけ今日はその人数が少ない。

　多くの男子生徒がそわそわと落ち着きのない様子で、オレの方（正確には神楽かぐら坂ざか）を窺うかがっていた。

　どうやらオレが邪魔で神楽坂に話しかけられないらしい。

「仕方ねえな……」

　昼休みは長い。この視線に耐えるには余計な体力を使わざるを得ない。

　オレが席を立ち廊下に出ると、男子生徒は一斉に神楽坂に群がった。

「久く遠おんちゃんって彼氏いるの!?」

「鮫さめ島じまってちょー怖い奴やつだから気をつけたほうがいいよ！」

「わ、あの、えっと私は───」

　男子生徒にぐるりと机の周りを囲まれ、質問攻めにあう。

　これも美少女転校生の宿命だろう。

　オレは一人、落ち着ける場所へ向かうことにした。

　手にはエリーゼに作ってもらった昼食用の弁当がある。

　屋上か離れ校舎の廊下で、頂くことにしよう。

　離れ校舎に向かうため、教室のある二階から一階へ降りたオレは、職員室の前を通り、保健室の辺りへと差し掛かっていた。

「お、おい押すなよ。ばれちゃうだろ？」

「だってよく見えねえんだから、仕方ないだろ」

　いつもは比較的静かな保健室の前には、数名の男子生徒が群がって入り口を占拠していた。

　扉を頭一つ分だけあけ、そこに何人もの生徒が頭を突っ込んでいる。

「あーはいはい。体調も悪くないのに保健室に来ちゃダメよ？」

　保健室の中からはっきりと通る声が聞こえた。

　男子生徒たちは興奮の声をあげ、手招きをしている。

「もう、仕方のない子たちねえ」

　廊下に出てきた白衣を身にまとった人物が、男子生徒たちに微笑ほほえみを見せた。

「なっ……!?」

　自然と、そんな驚きの声が漏れた。

　保健医なんかに興味のないオレだが、思わず立ち止まり、さっと柱の陰に身を隠す。

　動揺した、と言ってもいいだろう。

　その保健医と思われる人物。そいつには、見覚えがあった。

　出会った時の出来事が脳裏を過よぎる。

　ティーリに毒を飲ませ、殺そうとした悪魔フォーチュン。

　ルシオンがそう言っていたのは記憶に新しい。

「なんであいつが、学校に……しかも、保健医だと……？」

　状況が把握できない。

「せ、先生って彼氏とかいるんですか？　年下とか、どうですか？」

「今はフリーよ。彼氏募集中。ちなみに年下の方が好みかも」

『うおおおおおおお』という雄たけびが上がる。

「エッチな男の子とか、嫌いじゃないですか？」

「ふふっ。そうねえ……それもどっちかと言うと、好きかも？　なんてね」

『うおおおおおおおおおお』さっきよりも長く大きい雄たけび。

「前はどこの学校で保健医をされてたんですか？　どこに住んでるんですか？」

「あぁもう。教えてあげてもいいけど、あなたたちお昼ごはんもまだでしょ？　ちゃんと食べておかないと午後の授業に響いちゃうわよ」

「じゃ、じゃあ俺たちと一緒にご飯食べてくださいよ！　なあ？」

　生徒たちは一斉に懇願を始めた。

「それでもいいけど……怖ぁい生徒に睨にらまれてるわよ？」

「怖ぁい生徒、ですか？」

「ねえ？」

　悪魔はオレの存在に気づいていたのか、こちらを向いてそう言った。

　オレは静かに柱の陰から姿を見せる。

「げ、さ、鮫さめ島じまだ……目を合わしたら殺されるぞ……行こうぜ」

　慌てて逃げていく男子生徒たち。

　保健室に入ると女はくつろいでコーヒーを飲み始めた。

「はろ～。鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうくん。お久しぶり、ってほど時間も経たってないか」

　へらっとオレに向けた笑みを見せた瞬間、オレは白衣の女に向かって距離を詰めていた。

　ほぼ無意識だったと思う。拳こぶしには信じられないほどの力が込められていた。

「ここは神聖な学まなび舎やよ？　そんな怖い顔してどうしたのかしら？」

　そう声をかけられなければ、オレは間違いなくこいつを殴っていただろう。

　いや、殴るだけでは済まなかったかもしれない。

　沸々と込み上げてくる熱いものは、間違いなく怒りの感情だ。

　もし何か一つ間違っていれば、こいつのせいでティーリは死んでいたかもしれない。

「何でお前が、こんな所にいる。何をしたか忘れたとは言わせねえ」

「なんだっけ？　あぁ、小悪魔のティーリに聖水を飲ませたこと？」

　悪びれた様子もなく、女は白い歯をこぼした。

「アレには色々と事情があるのよね。聡一郎くんが気にすることじゃないっていうか」

「気安くオレの名前を呼ぶな」

「いいじゃない。私は保健室の先生。あなたはこの学校の生徒。何の不思議もないわ」

　悪魔は抜け抜けとそう言った。

「お前が悪魔だってことは分かってる。それに、ティーリを狙ねらう理由もな」















「へえ……それはちょっと興味深いわね。その、狙う理由って奴やつ」

「おまえが気にするところはそこじゃない。ティーリ一人を狙ったところで、もう意味はないってことだ」

「ふぅん……とりあえず、保健室の中で話さない？　ここじゃ目立って仕方ないし」

　遠巻きに、さっきの生徒たちが何事かとオレたちのほうを見ていた。

　また、オレが暴力行為を働こうとしているように見えたのかもしれない。

　二人きりで保健室に入れば、余計に嫌な話題を集めかねないが、このままこいつを放置しておく方がよっぽど危険だ。

　悪魔が学校に居る理由を問いたださなければならないだろう。

　保健室の中に足を踏み入れると、湿布の匂においが鼻先をかすめた。

「さっき体育で怪け我がをした子が来てたから。気になる？」

「おまえが学校に居ることの方が何万倍も気になるから安心しろ」

「あっはは。それもそうか」

　安そうなオフィスチェアーに腰をおろし、女はクルッとその身を回転させた。

「とりあえず、今の私はティーリちゃんを狙ねらうつもりもなければ、天使たちや聡そう一いち郎ろうくんに手を出すつもりもない。そういえば信じてくれる？」

「生あい憎にくと悪魔のセリフを易やす々やす信じるほど、友好な関係を築けてないんだよ」

「結構シンプルな理由なのよ。この間のお坊ちゃんに傷つけられた箇所が、まだ治らなくてさぁ。参っちゃうわよね」

　お坊ちゃんとは、ルシオンと言う天使のことで、エリーゼとリズの兄だ。

　女の右腕にぐるぐると巻きつけられた痛々しい包帯。

　こいつのいうように、ルシオンとの戦いで負傷したものだろう。

「適合する腕を捜すのにも相当な体力をつかっちゃって、だから今戦うつもりはないの」

「そんなお前の都合はどうでもいい。何で学校に姿を見せた。それに、保健室の先生ってのはどういうことだ。普通に偽名使いやがって」

　白衣にはネームプレートが付けられており、横よこ山やま千ち沙さ、と書かれてある。

　こちらの質問に、千沙は気にした様子もなく答えた。

「悪魔には人間を魅了し、誘惑する力があるの。校長を抱きこんで教員にさせることくらいワケないってこと。まぁ、さすがに授業を教えるとなると大変だから、やらないけどね。だから保健医」

　随分と物騒な世界だ。

　オレが知らないだけで、世の中にはごまんと悪魔が入り込んでいるんじゃないのか？

　今ここでこいつをどうにかしないと、ティーリやエリーゼ……いや、荒あら崎さきたち一般の生徒にまで被害が及びかねない。

「正義のために私を殺す……そんな眼めをしてるわね」

「どんな眼だよ」

「どんな眼って……天使の眼？　あなたのその右目は、既に天使化しちゃってるじゃない」

　オレは咄とつ嗟さに右目を押さえ、隠した。

「なんで知っている、って顔ね。私たち悪魔だって、あなたを監視しているのよ」

　オレの右目にはめられたカラーコンタクト。

「便利よね人間界って。瞳ひとみの色を変えられる道具まで売ってるんだから」

　オレの右目は、今全く見えていない。ただ闇やみが広がっている。

　大天使の力を酷使した代償に視力を失い、そして瞳の色が変わってしまった。

「正直、ティーリちゃんを殺し損ねた上に、あなたの天使化を早めてしまった私の責任は大きくてさ。同族の悪魔に狙ねらわれることになっちゃったわけよ。まさか大天使を憑ひよう依いさせるなんて、思いもよらなかったわ」

「おまえの都合はどうでもいいって言ったはずだ。ここに現れた目的を話せ。オレの命が狙いか？」

「冗談でしょ。深手の状態であなたを狙うほど私だってバカじゃないわ。私がこの学校を選んだのは、この身を隠すためとあなたの動向を観察するため。この二つが目的よ」

「オレがおまえの目もく論ろ見みをエリーゼやルシオンに話したらどうする」

「話したいならご自由にどうぞ。何の策もなしにこんなこと話すわけないじゃない。私がこの学校を選んだのだって、ちゃんと深い理由があるのよ。それを教えてあげる」

　微かにだが、室内に嫌な気配が漂い始める。

　目の前にいる千ち沙さが、何か影響を及ぼしていることだけはわかった。

「さすがにここまでの近距離だと、悪魔の力を感じ取れるみたいね。好都合好都合」

　保健室の中に、禍まが々まがしい黒い気配が濃く広がりはじめた。

「何をしてる……」

「これは私が夏休み中に、コツコツ張って作った悪魔の結界みたいなもの。神聖なる学校は元々天使寄りの場所だから、これが中々苦労したのよ」

「悪魔の結界……だと？」

「この結界は私の力によって支えられている。もしも結界を解かずに私が死ねば、結界の中にいる人間は私の……つまり悪魔の影響を大きく受けることになる。これがどういう意味かわかるかしら？」

　得意そうに言葉を続ける。

「悪魔の素質がある人間は、この場で悪魔になってしまうことだってありえる。そうなればもう、二度と人間に戻ることはできなくなるわね」

「笑えない冗談だな」

「冗談かどうかは、今の聡そう一いち郎ろうくんにならはっきりと分かるんじゃない？」

　確かに、室内にはただならぬ黒い気配が充満している。

　これが良いものじゃないことだけははっきりと分かった。

「でも安心して。私は一般人に危害を加える意思はない」

　とてもじゃないが、そんなことを信じられるわけがない。

　一方的に銃を突き付けながら、殺すつもりはないから安心しろと言っているようなものだ。何よりこいつはティーリに、悪魔にとって毒薬となる聖水を飲ませた張本人だ。簡単に信じられるわけがない。

「この結界は非常に強力だけど、大きな欠点もある。それは私がこの結界の外で死んだら、効力は発動しないってこと。そもそも、私が外に出たら結界は消えちゃうしね」

　千ち沙さの言っていることが本当かどうかを確かめる術すべは、今のオレにはない。

　だが、ここまでペラペラと話したってことは───。

「中位天使のお坊ちゃんやエリーゼに聞いてみれば分かると思うから」

　その事実を天使たちに確認させるための行為でもある、ということか。

「分かってくれた？　私だってこれは大きなリスクなのよ。下手に動いて大天使に見つかると厄介だしさ」

「あいつらは天国から問答無用で監視してるんだ。今おまえがここにいることも、こんな物騒な結界を張ってることも、全部筒抜けだろうぜ」

　千沙はそれを聞いて、大人っぽく微笑ほほえんだ。

「まだまだ知らないことの方が多いみたいね。大天使の監視だって万能じゃないのよ」

「オレはただの人間だ。天使や悪魔の内情を詳しく知りたいなんて思っちゃいないからな」

　実際、今こうして悪魔と話してるのだって、本来オレがやるべきことなんかじゃない。

「残念だけどそうもいかないわね。あなた、今結構大変な状況下にいるのよ」

「……知らねえよ。オレは面倒臭いのは嫌いだ」

「面倒でも私の忠告は聞いておいた方がいい。それが君のためでもあるんだから」

「お前の真意が見えないな。オレに話したところで得はないはずだ」

「ちゃんとあるのよね、これが。私が死ねば大変なことになる。だから事情をちゃんと説明して君を味方につけておけば、最悪私を狙ねらいに来る悪魔がいたときに助けてもらえるでしょ？　もし放置すれば、大勢の犠牲者が出ることになるんだから」

　それはこの学校に張られた結界のことを意味している。

「オレが他人のために、命がけでおまえを守るとでも思ってるのか？」

「思ってるわよ」

　間髪いれず、千沙は頷うなずき立ち上がった。傷ついていない左手をオレに伸ばし、そっと頰ほおに触れた。直後、オレの頰はじんわりと熱くなり、千沙は触れた手のひらをオレに見せてきた。手のひらは赤くなっていて、僅わずかに黒煙を発していた。

「聡そう一いち郎ろうくんが、私を敵だと見なしている証拠ね。無意識のうちに身体からだには聖なる力が張り巡らされてる」

「聖なる力だと……」

「最近、自分自身の考え方や思考が変わってきている、そう感じたことはない？」

「それは───」

　身に覚えがあった。

　ティーリを救うためにミカエルを身体に憑ひよう依いさせ、右目が失明してしまってから、オレは自分の価値観や考え方が少しずつ変化してきていると自覚し始めていた。

「やっぱりね」

　千ち沙さはこちらの状況、状態をオレ以上に把握している気がする。

　自ら堂々と学校に姿を現したのも、全すべてが計算通りということなんだろう。

「それは間違いなく、大天使の影響を受けている証拠ね。暴力を振るったり、暴言を吐くことに、抵抗が生まれ始めているからなの。だけど、君のその状態について、ルシオンは何も教えてくれなかったんじゃない？」

「……オレは、このまま行けばどうなる」

　図星を突かれ、思わず聞き返してしまった。

　千沙の言葉がオレの言質を取るための思惑だったことには、聞き返した後に気づいたが、後の祭りだ。

「もし、このまま悪魔から干渉を受けることなく生活を送り続ければ、聡一郎くんは大天使として覚かく醒せいし、この世界で普通に生活することは出来なくなっちゃうかな」

「イマイチわからねぇな。仮にオレが大天使になったとして、地上で暮らしていけなくなるってのはどういう意味だ。お前やルシオンも、地上で普通に生活できてるだろ」

「人間界に存在する大天使、そんなものを悪魔たちが放っておくと思う？　あなたには容赦なく、次々と悪魔が襲い掛かってくるし、当然周囲の人たちもそれに巻き込まれる。それを、普通に生活できてる、と言えるかしら？」

　無関係な荒あら崎さきたちが、巻き込まれるってことか。

「嫌でしょ？　そんなの。あなたとしては天使にも悪魔にもならず、人間として過ごしたい。その気持ちは痛いほど分かる。だからさ、私に協力して欲しいのよ。もちろん私だって手助けは惜しまないから」

　つまり、と前置きをする。

「あなたが大天使としての一歩を歩み始めた以上、悪魔側だってただ黙って見ているつもりはないはず。あの手この手で、あなたを悪魔にしようとやってくるはずよ。だから私は、その情報を事前に察知してあなたに教えてあげる。そしたら、聡一郎くん側も、事前に対処することができるかもしれないじゃない」

　こちらに対しての揺さぶりも入れつつ、脅しをかけてきた。

　まだ物足りないと思ったのか、千ち沙さは更に付け加える。

「あなたを悪魔にするためなら、悪魔側はどんな手段でも使うはずよ。それが何を意味しているか分かる？　私より残酷残忍な手を使って、ティーリちゃんを殺しにやってくるかも知れないってこと。目の前で殺されるだけなら救いがあるほうね。もしかしたら、あなたの目の前で犯され尽くして、食い殺されちゃうことまでありえるんだから」

　噓うそか本当か分からない脅しを、楽しむようにしかけてくる。

「……させねえよ」

「えっ？」

「誰だれだろうが、ティーリに手を出す真ま似ねをして見ろ。オレは容赦しない」

　咄とつ嗟さに下がろうとした千沙の右腕を摑つかみ、オレは力強く握り締めた。

「くぅっ……！」

　苦痛に表情を歪ゆがめるが、オレは握り締めたままの手を離さない。

　ブスブスと包帯を焦がし黒煙があがっていく。

「だ、だからこうしてこちらの事情を曝さらけ出してるんじゃないの……」

「オレはおまえを信用しない。するつもりもない。もしティーリやエリーゼの身に何か起これば、オレはその責任の全すべてをおまえに押し付けて殺してやる。わかったな？」

　自分でも抑えきれないほどの感情が体の中で蠢うごめいた。

　目の前にいる悪魔を消し去りたい衝動に駆り立てられたのは、大天使としての覚かく醒せいが進んでいるからなのだろうか。

「わ、わかった……分かったから離して……」

　オレが手を離すと、千沙はその場に蹲うずくまって右手を押さえた。

「はぁ、はあっ……もう。危うく代替の腕が使い物にならなくなりそうよ……」

「何か分かったことがあったら、逐次オレに教えろ。いいな」

　見下ろしながら強く言い放つ。

「ええ……約束するわ。でも、聡そう一いち郎ろうくんもよく覚えておいて。私の身に何か起これば、この学校の生徒に危険が及ぶって事」

「ああ、覚えておいてやる」

　その場に千沙を残し、保健室を後にした。

　千紗は一人残された室内で天井を見上げ大きくため息をつく。

「全く……これでまだ人間だって言うんだから。信じられない力ね……」

　よろよろと痛みを堪こらえながら、机に摑まり体を起こした。

「……本当に居るのね。大天使と魔将、両方の可能性を秘めた人間なんて……」

　覚かく醒せいしつつある大天使の力を右手に受け、そして聡一郎の凶悪で残酷な瞳ひとみを向けられ、千ち沙さ──悪魔フォーチュンは身体からだを微かすかに震わせた。仮に本気で聡一郎を怒らせていれば、この場で殺されていたかもしれない。そんなビジョンを見せられるほどの殺気が篭こもっていた。

「たとえどんな犠牲を払ったとしても、彼を敵に回すわけには行かない……」
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　西にし高たか山やま高等学校の離れ校舎は、二階建てで教室が八つほどしかない小さな校舎だ。理科室だったり家庭科室、音楽室だったりと、移動教室が集まった棟になっていて、平日でも人気がないことは間々ある。静かに飯を食うには最適の場所だったりするが、そう言う場所は不良のたまり場だったりするので、一般の生徒はあまり寄り付かない。

　極力人を避けるため二階に上り、その端の階段に座り、弁当箱を開いた。

　朝食のサンドイッチとは違い、幕の内弁当のような色とりどりの具材が顔を覗のぞかせる。早朝から起きて作ってくれていたのだろう。ありがたい話だ。エリーゼは地上に住み始めて一ヶ月ほどしか経たっていないが、瞬く間に日本人の食生活を学び、料理を覚えて行った。

　卵焼きを口に運ぶと、砂糖の旨うまみが効いた美お味いしさが口いっぱいに広がる。

「弁当食ってるだけでいいなら、幸せなんだけどな……」

　千沙との話を思い返しながら食事を続ける。

　考えなければならないことが、山のように出てきたから仕方ない。

　あいつの手によって、学校に張り巡らされた結界。

　他ほかの悪魔たちが、ティーリを狙ねらってくる可能性。

　そして……大天使としての覚醒。

「冗談じゃないぞ……」

　頭の中で整理しようとするが、情報が足らなくて上う手まくいかない。

　何とかしてルシオンと連絡を取り、今の状況を説明させたいところだ。

「あ、あれ。見てくださいよ藤ふじ宮みやさん。鮫さめ島じまの奴やつですよ！」

　人が考え事で忙しい時に、見慣れた不良グループが階下から姿を見せた。教師に見つからないように、タバコでも吹かしていたんだろう。

「鮫島あああああっ？　いいところであったじゃねえかよ、オイ！」

　長いズボンの裾すそを引きずりながら、藤宮がオレの前に立ち、見下ろしてきた。

「俺様は今機嫌がちょぉおおおおお、悪ぃんだ。相手になってもらうぜ」

「藤宮さん、このままじゃ卒業できないってセンコーに言われたんだよ。舐なめんな？」

「バッカテメ、何余計なこと言ってんだ！」

「す、すいません。つい本当のことを……」

「今日こそ積年の恨み晴らさせてもらうぜ……タイマンじゃオラぁ！」

「悪いな。今喧けん嘩かする気分じゃない」

「な、なんだと？　この俺様の挑戦から逃げるってことか？」

「……勝手に解釈してくれ」

「ふざけんな！」

　藤ふじ宮みやは蹴けりをかまし、オレが手に持っていた弁当箱を蹴り飛ばした。

　弁当箱が宙を舞い、エリーゼが作ってくれたおかずが埃ほこりまみれの廊下に散らばった。

「…………」

「あーあー、美う味まそうな弁当が台無しだな？　ゲラゲラ」

「おまえ……死にたいのか？」

「へっ……？」

　藤宮が身構えるよりも先に、奴やつの首元を正面から摑つかみ上げ、廊下に叩たたきつけた。

「おぶっ！」

「拾え」

「ひ、拾うって……何をっ……」

「落ちた弁当の中身を拾えって言ってんだ」

　グッと右拳こぶしを握り締め、藤宮の顔の前で腕を引いた。

　だが、それ以上腕は前に進まない。

　弁当をぶちまけられたことには心底腹が立ったが、ここで暴力を振るったところでその事実が変わることはない。なら、今ここで殴ることに意味はあるのだろうか。

　もちろん、他人の弁当箱を蹴り飛ばしたことに対する制裁にはなるが、それはオレが今まで藤宮にしてきた暴力の数々を考えれば、当然のことのようにも思えてくる。

　争いは争いしか生まないとはよく言ったものだ。

　自然と首を摑む手が緩み、オレは手を離した。

「げほ、げほげほっ！　なんつーバカ力だっ！」

　こんな奴を殴ってこの場がめちゃくちゃになったら、散らばったおかずは回収も出来なくなってしまうだろう。そんなことをする方が、エリーゼは悲しむに違いない。

　オレは床にしゃがみ、ウインナーやかまぼこを拾いはじめた。

「な、なんだぁ……？」

「オレは喧嘩するつもりはない。さっさと行けよ」

「ふざけんなよ？　この俺様の怒りをどこにぶつけろって言うんだ、えぇっ!?」

「オレは忠告したからな」

「…………」

　藤ふじ宮みやが、それでも喧けん嘩かを売ってくるというなら仕方ない。

　買いたくなくても買わなければならないだろう。だが、藤宮は固まったまま動かない。

「おまえが、この俺様からの勝負を逃げたってことでいいんだな？　それは」

「好きに解釈してくれ」

「……ふん。ついにこの俺様の真の実力に気づいたってわけか。おい、いくぞっ」

「い、いいんですか藤宮さん」

「今はこの俺様の勝利を広めることが先だ！」

　藤宮は盛大に笑いながら、元来た道を引き返していった。

「……はぁ。無駄に疲れた」

　何とか散らばったおかずの殆ほとんどを回収したが、さすがに食べることは出来そうにない。

　エリーゼには申し訳ないが、後でゴミ箱に捨てさせてもらうしかないな。

　それから何をするわけでもなく、予鈴が鳴るまで離れ校舎の隅でジッとしていた。

　結局考えはひとつもまとまらず、予鈴が鳴り午後の授業の知らせが飛んでくる。

　階段を下り、離れ校舎から本校舎へ戻ろうと歩みを進める。

「……なんだ？」

　オレはふと背中に妙な視線を感じ、振り返った。

　だが、当然背後には生徒の姿もなく、廊下は閑散としている。

「気のせい、か……」

　もしかしたら藤宮たちが裏手に回って、とも思ったが、人の気配はない。

　改めて歩き出そうとして、再び背後に気配があることを感じ取った。

　足を止め、再び振り返ると、廊下の先、その真ん中に一人の女子生徒が立っていた。

「神楽かぐら坂ざか……」

　うちのクラスにやってきた転校生が、無表情でオレを見据えている。

　その手には、茶色の竹刀袋が強く握られていて、オレに警戒心を抱いているように見えた。

　なんで転校生の神楽坂が、この離れ校舎に。

　視線が重なり合って、10秒、20秒。

　神楽坂はいつまでも動くつもりがないのか、距離を保ったままだ。

「なんなんだよ。オレに何か用か？」

　遠くから言葉を投げたが、聞こえていないかのように反応を示さない。

　何か嫌な予感がする。

　こいつが今、この場所に居るのはただの偶然か？　それとも……。

　瞳ひとみに見つめられていると、身体からだが強こわ張ばっていくのを感じる。

　何かがおかしい。

　教室で見た、あの明るい神楽かぐら坂ざかの気配じゃない。

　まるで別人のような……。

　冷ややかな視線が、ずっとオレを見つめ続けていた。
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「それじゃ、行きましょうか。神楽坂さん」

　授業が終わりを迎えた放課後。

　荒あら崎さきは神楽坂をどこかに連れて行くのか、そう声をかけた。

　今日は藤ふじ宮みやとの一件や、千ち沙さとのやり取りで酷ひどく疲れた。

　さっさと帰宅することにしよう。鞄かばんを持って立ち上がる。

「鮫さめ島じまくん。良かったら神楽坂さんと一緒に商店街に行かない？　神楽坂さん、引っ越してきたばかりでまだ街に詳しくないみたいだから。少し案内してあげようと思って」

「……なんでオレが。オレが一緒に行って何をするんだよ」

「何をするってわけじゃないけど、賑にぎやかな方が楽しいと思って」

　それにどうして、オレの名前が挙がってくるのか。

「神楽坂さん、いいかな？　鮫島くんが一緒でも」

「もちろんです。これから隣の席で学ぶことになりますし、よろしければ」

　もちろんよろしくない。

　離れ校舎で見せた視線には妙なものを感じたが、それ以降神楽坂は特にオレを気にすることもなく午後の授業を終えていた。

「荒崎、おまえなら分かってるだろ。オレと街を一緒に歩いてたらどうなると思う。神楽坂自身の、これからの学校生活に支障が出るはずだ」

　二年近く一緒の学校に通っていれば、どんな噂うわさが立てられるかくらいは想像がつく。

　事実、荒崎も少し顔を伏せてしまった。

　そんな様子を見ていた神楽坂は、当然事情を知らないため、当たり前の疑問を口にした。

「何な故ぜ鮫島さんは、同級生の皆さんに嫌われているのでしょうか。いえ、それだけではありません。聞くところによるとこの学校全体で嫌われていると」

「事実だ。オレはこの学校じゃ１番の悪として知られてるからな」

「悪……ですか」

　そうだ、とオレは頷うなずく。

「女子のスカートをめくったり、友達の机の中に生き物を隠してみたり？」

「子供か、オレは……そう言う悪戯いたずらレベルじゃねえよ」

　と言うことは、と考える仕草を見せる神楽坂。

「具体的にはどんな悪さを重ねているのですか？」

「……おまえに説明するつもりはない」

　人を殴ってる、なんてわざわざ言うことじゃない。

　一瞬神楽かぐら坂ざかの表情が険しいものとなったが、すぐ元の引き締まった顔に戻った。

「知りたいです。鮫さめ島じまさんがどんな『悪』と呼ばれる行為を行ってるのか」

　昼休みに見た冷たい視線ではなかったが、やっぱり何かがおかしい。

　普通、こんなことを深く追求してまで聞きたいと思うだろうか？

「どうしてそんなことを知りたい」

　至極当然の疑問をぶつけてみた。

「鮫島さんが、悪い人だとは思えないから。どうしても気になってしまいます」

「でしょ？　でしょ？　鮫島くんって、悪い人じゃないのっ」

　荒あら崎さきは神楽坂を良い奴やつだと判断したんだろう、嬉うれしそうに言った。

　つか、なんでおまえが嬉しそうに話すんだよ。

「今のままじゃいけないと思うの。鮫島くん、学校が楽しいって思ってないよね？」

　ここぞとばかりに、まくし立てながら続ける。

「学校を楽しく思えるようになるには、絶対に友達が必要になると思うから……。神楽坂さんとも仲良くなって欲しいし、他ほかの同級生とも仲良くなって欲しいから……」

「なるほど。何やら鮫島さんには色々と事情がおありのようですね。よろしければ私にも詳しくお話をしていただけないでしょうか。力になれるかも知れません」

「鮫島くん」

　何かを懇願するように、荒崎はオレを見上げた。

「あのな……」

　呆あきれるオレに対して、二人は真面目まじめな顔でこちらを見ていた。

「ったく、どうなっても知らねえぞ？」

「うんっ。大丈夫っ！」

　根拠もないくせに、荒崎は嬉しそうに笑った。
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　それから、神楽坂を連れ、オレたちは街へと繰り出した。

　荒崎は嬉しそうに、神楽坂に街のことで色んな説明を行っていた。

　いつも友達と行く喫茶店がどこだとか、食事はこういうのがあるだとか。

　神楽坂もそれを興味深そうに聞きながら、時折質問をしていた。

　ぶっちゃけ、オレの存在など不要としか思えない。

　このままエスケープしても、二人とも気づかないんじゃないだろうか。

　そう思い、何となく足を止めてみる。

　わざとはぐれてしまえば、帰れるんじゃないかと考えた。

　ところが……。

「どうしたの？　鮫さめ島じまくん」

　オレが立ち止ったことに、すぐ気付いた荒あら崎さきが不思議そうに振り返った。

「いや……何でもない」

　こっちのことなど気にもかけてないと思ったのに。

　どうやら、しっかりと意識はしていたらしい。

　再び二人は、ガールズトークへと戻り、楽しそうに歩き出した。

　やっぱりオレは不要だろ……。

　最近、よくよく考えてみると異性と過ごす時間が極端に増えた。

　家も学校も、周りは女子だらけだ。

「女難って奴やつか……」

　少なくとも、オレは今の状況を喜べるようなタイプの男じゃない。

　一人硬派に過ごさせてもらいたいものだ。

「鮫島さんは、休日はどのように過ごされているんですか？」

「適当に。大体は家にいる」

「神楽かぐら坂ざかさんは、道場で剣道の練習をしてるんだって」

　学校の部活だけじゃなく、私生活でも剣道をやってるってことか。

　竹刀を持ち歩くのは少し変だと思っていたが、納得がいった。

　一時間弱、歩きながら街を案内し、空が赤く染まり始めた頃ころ、解散の流れになった。

「神楽坂さんの自宅はどこなの？　この近く？」

　神楽坂は、現在地がどこかを探るように見渡し、自信なさそうに言った。

「えっと……４丁目になります」

　４丁目って言ったら……。

「そうなんだ。鮫島くんのところって、確か３丁目だよね？」

　オレは小さく頷うなずく。

　ここからだと、オレの家の先に、神楽坂の家があることになる。

「じゃあ、送って行ってあげて。帰り道わからないと思うし」

　さすがに帰る方向が同じでは、嫌とは言えなかった。

「ついでだしな」

「すみません。ご迷惑おかけします」

「それじゃあ神楽坂さん、また明日。鮫島くんも、明日学校で」

「……ああ」

　荒あら崎さきは手を振ると、何度かこちらを気にしながら帰っていく。

「とても親切な方ですね。彼女のおかげで、私もすぐ学校に馴な染じめそうです」

「そりゃよかった。できればオレの隣には来てほしくなかったけどな」

「ですが、どの道誰だれかは隣の席になったわけですし、転校生の私だったことは、鮫さめ島じまさんにとっても良かったのではないでしょうか？」

　確かに、それはそうかも知れない。

　オレのことを恐れている生徒の誰かが隣だったら、今以上にひどいことになっていたかも知れない。そう考えると、神楽かぐら坂ざかが隣だったのはベストな選択だった、ってことか？

「私が自分から立候補したことが、気に入りませんか」

「そのことは別にいい。だが、一つだけ聞かせろ。昼休みに離れ校舎に居た理由は？」

「離れ校舎、ですか？　ああ……あそこは、離れ校舎、と呼ばれる場所なんですね」

　思い当たるフシがあったのか、よく通る声で答えた。

「早く校内のことを覚えたくて、あちこち歩き回っていたんです。でも、それが何か？」

「いや……」

　あの時オレを見てなかったか？　とまで言う気にはなれなかった。

　自意識過剰とでも思われたらみっともないからだ。

「ならいい。帰るぞ」

　話を切り上げ、オレは歩き出す。その隣を、神楽坂が歩く。

「今日一日、鮫島さんの行動を拝見していましたが、特に他ほかの生徒に嫌われるような要素はなかったように思います」

　人を勝手に観察するな。

「じゃあ、ここまでだな。オレの家はここだ。ここから先は分かるか？」

「はい。ここから少し歩いた先が、私の家ですので」

　神楽坂は興味深そうに家を見上げた。

「ここが鮫島さんの家ですか。覚えました」

　勝手に覚えられても困る。

「じゃあな」

「今日は付き合ってくださって、ありがとうございました。それでは失礼します」

　頭を下げた神楽坂だったが……。

「ひとつ気になることがあるのですが……」

　頭を上げて、オレに聞いてきた。

「気になること？」

　神楽坂は上……我が家の二階の方を見上げた。

「先ほどから、こちらを見ている方がいるみたいで」

　まさか……そう思い顔を上げると……。

　ジーッと睨にらむような視線でオレたちを見下ろすティーリの姿があった。

「家族の方ですか？」

「気にするな。置物みたいなもんだ」

　ボコッ！

　頭上からコミックが投げ落とされ、オレの頭に直撃した。

「誰だれが置物よ」

　置物が喋しやべってしまった。

「……妹さん？」

「まあ、そんなところだ……」

　ひゅんっ。

　再び物が落下してきたので、慌てて避ける。

　がしゃん！　と音を立て、オレの目覚まし時計が壊れて散らばった。

「ちょ……なんつーもんを投げてんだ！」

「勝手にあたしを妹にしないでくれる？　つか、誰よその女」

「初めまして。私は神楽かぐら坂ざか久く遠おんと言います。鮫さめ島じまさんとはクラスメイトになります」

「ふーん」

　聞いてきたくせに、興味なさそうに鼻で返事をする。

　悪魔ってのは、どうしてこうトラブルの種をまき散らしてくるのだろうか。

　幸いにも、ティーリを見ても神楽坂は変わった様子を見せていない。

　悪魔の気配とやらを感じることもないのだろう。

　……とも言い切れないか。

　千ち沙さと出会った時、あいつはそんな気配を微み塵じんも見せなかった。

　予あらかじめ悪魔がいると目星を付けていたのなら───。

　今こんなことを考えても埒らちが明かない。

「それじゃあ、また。本日はこれで失礼します」

「ああ」

　神楽坂はぺこりと頭を下げ、自宅へと帰って行った。

　オレはその背中が曲がり角で見えなくなるまで見送り、二階の窓を見上げた。

「不用意に姿を晒さらすな。あいつが悪魔だったらどうするつもりだ」

「外からそーいちろーの声が聞こえたから、覗のぞいただけよ。あんたが学校の人間と一緒にいるなんて誰が想像できるって言うのよ」

　確かに、友達のいないオレなら無理もないことだ。

　って、うるせぇ……。

「もしかしてあんたの彼女？　なわけは99・９９９％ないと思うけど」

　どこからか取り出した煎せん餅べいを、バリッと貪むさぼりながら言った。

「彼女だ」

「え……？」

　ポロッ、と煎せん餅べいを落とすティーリ。煎餅は地面に叩たたきつけられ、粉々になった。

「んなわけないだろ」

「死ね！」

　ブンッ！　と分厚いコミックを投げられ、オレは慌ててキャッチする。

　ちょっとした冗談で殺されるなんて、それこそ冗談じゃないぞ。

　ティーリは思い切り窓を閉め部屋に戻って行った。

「やれやれ……」





○騒々しい鮫さめ島じま家







　神楽かぐら坂ざかが転校してきて、一週間ほど経たった頃ころ。

　家に帰り玄関を開けると、何やら騒がしい声が聞こえてきた。

「それで私はこう言ったのだ。貴殿の考え方では天国の繁栄はないと！」

　リビングの扉を開くと、いかにも軟派そうな金髪の男が得意げに自慢話を展開していた。

「その直後だ、私の中位天使への昇格がミカエル様より与えられたのは」

「さすがですお兄様。もう耳にタコが出来るほど聞かされた話ですが」

　兄の隣に座るリズが、無表情でパチパチと手を叩いた。

「おい」

　オレは短く言葉をかけた。

「ん？　おお、帰って来たのかいたたたたたたたっ！！！　な、なにをふるっ！」

　問答無用で金髪……ルシオンの頰ほおを摑つかみ引きずり回してやる。

「オレはテメェに用があって仕方なかったんだよ。ようこそ我が家へ」

　パッと手を離すと、ルシオンはポケットから手鏡を取り出して自分の顔をチェックした。

「イケメンの顔が台無しになったらどうしてくれるつもりだッ！」

「知るか」

「相変わらず粗暴な男だなおまえは」

「これは暴力じゃない。必要最低限の制裁だ」

「ふんっ、この私に用だと？　貴様にはあっても、この私にはない！　今日は可愛かわいい妹たちの様子を見るためにわざわざ天国からやって来たのだ。貴様の相手をしている時間など一秒たりともなあいっ！」

「お兄様は相変わらずですね……」

　エリーゼは立ち上がると、オレの前まで歩み寄ってきた。

「お帰りなさい聡そう一いち郎ろうさん。今日の学校はどうでしたか？」

「別に。いつもと変わりない」

　ルシオンのハチャメチャぶりに苦笑いを浮かべつつ、オレから鞄かばんを受け取った。

「お風ふ呂ろのご用意も出来てますので」

「そうか、いつもいつも悪いな」

「おい貴様……なんだその新婚ホヤホヤのようなやりとりは！　まさか、私の可愛い妹であるエリーゼに、不ふ埒らちなことを働いてはいないだろうな！」

「なんだよ、不埒なことって」

「そ、それはアレだ。もちろんセック───」

　バコッ、とティーリが投げつけたコミックがルシオンに命中する。

「何をするか小悪魔め！　可愛くなかったら八つ裂きにしているところだぞ！」

「じゃあセーフね。あたし可愛いし」

「む……確かに」

　ルシオンは納得させられていた。

「少しは落ち着かれたらどうですかお兄様。ここは聡一郎さんのご自宅なんですよ。あまり大騒ぎしてはご近所の迷惑にもなりますし」

「それは違うぞエリーゼ。ここは鮫さめ島じま家の家であって、厳密には家の所有権は聡一郎にはない。よって聡一郎の自宅、という言葉が当てはまることはないな」

　堂々とソファーに座り直し、足を組んで偉そうに言った。

「さすがですお兄様。もっと言ってやってください」

「愛いとしの妹リズよ。お前の願いしかと聞き届けた。と言うことで肩を揉もんで貰もらおうか？」

　ん？　と挑発するようにオレを指差す。

「アホらしい……」

　いつまでもルシオンのペースにあわせていては、話は進まない。

「ちょっと顔を貸せ」

「断る。何な故ぜ私が貴様に顔を貸さねばならない。私が顔を貸すのは美女相手だけだ」

「拳こぶしでボディーを破壊されるのと、蹴けりで足を破壊されるの、どっちが好みだ？」

「答えは美女に添い寝してもらう、だな」

「……ダメだこいつ。まともに話を聞く気もないらしい」

「当然だ。私は美女の言うことしか聞かないからな。ふははは!!」

　オレはもう放っておくことにした。
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　夕食を食べ終えた後、ルシオンはテレビに映し出されたアイドルを食い入るように見つめていた。

「このＫＴＫ48と言うアイドルグループは良い。実に良いな」

「どの辺りが良いのですか？　お兄様」

「やはり制服がポイントだな。このデザインは男心をくすぐる何かを持っている」

　こいつは何をしに人間界に来たんだ。

　本当に妹たちに会うためだけにやって来たのだろうか。

「手伝う」

　オレは台所で食器洗いを始めようとしているエリーゼの隣に立った。

　リズがルシオンの相手で手が離せない状況が続いていて、大変そうだったからだ。

「聡そう一いち郎ろうさんは休まれていてください。これは私の仕事ですから」

「一人より二人だ。さっさと済ませた方が良いに決まってるだろ」

「ですが……よろしいのですか？」

「嫌なら手伝いに来ない。そうだろ」

　汚れた食器を手に取ったオレは、スポンジで汚れを擦こすった。

　ティーリたちが家に来る前は一人で家事をやっていたんだ、洗い物くらいどうってことはない。二人台所に並んで、黙々と皿洗いをはじめる。

　スポンジと食器の擦れる、キュッキュッと言う音だけが、やけに大きく響く。

　リビングからは、時折ルシオンの笑い声と、それを賛辞するリズの声が聞こえる。

「おまえの兄貴が来ると、一気にやかましくなるよな」

「多少騒がしいところはありますが、大目に見てあげてください」

「まぁ、妹が可愛かわいい気持ちは分からないでもないし、いいんだけどな。天国でもいつもあんな感じなのか？」

「そうですね……ミカエル様の前以外では、変わらないかも知れません」

　どうやら、直属の上司にだけは、礼儀正しく振舞っているらしい。

「なあエリーゼ。お前なら素直に答えてくれると思うから、聞いてみたいことがあるんだ」

「私にお答えできることでしたら、何でも聞いてください」

　いつもはリズがべったりなので、聞きたくても聞けなかったことを聞いてみる。

「出会った頃ころのオレと今のオレは、どこか違って見えたりするのか？」

　学校で荒あら崎さきや千ち沙さに言われたことが気になっていた。

　質問の意味が理解できなかったのか、暫しばらく皿を見つめていた。

　だが、やがて顔を上げると、オレの目を見た。

「このようなことを言うと、聡そう一いち郎ろうさんは怒るかも知れませんが……」

　少し遠慮がちに、

「最近の聡一郎さんは、今までよりも、接しやすくなった気がします」

　エリーゼはそう言った。

「オレが？　接しやすくなった？」

「はい。どうしてかは分かりません。隣に居て凄すごく暖かい気持ちに包まれるんです。今までも聡一郎さんから、暖かい気持ちを感じることはありましたが、今のように頻繁にではありませんでした」

　カチャリと、一枚の皿を洗い終えた皿の上に重ねた。

「今だって、優しいお顔をしておられます」

「……オレは何も変わってない。今まで通りのつもりだ」

「そうかも知れません。私がそう感じるだけですので。ですが、私はその聡一郎さんの優しさのお陰で、今こうしてここに居られるんだと思います」

　エリーゼの微笑ほほえむ横顔は可愛かわいくて、目を向けられないほどだった。

「人間界の生活には、戸惑うことも沢山あります。分からないことも、まだまだ沢山あります。けれど、聡一郎さんが居るから、楽しいと思えるようになって来ました」

「……そうか」

　内心複雑な想おもいを抱きながらも、その言葉に頷うなずいて答える。

「いいものですね。たまには、二人で食器を洗うというのも」

「そうだな……一人より、二人だからな」

「ふふっ」

　嬉うれしそうに笑う。

　オレはこの笑みに、どう答えればいいのだろうか。

　今ここに立っているオレは、本当に以前のオレなのだろうか。

「おまえが居てくれて、本当に助かってる。ティーリやリズの面倒なんて、正直オレ一人じゃ絶対に見切れない自信がある」

　自然とついて出てくる言葉。

　これも、オレの意思によるものなのか？

　それとも、オレじゃない別の何かによるものなのか？

「それは私も同じです。聡そう一いち郎ろうさんがいるから、安心して家事に集中できるんです」

　今考えるのはよそう。

　ここで変な不安を見せて、エリーゼを心配させたくない。

　ふと、台所に布に包まれた弁当箱が置かれてあることに気づいた。

　どうやら、オレが学校で食べた弁当箱も一緒に洗うつもりらしい。

　結んだ紐ひもを解いて、その場で蓋ふたを開ける。

　中は当然空っぽだ。

　米粒一つ残しちゃいない。

「……綺き麗れいに、食べてくださったんですね」

「ああ。わざわざ悪かったな」

「ふふっ、どう致しまして。聡一郎さんに食べてもらえて、良かったです」

　本当に嬉うれしそうに笑い、弁当箱を丁寧に洗い出した。

　弁当の殆ほとんどを食べることが出来なかったのを申し訳なく思う。

「手間じゃなかったか？」

「はい。全然平気です。もし聡一郎さんさえ構わないなら、明日以降もお作りしてよろしいですか？」

「そりゃ……作ってくれるなら嬉しい。オレが作るよりも何倍も美味かったからな」

「お任せくださいっ」

　エリーゼはぐっと気合を入れ、そう答えた。

　心の中で昼間のことを謝り、明日からは必ず全部食べることを誓った。

　手にしていた皿を洗い終え、最後の皿に手を伸ばした。

　エリーゼもほぼ同時に弁当箱を洗い終えたのか、同じ皿に手が伸びる。

「あっ……」

　けして、意図したわけじゃない。

　オレの指先に、エリーゼの細い指が触れた。

「ご、ごめんなさい……」

　さっと手を引き、俯うつむいてしまう。

「いや……別に……」

　沈黙が流れる。

　こういう時、どうしていいのかさっぱりだ。

　オレの手に触れてしまったことが嫌だったのか、それとも別の理由なのか。

「……これはオレが洗うから。おまえはもう休んでて良いぞ」

「聡一郎さんが洗い終わるのを待たせてください。……いけませんか？」

「別にいいが……」

　何となく、見られていると恥ずかしい。

　オレは手早く終わらせようと、強めにスポンジを皿に擦こすり付けた。

　でも、この皿洗いの時間が終わるのも、少しだけ勿もつ体たい無い気がする。

「聡そう一いち郎ろうさん、やっぱり少し変わられましたね」

「え……？　それは、どういう風にだ？」

「先ほども申したように、今も私は暖かい気持ちに包まれています」

「暖かい、ね……」

　それは本来であれば、間違いなく褒め言葉に数えられるものだ。

　でも、それを言われて複雑な気持ちになってしまうのは、やはりオレ自身の性格が、天使化することで変化していると思ってしまうからだろう。

「なあ……ひとつだけ、しょーもないことを聞いてもいいか」

「はい。なんでしょう？」

「天国から人間界に行くこと、おまえの両親は不安に思っていないのか？」

「お父様は心配していました。人間界での任務が、おまえに務まるとは思えないって。それがどうかされたのですか？」

「いや……他ほかにも大切な人とかが、待ってるんじゃないかと思ったんだよ。人間界と天国がどれだけ離れてるのかわからないが、どう考えたって近い場所じゃないだろうしな」















　多少なり危険だって伴うはずだ。

「大事な人、ですか？　お兄様もリズも今は人間界にいますし……」

　遠まわしに聞こうとしているオレも悪いが、エリーゼも鈍いな。

「おまえにならいるだろ……なんつーか付き合ってる男みたいな。天使だってそういう関係を築いたりするんだろ？」

「え？」

　きょとん、とした顔でオレを見上げる。

「んだよ……何となく聞いてみただけだ。嫌なら答えなくていい」

「い、いえっ。嫌とか、そう言うことではなくてですね……その、はい。天国でも、あの、求愛的なものは、人間界と変わらないと思います……」

　エリーゼは顔を赤くしながらそう答え、黙り込んでしまう。

　オレには答えたくないことだったのかも知れない。

　これ以上無意味に追求するのはやめよう。

　第一、そんな質問をしたところで意味なんてあるはずがない。

「……いません……」

「……なにが」

「ですから、その……私には、お相手がまだおりません……」

「あ、ああ。そうなのか……」

「はい……」

　やばい。

　自分から聞いておきながら、何を言っていいか分からない。

「変ですか……？」

「変……？」

「私に、そう言う人が居ないことが……」

「別に変じゃねえよ……」

「じゃあ、どうしてそのような、驚いた顔をされているのですか？」

　そりゃあ驚きもする。

　エリーゼくらいの女の子を放っておくなんて、信じられないからだ。

「……モテそうだと、思っただけだ」

「ぜ、全然モテたりなんてしません……」

「噓うそつけよ」

「う、噓じゃないです……本当ですっ……」

「……ちょっと信じられないけどな……」

　ぶっちゃけ、エリーゼは相当可愛かわいい。

　天使たちだって、絶対にそう感じているはずなのだ。

「私たち兄妹きようだいは、天国では少し、その、特別な目で見られていますので」

　歯切れ悪くエリーゼが言う。

　特別な目、とはどういうことだろうか。

「聡そう一いち郎ろうさんは、堕天使、と言う存在を知っていますか？」

　堕天使、と言う単語には聞き覚えがある。

　だが、それがどういう意味を持つのかは知らなかった。

「堕天使とは、地に落ちた天使のことを指します。言い方を変えれば……悪魔とも言います」

「天使が悪魔になった、ってことか……？　そんなこともあるのか」

「聡一郎さんは、リズとの間に距離があると感じていませんか？」

「事実距離があるしな。あいつはオレを嫌っている」

「リズが聡一郎さんと距離を置くのも、堕天使が関係しているんです」

　生理的にオレが嫌い、ってことじゃなかったのか。

「私たちの母は……かつて地上へ向かう代行者としてミカエル様に仕えていました。今私が背し負よっているような任務を任されていたんです。そしてある任務の最中、悪魔と遭遇し……その身を穢けがされることになったんです」

　エリーゼの横顔は、微笑ほほえみを保ってはいたが、どこか辛つらそうだ。

「そして堕天使となり、天国を追放されました……」

「じゃあ、母親は……？」

「中位天使様たちの手によって、浄化されたと聞きます」

「なんだよそれ……堕天使だか何だか知らないが、そんなひどい話があるかよ」

「リズが極端に悪魔に敵意を向けるのは、それが理由なんです」

　そんなの、誰だれだってそうだ。

　かけがえのない存在を悪魔に奪われたのなら、そう考えて当然。

　エリーゼやルシオンだって、悪魔が憎くて仕方ないはずだ。

「悪魔の可能性があるオレに心を開くわけもないってことだな」

「……今のところは、ですけど」

　フォローするように付け加えてくれた。

「そのことが、特別な目で見られることと関係があるのか？」

「堕天使は、悪魔と同じです。私たちを悪魔の子として見る方もいらっしゃいます」

「意味わかんねえ。そんなの関係ないだろ。元々母親は天使だったんだろ？」

「もちろん殆ほとんどの天使はそう思ってくれていますが、全員というわけにはいきません」

「……気に食わねえな。すげぇ腹が立つ話だ」

　意味のない差別だろ、そんなのは。

　強く皿を握りしめていると、エリーゼがオレの顔を覗のぞき込んだ。

「ごめんなさい。余計なことを言ってしまったかも知れません」

「別に。余計でもなんでもない、オレには関係ないことだからな」

「そ、そうですね。聡そう一いち郎ろうさんには何の関係も───」

「母親が堕天使だろうが、エリーゼはエリーゼで、リズはリズだ。オレにとっては何も変わらない。変わるはずがない」

　母親がいないって意味じゃ、オレも二人と同じだ。

　それ以上でもそれ以下でもない。

　つまらないことで差別する天使に、妙な苛いら立だちを覚える。

「あの。もうお皿、十分綺き麗れいだと思います……」

「え？　あ？」

　手にしていた皿を、ずっと磨き続けていた。

　既に汚れなど残っていなくて、ピカピカに輝きを放っている。

「バカだよな。天使の連中も。そんなつまんねえことでお前らを避けるなんて」

「聡一郎さん……」

　エリーゼは、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。少し頰ほおが赤い。

「聡一郎さんは……大切な人、いらっしゃるんですか？」

「……居るわけないだろ。そんなもん、一緒に生活してたら分かるだろ」

「桃もも恵えさんとか……」

「あいつはただの───」

「でも───あ……っ」

　目が合い、エリーゼはその身を硬直させた。

　オレ自身も動けなくなってしまう。

「───ただの、同級生、だ……」

「……あんたら、そんなところで見つめあって何してんの？」

「っ!?」

　不意に背後からの声を受け、エリーゼが飛び跳ねた。

「ティ、ティーリさん。べ、別に私は見つめあってなんていませんよっ!?」

「……そうだ。つか、何しに来たんだよ」

「別に。ジュース取りに来ただけ」

　ティーリはオレとエリーゼをそれぞれ睨にらみつけた後、冷蔵庫を開いた。

「何かムカつく」

　そう吐き捨て、リビングに戻っていった。

「……何にムカついてんだか。なあ？」

「は、はい……」

　暫しばらくの間、オレはまともにエリーゼの顔を見ることができなかった。
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「聡そう一いち郎ろう」

　夜中、そろそろ眠りにつこうかと思案を始めた頃ころ、ルシオンが姿を見せた。

　先ほどまでエリーゼたちの部屋で天国の話に花を咲かせていたのとは打って変わって、真面目まじめな顔つきだった。

「なんだよ。こんな時間に」

「少し話をしておこうと思ってな」

「あんたの自慢話なら遠くから十分聞こえてきた」

「そうではない。意外とシリアスな話だ。どけ」

　話し込むつもりなのか、ソファーに座っていたオレを追い出す。

「やはり、貴様には天使化の兆候が見られるようだな。それが今日確認できた」

「……どういうことだ」

「私と再会したとき、貴様の話を聞かなかったのはわざとだと言っているんだ。貴様を怒らせるように仕向け、現状の考え方や性格を把握したかった」

「本当かよ……」

「一ヶ月前の聡一郎であれば、間違いなく我慢しきれず私を殴り飛ばしていただろう」

　表情は真剣そのものだ。

「いや、でもオレはおまえの頰ほおを引っ張っただろ」

「バカ者！　一ヶ月前の貴様なら、既に私は３回以上殴り飛ばされておるわ！」

　そんなこと、大声を張り上げて言うことではない。

「貴様は私に対して呆あきれるだけで、特に暴言も吐くことはなかった。違うか？」

「単純に相手するのが面倒だっただけだよ」

　言い訳するように言う。

「あんた今、天使化の兆候が見られるって言ったな」

「そうだ。意味は何となく分かるだろう？　以前は悪魔としての進行が進んでいたが、その逆の事象が今、貴様の身には起こっている」

「あんた、オレがそうなってるって分かってて、教えなかったのか？」

「教えたところでどうにもならんだろう。まさか天使化しないためにわざと暴力を振るえ、とでも言って欲しかったのか？」

「それは……」

「伏せたくて伏せていたわけではない。実際今、私は自ら天使化の話を切り出したはずだ」

　どこか釈然としなかったが、大人しく話を聞く。

「しかし、その様子では自ら天使化を感じていたということか。先ほどエリーゼと話し込んでいたことも、今思えばそれに関することだった、と言うことだな」

「な、なんで知ってんだよ」

「聞き耳を立てていたからに決まっているだろう！　妹はやらんぞ！」

　くわっと目を見開き、オレに親指を逆さにして突きたてた。

「……あぁ、そう……」

「いつから天使化のことに気づいていた？」

「あんたには、話しておかなきゃいけないことがいくつかある」

「聞こう」

「オレの通う学校に、千ち沙さが現れた。……海の家でティーリに毒を飲ませた悪魔だ」

　それを聞いて、ルシオンは心底驚いたようで、身を乗り出した。

「フォーチュンが、聡そう一いち郎ろうの学校に？」

「やっぱり知らなかったのか」

「奴やつは隠おん密みつに長たけた悪魔だ。姿を隠すことはお手の物だからな。しかし雲隠れしたのならともかく、わざわざ姿を見せるとはどういうことだ……」

　それから、オレは奴が学校に悪魔の結界を張ったことを伝えた。

　もしも校内で千沙が死ぬようなことになった場合、校内にいる生徒の命は保証できないといわれたこと。

　そして自らもまた他ほかの悪魔に命を狙ねらわれている可能性があること。

「なるほど……確かに、悪魔の中にはそういう力を持つ者も存在する。フォーチュンが実際にその結界を張っているかどうかは、この目で確かめる必要があるがな」

「事実である可能性は十分あるってことか」

「そう言うことだ。迂う闊かつに行動を起こさない方が賢明だろう。仮に結界が噓うそだったとしても、奴が本気になれば学校の人間を皆殺しにすることも出来る」

「オレは気になってたんだ。その悪魔の結界みたいなもんが存在するなら、どうしてそれを手っ取り早くオレに仕掛けてこない。そうすればオレを悪魔にだって出来るんじゃないのか」

「いくらフォーチュンと言えど、その力で瞬時におまえを魔将へと覚かく醒せいさせることは出来ない。自分よりも遥はるかに上の階級の悪魔を呼び覚ます真ま似ねなど、出来るわけがないだろう。一番厄介なのは、ティーリのように持続的に悪魔の影響を与えることだ」

　つまりは、リスクが大きいって事か。

「結界よりも気がかりなのは、他ほかの悪魔が自分を殺しに来る、と言ったことだな」

　ルシオンは続ける。

「人間界には数多くの悪魔が紛れ込んでいるが、フォーチュン以上の悪魔など、めったにお目にかかることはない。フォーチュンが自らの命を心配する必要などないはずなのだ。やはり例の小悪魔が見た謎なぞの術に関係しているのか……」

　こいつは普段生意気な女好きの天使だが、やはり知識量はエリーゼたちの比じゃない。

　疑問に感じていた多くの問題を瞬時に理解し、答えられる範囲で答えてくれる。

「天使化が進んでいる以上、今後は聡そう一いち郎ろう自身も、悪魔に狙ねらわれると思った方がいい」

「オレを直接狙ってくるってのか？」

「小悪魔を狙うと言うのは簡単だが、この家にはエリーゼとリズがいる。並の悪魔では二人の神聖な力の前には成すすべはないだろう。そんなリスクを冒すよりも、まだ未み覚かく醒せいである聡一郎を狙う可能性は十分にあると言うことだ。魔将として取り込むことができないのなら、天使化する前にお前を抹殺する。そう考える悪魔が現れても不思議ではない」

　正直、その方がありがたいと思った。

　ティーリたちを狙われるよりも、よっぽど分かりやすいしやりやすい。

「貴様は人間の中では相当強い。だが、悪魔の前ではまだまだ子供同然だ。奴やつらには肉体の強さだけでは絶対に打ち勝つことは出来ない。それをよく覚えておけ」

「覚えておけもなにも、どうしろって言うんだよ。オレにはお前らの神聖な力とやらは使うことは出来ないんだぜ？」

「気合で乗り切れ。以上だ」

「おい……肝心のところでまるで役立たずかよ」

「ふんっ。貴様に力の使い方を教えるのにはリスクが高い。中途半端に神の力を宿せば、体内に眠る悪魔の力と反発しあい、最悪───」

　グーを突き出し、パッと開いた。

「ボンッ、だ」

「なんだそりゃ。オレが破裂するとでも？」

「それに近い現象が起こり、魂そのものが消滅することも考えられる。天国にも地獄にも行くことの出来ない無となるだろう。おめでとう聡一郎くん」

　シェイクハンドを求められたので、指を曲げてはいけない方向に曲げてやる。

「ぴぎぃ!?」

「おめでとうじゃねえよ。ちょっとは心配しろ」

「くっ、やはりまだ悪魔の心はしっかりと残っていたか！」

　いや、悪魔じゃなくても今のは怒るところだと思うが。

「とにかく、おまえは今後悪魔に狙ねらわれる可能性がある、と言うことだ」

　悪魔に狙われる可能性か……。

　オレには一つ、思い当たるフシがあった。

「身近なところで何か変わったことはないか？」

　もちろん、今考えていたことだ。

「オレのクラスに転校生がやって来た」

「転校生、だと？」

　ピクッと眉まゆを動かし、ルシオンはオレの両肩を摑つかんだ。

「まさか……美少女か!?」

「そんなことだろうと思ったわ！」

「ば、バカ者。転校生が美少女かただの野郎なのか、天国と地獄ほど違うわ！」

「どうも、その転校生……神楽かぐら坂ざかって言うんだが、そいつに監視されている気がする」

「監視？」

「授業中や休み時間、下校の時まで。露骨に見られてたりするんだよ。天国から誰だれか新しく派遣させたとか、そういうオチじゃないよな？」

「無論だ。仮に天国から天使を呼び寄せたとしても、人の多く集まる場所へ行かせると言うようなことは通常行わない。まして学生となれば毎日接することになる」

「天使じゃないとすると……」

　当然反対の悪魔、としか考えられない。

「なるほど。俄にわかには信じがたいが、私には状況の把握ができた」

「……あんたがそう言うってことは、やっぱり悪魔か？」

「その神楽坂くんは、貴様に恋をしているッッッ！」

「もういい。おまえに話を聞こうと思ったオレが間違いだった」

「い、いだい、いだいっ！　冗談だから私の華きや奢しやで美しい手を握りつぶそうとするな！」

　オレの手から必死に逃げる。

「なんて野蛮な男だ。ちょっとしたハートフルジョークではないかっ」

　全然これっぽっちもハートフルではない。

「その神楽坂という生徒、貴様から見て何か感じることはあるか？」

「オレには霊感みたいなもんはないが、千ち沙さの場合は近距離だと悪魔だと思われる気配を感じ取れた。だが、神楽坂の場合は同じ距離にいてもそれを感じなかった。逆も同じで、天使だって気配も感じなかったんだけどな」

「天使や悪魔の気配を感じない少女か……気になる。巨乳か？　それとも……貧乳か？」

「そんなところを気にするな。少なくともお前に教えたりはしない。天使でも悪魔でもないなら、ただの人間ってことでいいのか？」

「そうとも限らないだろうな。フォーチュンも体調が万全であれば、おまえに易やす々やすと悪魔だと見抜かれたりはしない。その神楽かぐら坂ざかくんがフォーチュンと同等かそれ以上の悪魔であれば、悪魔であることを隠し通していることは十分に考えられる」

　自分の膝ひざを強く叩たたくと、ルシオンは立ち上がった。

「よし。明日は私も学校に向かうとしよう。フォーチュンが張ったという結界と、神楽坂くんという美少女転校生のことを探るためにな」

「女子高生に見とれてないでちゃんと調査しろよ？」

「当然だ。私を侮辱するのも大概にしておくのだな」

　侮辱というか、これまでの積み重ねてきた信用が０に近いだけだ。

　しかし……悪魔がオレを狙ねらってくる、か。

　そんなことが本当にあるんだろうか。

「む……」

　ルシオンが顔をあげると、廊下から顔を覗のぞかせるティーリの姿があった。

「そんなところで何をしている。まさか盗み聞きか？」

「は？　なんであたしが盗み聞きなんてしなきゃいけないわけ？　喉のどが渇いたからそーいちろーの買ってきたジュースを飲もうと思っただけだし。悪者扱いしないで」

「オレのジュースを無断で飲むのは悪いことじゃないのか？」

「そんなの今に始まったことじゃないし。あたしにジュースを奪われることに、実は快感を覚えてるんじゃないの？」

「とんだＭ男だな貴様は！　……その気持ちは分かるぞ」

　勝手に納得してもらっても困る。

　ティーリは冷蔵庫からオレのジュースを手にすると、そのまま無言で部屋に戻っていった。

「いつもああなのか？」

「まぁ……あれでも最近はマシになった方だ」

　こっちは色々と大変な問題に直面してるってのに、吞のん気きな奴やつだ。
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「こ……ここが、桃もも恵えの通う花の都、いや、学校かッッッッッッ!!」

　両拳こぶしを握り締め腰を深く落とし、ガッツポーズしながらルシオンが叫んだ。

「だが何かが足りない。何かが足りないとは思わないか？　そこで聡そう一いち郎ろうに問題だ。その足りないものとは一体なんだろうか？　10秒以内に答えよ」

　今日の空模様は生あい憎にくの曇りで、今のオレの心をそっくり表しているようだった。

　そんなクイズを出されても、全く興味が湧わかない。

「クイズなんかどうでもいいから、さっさと調査を始めろ。誰だれも学校にいないうちに」

　吐き捨てるように言うと、地団駄を踏んで悔しがり始めた。

「ぐっ……それが正解なのだッ。何が悲しくて、誰もいない学校に来なければならないのか……私の求めるうら若き女子高生たちはどこだッ！」

「どこだって……こんな時間に生徒なんて居るわけないだろ」

　現在、朝の５時過ぎ。

　多くの生徒たちがまだ眠りについている時刻に、オレとルシオンは校門の前に立っていた。

　千ち沙さが張ったと言う悪魔の結界と、神楽かぐら坂ざかの正体を知るべくやって来たのだ。

「しかしもっと他ほかに、学校へと侵入する方法はあったのではないか？　フォーチュンのように保健医に成りすますことは出来なくとも、私が学生のフリをすることくらい出来たはずだ」

「無理に決まってんだろうが。おまえは目立ちすぎるんだよ」

　どう見ても高校生には見えない外見で、しかも天然の金髪。嫌でも目立つに決まっている。

　校内に足を踏み入れたが最後、全生徒、全教師から視線を集めてしまうだろう。

　生徒のフリも教師のフリも出来ないとなれば、必然こんな時間に侵入するしかない。

「確かに私はイケメンだが、それは仕方の無いことだと思わないか？」

「そう言う問題じゃねえよ。おめでたい頭しすぎだろ」

「あくまでも、私のイケメンぶりを認めないつもりか。こんなにイケメンなのに」

　手鏡を取り出し、自分の顔を確認しながら前髪をかき上げた。

　自分に自信があるのは結構なことだが、それを傍はた目めから見る人間はあきれ返るだろう。

「第一お前、歳としは幾つなんだよ。つか、人間と天使って同じ感覚の年齢でいいのか？」

　よくある展開なんかじゃ、天使や悪魔は人間の数倍、数十倍の寿命を持ってたりするからな。もしかしたらとんでもなく年上ってこともありうる。

「天使や悪魔は、基本的に人と同じ輪りん廻ねの定めを持っているが、それは神格化する前の話だ。上位天使ともなれば、寿命と言う存在は超越してしまう」

　少々分かりづらいが、殆どの天使は人間と同じ寿命ということだろう。

「なら、おまえたちもいずれ、歳としを取らなくなるってことか？」

「残念だがそれはないな。私のような小天使は、上位天使にはなれぬ定めだからな」

「そうなのか……」

　本来天使と悪魔は人間が死に、その後生まれ変わった存在のことらしいが、小天使や小悪魔とは、同族の間に出来た子供のことを指すらしい。

「私は今年で22になる。エリーゼはお前と同じ17。リズは15だ」

「へえ……」

　そういう風に聞くと、今までよりもグッと親近感が湧わいてくる。

「いつも天国から監視してやがるミカエルは、寿命がないってことか。ずっと昔から聞いたことのある名前だしな」

「半分は正解だが、半分は不正解だ。ミカエルと言う名前は称号のようなものであり、今私たちが仕えるミカエル様はまだ大天使となられて５００年と経たっていない」

　どうやら文献なんかに書かれているミカエルとは別人のようだが、それでも人間からすれば５００年と言う歳月は途方もない時間だ。

「つか、やっぱり高校生を演じるには無理があったんじゃねえか。22歳つったら社会人もいいとこだろ」

「ベビーフェイスに見えるから問題ない」

「いや、ベビーフェイスには見えない」

「……貴様は同調するということを知らないのか？」

　同調できるようなら、同調している。

「６時には朝練のために生徒が集まりだすからな。それまでには切り上げろよ」

「分かっている。何度も説明するな。しかし、どうして貴様が朝練の時間を把握しているのだ？　部活動をしているわけでもあるまいに」

「聞いたんだよ」

「聞いた？　まさか、学校の生徒に聞いたのか？　貴様が」

「悪いかよ」

「あ、ありえん。そんなこと、断じてありえん。友達のいないおまえに、そんな会話をするスキルなどあろうはずがない。本当のことを言え！」

　ルシオンは胸倉を摑つかみ上げ、オレの身体からだをゆさゆさと揺する。

「いちいちうるせぇな……荒あら崎さきに聞いたんだよ」

「桃もも恵えに？　貴様興味のないフリをして、やはり生娘を狙ねらっていたのか！　外道がッ！　処女厨ちゆうがッ！」

「帰る」

「待てッ！　貴様抜きでは色々と支障が出る。私は学校の地理を把握していないからな」

「協力してもらいたいなら、もらいたいなりの態度を見せろ」

「いいだろう。ふははっ、協力させてやる」

　……いい根性してるよな、こいつ。もはや殴る気力すら出てこない。

「それで、どうやって中に入る？　門は閉まっているようだが」

　学校へと通じる表門は、確かに堅く閉ざされている。

「んなもん、飛び越えればいいだろ」

　柵さくを摑つかみ、足をかけ飛び越える。

　校内の敷地に着地し振り返ると、ルシオンが汚物を見るような視線で首を横に振った。

「……品がないな」

　不法侵入に品も糞くそもない。

「校門の鍵かぎは教師が持ってる。これ以外に入る方法はない。さっさとしろ」

「私の力にかかれば、この程度の門を破壊することなど造作もないことだ」

　さっと手を門にかざし、微笑ほほえむ。

「もしふざけた力でぶっ壊したら、オレはおまえを地底湖の最深部に沈めてやる。たとえそれがどれだけ手間であっても、必ず実行してやるから覚悟してやれよ」

「……ほんの冗談ではないか。物騒なことを言う男だ。まぁ、貴様には品がなくとも私には品がある。どんな時、どんな行動であれ、持つ者には品格が漂うと言うもの」

　ルシオンはオレと同じように柵を摑むと、軽やかに門を飛び越えた。

　生意気だが、ちょっとだけ気品があるように見えた。着地するなり決めポーズのようなものをとるが、正直それはダサかった。

「ちなみに、学校内へはどうやって侵入するつもりだ。当然めぼしい出入り口は封鎖されているんじゃないのか？　こじ開けるわけにも行くまい」

「先日のうちに二階にある空き教室の鍵を開けておいた。学校内を見回る警備員や教師も、上の階層の鍵まではチェックしてないだろうからな」

「つまり、よじ登って二階から侵入すると？　……気高き天使の行うことではないな」

「いちいち文句の多い奴やつだな」

　オレは空き教室の下から伸びる大きな木に摑まり、それを登っていく。

　そこから校舎の壁へと飛び移った。

「おい早くしろ」

　窓を開けながら見下ろす。

「野蛮だ……」
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「……なるほど……」

　空き教室から侵入するなり、ルシオンは表情をこわばらせた。

「確かに悪魔の気配が感じられる。それも学校中からだ。フォーチュンが張った結界の影響だろうな」

「すげぇな、本当に分かるもんなのか」

　保健室で感じた濃こい気配のようなものは、正直オレには感じられない。

　空き教室が視界に広がっているだけ。

「軽く見た限りだが、結界そのものに害はなさそうだ。この状態ならば生徒たちに悪影響が出ることもないだろう。危険なものであることに変わりはないがな」

「この結界をあんたの力で解くことはできないのか？」

「残念ながら無理だな。この手の結界を解除するには、それらのスキルに特化した天使が必要になるのだ。見たことはないか？　この十字架を」

　きらりと光る青い十字架のペンダントを見せてきた。

「……ティーリを迎えに来た連中も、同じようなのを持ってたな」

　それをエリーゼが見た瞬間、萎い縮しゆくしたのを覚えている。

「これは対悪魔用のスキルに特化した天使である証あかしだ」

　詰まるところ、ガチの戦闘向き天使ってことか。

「しかし、これほど広大な結界を張るとは……呪じゆ術じゆつに特化した悪魔のようだが、正直この結界が発動しても、どのような影響を及ぼすのかわからない」

　つまり、結界の本当の効果は、千ち沙さ本人しか分からないということだ。

「天使にも悪魔にもごちゃごちゃしたもんがあるんだな。エリーゼは白い十字架だったか」

「白は治癒のスキルに特化した者で、使役の役目を担うことも多い」

　なるほど、エリーゼらしいな。

　エリーゼが戦闘タイプだったらひっくり返るところだ。

「リズは？　あいつもエリーゼと同じ白なのか？」

「いや。リズは私と同じで青だ。まだ自らの意思で魔を浄化することは許されんが、非凡な才能を秘めている。いずれは私に追いつく力を身につけるだろう」

「男だけが、ってわけじゃないのか。志願制とかそういうのか？」

「貴様に説明したところで得はないが……。適材適所ということだ。人間だけではなく天使にも、生まれ持った才覚の違いがある。それだけのことだ」

「なるほどな。思ったよりも天国ってところは、人間の世界と変わらないんだろうな」

　きっと、オレのように仲間とめぐりあえない、孤独な天使も存在するんだろう。

　窓から空を見上げ、出会うこともないであろう孤独な天使を応援した。

「ところで聡そう一いち郎ろう。貴様の教室はどこだ？」

「あ？　オレの教室なんて行ってる場合じゃないだろ。目指すのは保健室じゃないのか」

　意外な提案に、オレは驚きを隠さなかった。

「幾ら保健医に成りすましているとは言え、常時保健室に潜んでいるとは限らない。いや、むしろ真っ先に狙ねらわれる可能性を考慮して身を隠していると判断すべきだろう」

「そう言われれば、そうかも知れないが。でも何でオレの教室なんだよ」

　そうであるなら、探すべき場所は他ほかにもある。

　人ひと気けのない離れ校舎や、体育館の裏、使われていない教室など学校には隠かくれる場所が意外と多い。

「バカ者。そんなことも分からないのか？　調査のために決まっているだろう。転校生の神楽かぐら坂ざかくんというのは、おまえのクラスメイトではないのか」

「まぁな……」

　優先すべきは千ち沙さの結界だと思ったが、仕方ない。

　何となく釈然としなかったが、すぐ近くなので案内する。

「一応ここが、オレの教室だ」

　扉を開く。当然今は誰だれもいない。

「ふむ……」

　ぐるりと教室を見渡し、机のひとつひとつに、そっと指先を触れていく。

　教壇側の入り口から順に、ゆっくりと確かめるように。

「この教室に、特別な罠わなは仕掛けられていないようだな」

「ならここには用がないだろ」

「まだだ。フォーチュンが罠を仕掛けていないとしても、まだ危険な存在が入り込んでいる可能性はある」

「神楽坂のことか」

　ルシオンは鋭い視線で言う。

「神楽坂くんの席はどこだ」

「一番奥の隣だ。ちなみに奥がオレの机な」

「ここか……」

　前かがみになり、机の中を覗のぞき込むルシオン。

　傍はた目めから見ればただの変態だが、これでも真剣なんだろう。

　この場は黙って見守ることにする。

「物が何も入っていないな」

「そうなのか。なら教科書も全部持って帰ってるんだろうな」

　大抵の奴やつなら机の中に教科書は入れっぱなしにしておく。

　だが中には持って帰る生徒がいてもおかしくはない。

「何も証拠を残さないためか……？　あるいは……」

　机に触れた後、そっと椅い子すの座る部分を撫なでる。

「ダメだ……」

「何もわからないか？」

「ああ。やはり一度神楽かぐら坂ざかくんをこの眼めで見るまでは、どうにもはっきりと姿、形を思い浮かべることができないようだ……転校生と言うだけではっ……」

「よくわからねえけど、結局手がかりはなしってことか」

「仕方が無い。桃もも恵えの席はどこにある」

「荒あら崎さき？　荒崎はオレの前だ」

「前？　前と言うことはここか？　これは、つまり……つまりッ!?」

　何かに気づいたのか、慌てたように振り返った。

「どうした。何かあったのか？」

「貴様、貴様ッ……桃恵と神楽坂くんの席に挟まれているのか!?」

「あ、ああ。何か問題があ───」

「大有りだ！　ハーレムではないか！」

　真面目まじめな顔をして、この変態はくだらないことを叫んだ。

「聞き返したオレが間違いだった……何しにきたんだよ、おまえはここに」

「無論調査に決まっているだろう。貴様が学校で破廉恥な行為に及んでいないかのな！」

　完全に目的が変わっている。

「ああ、私は今猛烈に神楽坂くんに会いたい。どれほどの美少女なのか、この目で確かめたい！」

「オレは一度も神楽坂の外見について語った覚えはないぞ？」

　事実可愛かわいいとは思うが、その真意はルシオンにはわからないはずだ。もしかして、コイツには何か根拠のようなものがあるのか？

「転校生の女の子は美少女と相場が決まっている！」

　根拠は何もなかった。

「くそっ。こんな状態では桃恵の貞操が、貞操が危ない……！」

「頭大丈夫か？　オレは少し心配になってきた」

「これだから童貞はダメなのだ。おまえは自分の置かれた状況を理解しているのか？　もし貴様が本気を出して桃恵を口説けば、あの子は頰ほおを赤らめ恥じらいながらも、Ｍ字開脚するということだ！　こう、こういう風に！」

　バーン！　と誰だれもいない教室の机の上でＭ字開脚をする22歳。















　そろそろ警察に突き出したほうが、世のためかもしれない。

　こんな朝早くから、悪魔の可能性を考えて学校に侵入したにも拘かかわらず、話は一向に前に進まず、こんなくだらないことで時間を食いつぶしている。

「おめでたい頭だな、おまえは。荒あら崎さきはオレを友達とも思っちゃいない。とにかく真面目まじめに調査をしろ、調査を。いい加減帰るぞ」

「おめでたいのは貴様の頭だ。まぁ、幼少期からボッチ続きだったおまえに相手の気持ちを理解しろ、と言うのが無理な話かも知れんがな」

「ああ、はいはい。そうかもな」

「ふんっ。友達がいないとバカにされて腹を立てない時点で、末期だ。桃もも恵え──ッ！」

　荒崎の名前を叫んだルシオンは、勢いよく机の中を覗のぞき込んだ。

「な、ない……ないぞっ!?」

「ないって何が」

「縦笛だ！」

「……は？」

　今、こいつは何て言った？

「悪い、もう一度聞かせてくれ……なんだって？」

「縦笛がないと言ったんだ！　学校にはあるはずではないのか！」

「その中途半端な知識はどこから得たんだ……。縦笛なんて使うのは小学生くらいで終わりだ。少なくとも高校生は使ったりしねえよ」

「な、なんてことだ……では、私は一体なんのためにここに……」

　いや、それは悪魔の結界を調べにだろ……。

「そもそも縦笛の有無に何の意味があるんだよ」

「貴様本気で言っているのか？」

「ああ」

「やれやれ……可愛かわいい女の子の縦笛といえば、それはもう舐なめるためにあると言っても過言ではない！　私は桃もも恵えの縦笛を舐めるために、わざわざ学校まで足を運んだのだ！」

「……最低のクズ野郎だな、おまえ」

「違うな。健全な男なら誰だれでも考える発想だと言ってもらおうか。つまり、この場に限って言えば間違っているのは貴様ということになる！」

　ビシィッ！　と人差し指を眼前に向けられた。

　もちろん、オレは人差し指をしっかりと握り締めると、期待に応えるよう曲げてはいけない方向へと曲げる。

「ひぎぃ！」

「おまえの変態行為のために、わざわざ朝の学校に忍び込んだかと思うと、情けなくなるぜ」

「まぁいい……理想どおりとはいかなかったが……」

　さわさわと手のひらで荒あら崎さきが椅い子すの腰を下ろす部分に触れた。

「ここに、桃恵の可愛らしい、まさに桃のようなお尻しりが座っているわけだな。ふはは」

「いい加減にしろよ変態天使。素でオレは帰るぞ」

　さすがに我慢の限界が近い。

　苛いら立だちを隠さず伝えると、ルシオンはため息混じりに言った。

「やれやれ。私の軽い冗談が分からないようだな」

　本気と冗談との境目が分かりにくすぎるんだよな、コイツの場合。

「それで、結局どうなんだよ。異常はあるのか？　ないのか？」

「この教室には不審な点はない。何一つな」

　と言うことは、神楽かぐら坂ざかは今回の件とは無関係ってことか。

　だとしたらオレに向けられたあの視線は一体……。

「現状、神楽坂くんが悪魔である確証はない。だが……」

「またくだらないことを言うんじゃないだろうな？」

「この神楽坂くんの席からは、気配そのものを感じることができない」

「気配？」

「そうだ。天使であれ悪魔であれ、あるいは人間であれ、それぞれ生活する場所には残留思念のようなものが残っていることが多い。学校や神社という場所が、本来神聖な気配に包まれているようにな」

「オレの席や、荒あら崎さきの席からもそれを感じるってのか？」

「無論だ。貴様の場合は、多少独特だが……ともかく、この席にはそれがない」

　ルシオンが神楽かぐら坂ざかの机を指で叩たたく。

　出来れば、オレの独特って言うのがどんなのか聞きたくはある。

「教室の後ろにあるロッカーは全員の分が割り当てられているのか？」

「一応な。それぞれ番号が割り振られてて、出席番号順だ」

「神楽坂くんの出席番号は？」

「……さぁな。名前順に決められてるってことは確かだ」

「なら友達の名前で考えていけばおのずと……いや、貴様に友達はいなかったか」

　腹の立つ物言いだったが、反論できない。

　事実荒崎以外の生徒の名前を、オレは殆ほとんど知らない。

「下の段が全部女子だ」

「つまり、この１番は桃もも恵え……荒崎の『あ』に該当するわけだな！」

　ふははっと笑いながらロッカーを開く。

「こ、これはっ!?」

　そして中から白い布を取り出した。

「た……体操服ではないかッッ！　スーハースーハー！　……臭くさッ!!」

「そこは確か『相あい田だ』とか言う女のロッカーだな」

「……念のため聞くが、可愛かわいいのか？」

「１００人中99人の異性は拒絶する個性的な顔だ」

「げほぉっ！　おえ、おげええっ！　なんてものを臭におわせたんだ！　クズが！」

　勝手に開けて勝手に臭ったのはおまえだ。

「そもそも、ロッカーに使った体操服を置いとく時点で察しろ」

「た、確かに桃恵がそのようなことをするとは思えん……。いや、それを確かめるためにも隣のロッカーを開けてみるしかないな。次こそ荒崎、桃恵のはずだ！」

「やめろ。つか転校生の場合は一番ケツだった気がする。途中で一つずらすと面倒とかで」

「そういうことは早く思い出せ」

「とか言いつつ２番を開けようとするな」

　腕を引っつかみ阻止する。

「なんだ。桃恵のロッカーを開けられるのがそんなに嫌か？」

「……別に」

「ならば私の自由にさせるのだな。ふはははっ！」

　オレは背中に蹴けりを入れる。

「な、何をするっ！」

「さっさと真面目まじめに調査しろ。神楽かぐら坂ざかのは一番向こうだ」

「やれやれ……少しくらい楽しませてくれればよいものを」

　渋々立ち上がると、一番奥のロッカーを開いた。

　だが、その中には何も入っていなかった。

「転校してきたばかりとは言え、何も物が残っていないのは異常だな」

　机には何も残っていないし、個人のロッカーも使用された痕こん跡せきがない。

「この教室には、神楽坂久く遠おんという存在がいない、私にはそう見える」

　存在しないか。

　けして教室の中において神楽坂の存在が薄いなんてことはない。

　転校してきたばかりと言うことはあるが、比較的積極的で自分から話しかける。

　既に荒あら崎さきをはじめ何人かの友達も出来ているようだしな。

「今のところ保留としか言いようがない。悪魔か、天使か、それとも人間なのか」

「悪魔やただの人間だってことはあるとしても、天使はないだろ。おまえが把握してない天使が派遣されてくるなんてことはあるのか？」

「人間界と似たような部分もある、ということだ。天国も一枚岩ではないからな。天使全すべての事情を私が把握しているというわけではない」

　なら、本当に正体が分からないってことか。

　少なくとも天使なら敵って事はないと思うが……。オレの考えを見透かしたのか、ルシオンはやや険しい表情で口を開いた。

「仮に天使だったとしても、それが貴様の味方とは限らん」

「何でだよ」

　当然の疑問を返してみる。

「ミカエル様は貴様を人間として生かそうとして下さっている。だが、天使の中には強硬派と呼ばれる、やや過激な存在もいるということだ。鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうが悪魔になってしまう前に、いっそのこと天使にしてしまえ、と言うような考え方を持つ方々のことだ」

「悪魔みたいな連中が居るってことか」

「貴様は今、自宅で悪魔と天使の影響を受けながら生活をしている。そこに来て学校でも天使の影響を受け続けることになれば、間違いなく天使化は促進されていくだろう」

「じわりじわり、毒で攻撃されてるようなもんだな……」

「今はタダでさえ天使への覚かく醒せいが進んでいるからな。正直、リズを引き上げさせたいところだが、それはそれで悪魔へ襲撃のチャンスを与えてしまうことに繫つながる。実に頭の痛いところだ」

　どう転んでも、結局ティーリが傍そばにいる以上、均衡を保つのは難しいってことか。

「っと……ヤバイな」

　教室の時計は、まもなく午前５時30分を過ぎようとしていた。

「おまえの縦笛話で時間が過ぎた。そろそろ保健室に行くぞ」

「何度言わせるつもりだ。そんな分かりやすい場所に奴やつがいるわけなかろう」

「奴は今結界の外には出れない。なら、この学校のどこかには居るってことだ。保健室くらい調べておいても損はないはずだ」

「女子更衣室があるではないか！」

「……おまえは本当に何しに来たんだよ……」
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　女子更衣室に未練を残すルシオンを連れ一階の保健室へ。

　鍵かぎがかかっているかも知れないと思ったが、扉はすんなりと開いた。

「あら、おはよう」

　居た。

　隠れもせず、堂々と千ち沙さが保健室のベッドの上に。

　しかも何な故ぜか着替えの途中で、上半身はブラ一枚のみ。

「ぐ！　し、しまった、これは罠わなだ！　気をつけろ聡そう一いち郎ろう！」

「あ？　罠？」

「私たちを色香で惑わし、操るつもりだッ！　あ、あぁいかん、体が勝手に！」

　ぷるぷると震えだしたルシオンは、手をワキワキさせながら千紗に近づいていく。

「卑劣な悪魔め！　この私に何をさせるつもりだ！」

「……私、別に何もしてないけど……？」

「おい変態天使」

　背中から蹴けりを入れる。

「ぐほっ！　き、貴様、まさか既に洗脳を!?　気を確かに持てッ！」

　気を確かにするのはお前だ。

「あんたの変態ごっこに付き合ってる暇はねえんだよ。つか、さっさと服着ろ」

「どこかのスケベお坊ちゃんと違って、紳士なのね」

「別に。悪いがあんたには興味がない」

　単純に眼めのやり場に困るだけだ。

「随分と嫌われちゃったわね。女の子としてちょっとショックよ、それ。スタイルには結構自信あるのに」

　ブラ越しに自らの胸を寄せてみせる。

「ぐぼっ……私の精神にまで入り込んできたかっ……！」

　ルシオンは鼻から血を流しながら、苦しそうに起き上がる。

　千ち沙さは服を着た後、白衣をまとい立ち上がった。

「これでちゃんと話ができるわね」

「……ちっ」

　なんで残念そうに舌打ちを……。

「随分堂々と姿を現したものだな、フォーチュン。この私と対たい峙じして勝てるとでも思っているのか？　力ずくで取り押さえ、学校から引きずり出しても構わないのだぞ？」

　ルシオンは保健室にあったティッシュを拝借し、鼻血を拭ふく。

　セリフと態度が全く合っていない。

「それはお勧めしないわね。私のトラップがこれだけだと思ってるの？　既に別の策は用意してある。下手をするとこの学校の生徒全員死んじゃうわよ？」

「別の策だと……？」

「人間界で悪魔が暴れることのリスクは分かってるつもりだけど、私も自分の身を守るためにはなりふり構ってられないのよ。私が逃げも隠れもしないのは、あなたにも手を貸してもらいたいからよ」

「悪魔に手を貸すなど、絶対にありえない」

　どれだけ色香に惑わされていても、さすがに天使と言ったところか。

　ルシオンは厳しい口調で千沙の提案を蹴けった。

「あら。その割には小悪魔を匿かくまってるじゃない」

「あれは地獄の動向を探るために、こちらで保護しているだけに過ぎない」

「私も保護してもらいたいわね。はっきり言って、あの子が持ってる情報よりも遥はるかに多いし重大なものだって握ってるわよ？」

　それでも尚なお、ルシオンを味方につけようと千沙は提案を持ちかけた。

「素直に話すとも思えんし、それが真実かどうかを調べる手間もかかる。必要ないな」

　ルシオンはそれに、と付け加える。

「貴様のその右腕……どこでどうやって手に入れた」

「……ふふっ」

　千沙は自らの右腕を一度さすった後、不気味に笑う。

「さぁ？　どこかしらね」

　オレも気にはなっていた。

　千沙は褐色の肌をしているが、ぐるぐるに巻かれた包帯の右腕だけ、異常に色が白い。

　まるでその右腕だけ別人のもののようだ。

「あなたのことは改めて調べさせてもらったわ。ルシオン。あなたの神聖な力は、並の天使のそれじゃない。浄化の能力だけなら、上位天使にも匹敵するらしいじゃない」

　普段は変態行為ばかりしている男だが、悪魔からは一目置かれているようだ。

「それが分かっているなら、この場が如い何かに危険な状態か分かるだろう」

「そうね。でも、結局触れられなければいいんでしょ？」

　千ち沙さがニヤリと笑う。

「……なるほど。そのあたりも調査済みと言うことか」

　どういうことだ？

「だが、それが分かったところで、私から逃げ切れるとは思わない方がいい」

「じゃあ……色仕掛けでも使ってみようかしら？」

　シャツを引っ張り、前かがみになって胸の谷間を見せてくる千沙。

「ふん。その程度の色仕掛けが私に通じるとでも？」

「おい……」

　同じく前かがみになったルシオンの股こ間かんが、大変なことになっていた。

「結構効いてるみたいだけど……」

「おまえ、ほんとにどうしようもない天使だな……」

「くそっ。男が前かがみの胸に弱い、ということを熟知している。恐ろしい悪魔だ」

「いいから話を進めろよ。結局どうするんだ。時間はないぜ」

「この男の言う通りだ。下世話な話をしている場合ではない」

　脱線させているのはおまえのせいだけどな。

「フォーチュンよ、話し合いを持ちたければ今すぐ結界を解け。まずはそれからだ」

「それはあなたの心がけ次第よお坊ちゃん」

　挑発するように、千沙は短いスカートでベッドへと腰を下ろし足を組んだ。

「心がけだと？」

　シリアスな顔つきで答えてはいるものの、ルシオンの視線は明らかに逆三角形の方を向いている。

「私が困った時には助けてもらえるのかしら？」

「……それは……しかし、天使として、悪魔を助けるなど……」

「何もずっとだなんていうつもりはないわ。一時的にってことよ」

　千沙は足を組みかえる。下着が見えるか見えないかの際どい動きだった。

「ぐ……」

「もしお互いが協力し合えるなら、別の部分でも協力できると思ってるのよ？」

「なんだ、その別の部分とは……」

「あなたも人間界じゃ、パートナーが居なくてスッキリ出来ないんじゃない？　その点私なら、その期待に応えてあげることも出来るし」

「ごくっ……」

　生なま唾つばを飲み込むルシオン。

「ともかく、協力し合って損はないってこと。違う？」

「どうかな……」

　短く答えた後、ルシオンは保健室の中を見渡した。

「この吐き気のする結界は、実に不愉快だ。何度でも言うが、この結界を解くまでは貴様との交渉を始めるつもりはない」

「全く。ちょっとは柔軟な発想を持って欲しいものね」

　天使に睨にらみつけられながらも、千ち沙さに焦った様子はなく至って冷静だった。

　自分が襲われることはないと確信している。

「気が変わったらいつでも来て。歓迎してあげる」

「まだ話は終わっていないぞ」

「残念だけど、タイムオーバーよ。学校の先生が鍵開けて入ってきたみたい」

　どうやら、結界を張った千沙には校内に足を踏み入れた奴やつの存在が分かるらしい。

　ということは、オレたちが二階から侵入したときには、もう気づいていたということだ。

「今回の件は慎重に見極めさせてもらう。万が一にも人間を傷つけることがあれば……分かっているな？」

「はいはい。分かってるわよ。聡そう一いち郎ろうくんにも、そうやって脅されたしね。大人しくしてるって約束するわ」
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「さっき千沙が言ってたことなんだが。触れられなければいいってのは、どういう意味だ？」

「貴様に教える必要はない」

「オレは不本意ながら天使や悪魔のいざこざに巻き込まれてんだ。ある程度事情を聞かせてもらう権利くらいはあるはずだぜ？　まして、オレは悪魔に狙ねらわれるかも知れないんだ」

「……確かにな」

　スッとルシオンは右腕を伸ばす。

　すると、薄く淡い光のようなものが、ルシオンの右腕を包み込んだ。

「天使は皆、神聖な力を使うことが出来る。力の大小からその能力の差異まで、それは多種多様に渡る。同じ対悪魔として鍛えられた天使にも、それぞれ違う戦い方と言うものがある」

「……イマイチピンとこねえな」

「ならば人間に置き換えてやろう。強さを追い求める者は無数に居るが、その誰だれもが同じ鍛え方、同じ戦い方をするかと聞かれれば、どう答える」

「そりゃ違うだろ。ボクサーだったり、柔道家だったり。剣道家もいる」

「それと同じだ。天使にも様々なタイプがいる。私の場合は並の天使よりも浄化の能力が強いが、それが最も発揮されるのは、この手で直接悪魔に触れることだ」

「要は接近戦タイプってことか」

「そういうことになる」

　気がつくと、ルシオンの右腕の淡い光は消えてなくなっていた。

「フォーチュンが学校に結界を張り巡らせるように、特殊な戦い方をする天使や悪魔も存在する。戦い方を知られるということは、それだけ不利になるということだ」

「おまえは見破られたってことだな」

「だとしても、並の悪魔に後れを取ることはない」

　どうやら、戦いにおいては相当な自信があるらしい。

　オレはルシオンを連れ、正面玄関に回る。

　今は空き教室の窓から出るより、正面玄関から堂々と出た方が見つかる危険性は低い。

「神楽かぐら坂ざかくんには注意を払え」

「んなことは分かってる」

「いいか。もし食事に誘われたり、放課後一緒に帰ろうといわれたり、あるいは校舎裏に呼び出されたとしても、それに応じることは断じて許さんぞ。それが悪魔の罠わなだったならどんな悲惨な結末が待っているか……けして油断するな。いいな？」

　なんだかよくわからんが、とにかく関かかわらなければ良いと言うことだ。

「あんたはこれからどうするんだ？」

「人間界に滞在する天使の中に、結界の類たぐいに長たけた天使がいないか当たってみるつもりだ。このような危険なものを放っておくわけにはいかない」

「少しでも早い対処を頼むぜ」

　オレは自分でそんなことを口にして、戸惑いを隠せなかった。

　この学校の生徒を心配する自分がいたことに気づいたからだ。

　僅わずかな間に、オレがオレじゃなくなってしまったような……。

「安心しろ。と言って済む問題ではないかも知れんが。焦る必要はない。貴様は天使化によって性格が変わってしまったと思っているようだが、それは厳密には間違いだ」

　普段軽いノリのルシオンだが、その表情は至って真面目まじめで、真剣そのものだった。

　だが、その言葉を素直に受け入れることが出来ない。

「間違い？　現にオレは、オレらしくもないことを考えてんだぜ？」

「貴様には元々天使と悪魔になる確率がそれぞれ50％ある、類い稀な存在だ。つまり、今のその性格そのものも、本来心の内側に秘められていたと言うことだ。今の性格もまた、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうと言う人間の一面なのだ」

「……納得いかねぇな」

「気持ちは分かる。しかし、それが事実だということは覚えておいて損はない」

　もしかしたら、こいつなりにオレを励まそうとしてくれているのか？

「今はそのことに気を取られている暇はないぞ。フォーチュンの動向、神楽かぐら坂ざかくんの正体。そして貴様を狙ねらってくる悪魔の存在に注意を向けなければならない」

　そうだな、確かにその通りだ。

　オレには他ほかに考えなければならないことが沢山ある。

　どれもこれも降りかかってきた厄災だが、放っておけば取り返しのつかないことになる。

「そういうことだ。ではな」

「おい」

「なんだ、まだ私に用があるのか？」

「そこは女子トイレだからな。間違っても足を踏み入れるなよ？」

「……おっと。私としたことが出口と見間違えたようだ」

　どこをどう間違えば、出口と見間違うんだよ。
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「おはようございます」

　机の上でうつ伏せになって、授業の開始を待っていると声をかけられた。

「今日は随分と早いんですね。本日もよろしくお願いいたします」

　神楽坂は、毎朝オレによろしく頼むつもりなんだろうか。

「毎日毎日、いちいち話しかけてくんなよ。周りの連中に合わせることを覚えろ」

「周りの方々、ですか」

「あいつらがオレに挨あい拶さつしているところを見たことがあるか？」

　戦々恐々としながら、こちらの様子を窺うかがう生徒たち。

「確かに。見たことがありませんね」

「だったら、おまえもそうしろってことだ。それが学校で生き抜く術すべだろ」

　神楽坂は何な故ぜですか？　と首を傾かしげる。

　こちらの言いたいことは伝わっていると思うんだが……。

「荒あら崎さきさんはあなたに毎朝欠かさず挨拶をしています。しかし、誰だれにも嫌われることなく、むしろクラスメイトの誰よりも、たくさんの人に慕われていると思いますが」

「……あいつの場合は特殊なんだよ」

　神楽かぐら坂ざかは納得がいかない様子で、机に鞄かばんを置く。

　そして再びこちらへと視線を向けてきた。

「いえ。やはり挨あい拶さつはしようと思います。恐らく、そちらが正しいことですから」

「……知らねえからな」

　神楽坂は人間ではないかも知れない。

　そう考え出してから、どうにも神楽坂の行動には、何か裏があるように思えて仕方が無かった。転校生でも、二週間すれば学校のルールや決まりくらいは把握するはずだ。

　このクラスの嫌われ者のオレを、無理に相手する必要はない。

　なら、何な故ぜわざわざ話しかける？　少しでもこちらと接点を手にすることで、情報を入手したり、警戒心を解かせるのが目的に思えて仕方ない。

　もしこいつが悪魔で、オレを天使にさせまいと動いている存在だとすれば、どういった行動に出るだろうか。

「おはよう鮫さめ島じまくんっ」

「……おはよう」

　荒あら崎さきが登校してくるなり、明るい笑顔で声をかけてきた。

「おはようございます荒崎さん。本日もよろしくお願いします」

「うん。神楽坂さんもおはよう」

「昨日はありがとうございました。街の案内までしていただいて」

「ううん、いいの。また一緒に遊びに行こうね」

「はい。是非」

　オレが二人のやり取りを何となく横目で見ていると、その視線に気づいた神楽坂が視線を合わせてきた。

「荒崎さんは、本当に素晴らしい方ですね。転校生の私に、よくしてくださっています」

　神楽坂は嬉うれしそうに笑った。

　転校生にとって、新しい学校は未知の世界だ。

　最初の友達が作れるかどうかで、その後の明暗が大きく分かれると言っても過言ではない。だからこそ、荒崎と言う存在がどれだけ大きくありがたいものなのか、神楽坂自身も強く感じているんだろう。

「あいつは面倒見がよさそうだからな」

「はい。この学校では、唯一あなたと親しくする間柄のようですし」

　やや引っかかる言い方に、オレは顔をあげた。

「どういう意味だ？」

「気に障ったのなら謝ります。ただ、私は事実を言っただけですよ。あなたにとって荒崎さんの存在は欠かせないものだろうと思っただけです」

　まさか……。

　こいつは、荒あら崎さきに何かをするつもりなんじゃないだろうな？

「お前……」

　喉のど元もとまで出かけた言葉を飲み込む。

　いや、今はまだ、証拠は何もない。

　ルシオンの言葉じゃないが、やはり油断は出来ない存在だ。

「そうだ。よろしければ今週の日曜日、一緒に遊びに行きませんか？　荒崎さんと出かける予定なんです」

「荒崎と……？」

　普段なら、一にも二にも即効で断りを入れる。

　だが、今は出来る限り荒崎から眼めを離さない方がいい気がしてきた。

　教室のあちこちで女子生徒に呼ばれ、その輪に加わり楽しそうに談笑する荒崎。

　あいつをこっちの事情に巻き込ませるわけにはいかない。

「わかった。その代わり人の多いところはやめてくれ」

「心得ているつもりです。この二週間、あなたの隣に居れば大体わかってくることです」

　席に腰を下ろすと、神楽かぐら坂ざかは机をジッと見つめた。

「…………」

「どうした」

「いえ。何でもありません」

　気のせいか、あいつが見つめていた部分は、ルシオンが手で触れた箇所のような気がした。まさか、触ったことに気づいた、ってことはないよな……？
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　三、四限目、家庭科室。男女混合での家庭科実習が行われていた。

　はっきりと言わせて貰もらえば、オレはこの時間が大嫌いだ。

　必ず５、６人のグループに分けさせられる上、役割分担を強いられる。

　もちろん、オレは実習には参加せず、毎度隅の方で腕を組んで見ているだけだ。

　そのことを他ほかの生徒にも、教師にも咎とがめられたことはない。オレが参加しない方が、滞りなく授業が行われるからだ。

　ところが……。

「よろしくね、鮫さめ島じまくんっ」

「よろしく頼みます」

　荒あら崎さきと神楽かぐら坂ざかを含む班に配属されてしまった。

　実習の班の残りは男２人と女１人で、まるで罰ゲームでも食らったかのような顔をして沈んだ表情をしている。

「オレは隅で見てるから。遠慮なく実習を楽しんでくれ」

「この授業はチーム一丸となって取り組む必要があると思います」

　班を抜けようとするオレを許さず、神楽坂は道を塞ふさぐように立ちはだかった。

「私も、そう思うな。一緒にがんばろっ？」

「オレが居る限り、チームが一丸となることはないと思うぞ」

　男２人の顔を見てみろ。

　荒崎と神楽坂の班に配属されたにも拘かかわらず、死相が浮き出ている。

『俺、鮫さめ島じまくんと同じ班になるの２度目なんだよな……』『マジで？　前どうだったんだよ』『最悪だよ。隅で見てるだけって言っても、班の空気が悪くなりすぎちゃって……』

「では、鮫島さんは他ほかの男子と必要な食器を出して洗っていただけますか」

　神楽坂はものすごく真剣な表情で、野菜を取り分けていた。

　うちの学校では、家庭科実習は材料を選ばせるところから始まる。

　今回は２学期の初めと言うこともあり、オーソドックスなカレーだが、用意された野菜の種類は王道のジャガイモから、ピクルス、果てにはキャベツまで準備されている。

　この中から適切に、料理に合うものを選び出し自分たちだけの料理を創作する。

「……人の忠告を全然聞いてないな」

「私たちは野菜を切ろっか」

『こ、今回鮫島くん参加するらしいぜ』『いきなり背後から食器で殴られたらどうすんだよ……』『そんときは諦あきらめるしかねーよ……』

　どう考えても、オレが輪に入るような空気じゃない。

「オレは参加しないからな」

「だ、ダメだよ鮫島くん」

「いけません」

　二人がオレの左右に立ち、腕を摑つかむ。

　当然そんな異常事態に、家庭科室の中は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた。

「班全員が協力しなければ、私たち全員の評価が下がることになります。鮫島さんはそのような事態になっても構わないというのですか？」

「そんなことないと思うがな……」

　少なくとも家庭科を担当する女教師は、事が大きくなる前に収めたいはずだ。

　オレが参加しないことで丸くなるなら、それ以上話を大きくはしない。

「さ、鮫島くんが嫌だって言ってるんだし……ね？」

　一石を投じたのは、ずっと様子を窺うかがっていたもう一人の女子生徒。

「……食器を出したり洗ったりするのは、二人居れば十分だし。それに、早く作業を始めないと、私たちだけ未完成になっちゃう」

「……そうですね。確かに悠長にしてる場合ではありませんね」

　他ほかの班のメンバーはこっちに気を取られつつも、着々と下準備が進んでいる。

「始めよう？　ね？」

「うん……」

　友達に説得され、荒あら崎さきはどこか納得がいかない様子で作業を始めた。

　それに続き、オレ以外の班のメンバーたちもオレを除き動き出す。

　これでいい。オレは余計な邪魔をしなければいいんだ。

　家庭科室の隅に行き、腕を組んで事の始終を見守ることにした。

「カレーの材料はこんなところだろうか」

「ジャガイモにニンジンに……うん、基本は押さえてあると思う」

　メンバーの中で一番料理ができるのだろう。荒崎が中心となって進行が進んでいく。

「じゃあ、神楽かぐら坂ざかさん野菜を切ってもらえる？」

「分かりました」

　きゅっとエプロンを締めなおし、気合を入れる。

　班の全員から、期待と希望の視線を一点に集める神楽坂。

「参ります」

　とても料理と向き合うようなセリフじゃなかったが、妙にマッチしてみえるのは、やはり剣道とイメージを重ねてしまうからか。

「はっ!!」

　ダンッ！

　神楽坂の強力な第一刀が、ニンジンを真っ二つにする。

「やっ！　はっ！　せっ！」

　謎なぞの叫び声と共に、ダムッ！　ザクッ！　バスッ！　と言うような、ニンジンを切る音とは思えない効果音が家庭科室内に響く。

「出来ました」

「あ、あの……神楽坂さん？」

　見るも無残な姿（バラバラ死体のような）になったニンジン。

　その一つ一つの形は崩れているだけではなく、キャンプ用カレーより大切りだ。

「……その、神楽坂さん。料理はあまり得意じゃない？」

　出来るだけ失礼じゃない言い方を選んだ荒崎。

　神楽坂はその言葉に少しだけ視線を落としたが、怒るようなことはなかった。

「得意ではないかも知れませんが、料理は好きです。よく家でも母の手伝いをしていますので」

　むしろ、素直で前向きな気持ちを口にする。

「そ、そう……うん。でもね……皮は、剝むいて欲しかったかな……」

　そう、ニンジンのサイズに目を瞑つぶるとしても、皮がそのままなのは問題だろう。

「あ……す、すみません。失念していました……次からは気をつけます」

　神楽坂は慌てたようにそういい、２本目のニンジンを手に取ると、皮むき機を手に皮を剝き始めた。もはやギャラリーの視線は不安なものに変わってしまっている。

　ザクッ、ザクッ……。

　皮剝きの音とは思えないような効果音が家庭科室を包み、ニンジンを削り落としていく。

　元のサイズはどこへやら、動物が食い荒らした後のようなニンジンが残った。

「……私は、少しだけ皮を剝くのが苦手なんです」

　少しと言うレベルではない。

　包丁を初めて握った素人でも、ここまで酷ひどくはならないだろう。

「え、っと……どうしよう」

　まだまだやらなければならないことは無数にある。

「すみません……どうやら、私は足を引っ張っているようです」

　しゅんと顔に影を落とし、俯うつむく神楽かぐら坂ざか。

「気にしないで。その、誰だれにだって得意不得意はあるし。それに、上達するために家庭科実習をしてるんだから」

「……そうですね。確かにその通りです」

　荒あら崎さきの言葉に励まされたのか、神楽坂は、すぐ顔を上げ明るさを取り戻す。

「では引き続きニンジンを剝いていきます」

　ザクッ、ザクッ、ザクッ。

　先ほどと変わらないまま、ニンジンは原形をなくしていく。

　これじゃあ、ニンジンの歯ごたえなんて全く感じられないだろうな。

　荒崎は神楽坂に指導したそうだったが、他ほかの野菜を切ったり、あるいはルーの準備などに追われていてままならない。もう１人の女子生徒も料理はそれほど得意じゃないのか、荒崎の指示を受けてゆっくりと野菜を切り始めた。

　もちろん、男たちは料理など出来るはずもなく、ほぼ見つめる形になってしまっている。

「ごめん早さ百ゆ合り。ルーの方任せてもいい？　レシピの通りにやってくれれば大丈夫だから」

「え、わ、私？　自信ないなぁ……」

「おい」

　オレは女子生徒、早百合という女の腕を摑つかんだ。

「ひっ!?」

　びくっと身体からだを震わせ、短く悲鳴を上げる。

「初歩も初歩だ。小麦粉の分量を間違えたら台無しだ」

「え……あ……」

「ちょっとどいてろ。ルーはオレが作る。おまえは荒あら崎さきを手伝ってジャガイモを剝むけ」

　これ以上まったりしていたら、間違いなく間に合わない。

　オレはコンロに火をつけ、オリーブオイルと唐辛子を加え弱火で炒いためる。

　素早く鍋なべを弱火にかける。時間はなくても、慌てずゆっくりと時間をかける必要がある。慌てて強火で作ろうとして焦がしたらお終しまいだ。

「荒崎、玉ねぎは切れてるか？」

「あ、うん。今出来るところ」

　香りが出てきたところでニンニクを入れ狐きつね色になるまで炒めつつ、荒崎から渡された玉ねぎをフライパンの中にぶち込む。

「な、なあ。随分と手際がよくないか？　鮫さめ島じまくん」

「だな……すげぇ慣れてる感じ」

　水を加えつつ、唐辛子を取り出し、火を止め熱が下がるのを待つ。

　その間、オレは米の確認をする。

「おまえらは米を炊け。それくらいは出来るだろ」

「で、でも何合炊いたらいいとか、さっぱり……」

「４合あれば十分だ。水を入れすぎると台無しだからな、炊飯器のラインよりギリ足りないくらいでいい。それから神楽かぐら坂ざか、おまえそれじゃダメだ」

「む……私は邪魔、ということでしょうか」

「そうじゃない。そんな無心でやっても上達しない。ジャガイモを切り分けるときは１辺が３センチくらいになるように心がければいい。早く切ったり丁寧に切りすぎる必要はない」

「３センチか……確かに目安があればやりやすい」

　キラリ、と目を一瞬光らせ、高らかに包丁を振り上げた。

「一応補足しておくと、包丁はそんなに振り上げる必要はないからな」

　ザンッ！

　まな板をも切り裂きそうな強い一撃が、ジャガイモにヒットした。
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「はぁ、しんど……」

　調理時間ギリギリだったが、何とかオレたちの班はカレーを完成することができた。

「あ……ありがとう、鮫さめ島じまくん……」

　怯おびえながらも、早さ百ゆ合りが頭を下げた。

「意味わかんねえよ。オレ個人に頭を下げるようなことは何もない」

　これが別の班から手伝いに来たのなら、頭を下げるべきかも知れないが、元々同じ班のメンバーだ。単純に見ているだけだったオレの行動が咎とがめられることはあっても、礼を言われる覚えはない。

「そこそこに作るくらいなら、そんなに料理は難しくない。気負いすぎなんだよ」

　それだけ言い、その場を離れようとしたが、なぜか班の全員がオレの方を見ていた。

「んだよ」

「一緒に食べよう、鮫島くん」

　真まっ直すぐにオレを見つめ、荒あら崎さきが言う。

　こいつは本当に、はっきりと物を言うようになってきたな。

「……冗談だろ」

　教室の連中とワイワイ食べるような習慣はない。

「このカレーは鮫島くんがいなければ完成しなかった。違う？」

「だからってオレは……」

　変な意味で、今までに感じたことのない嫌な空気だ。

　教室を出るに出れない空気とでも言おうか。

「はい。鮫島くんの」

　オレを逃がすまいと、荒崎は許可もなく皿にカレーを盛り付けてしまう。

「くそ……手伝うんじゃなかったぜ……」

　オレが渋々椅い子すに座ると、その左右に荒崎と神楽かぐら坂ざかが座った。

「お、お前ら……」

「鮫島さんを逃がさないようにするには、これがベストだと判断しました」

「か、神楽坂さんのアイデアなの」

「アイデアも何も……」

　オレが教室で飯を食うだけでもハプニングなのに、こいつらに囲まれて飯を食うことがどれだけクラスメイトの視線を集めると思っている。

　事実、クラス全員と言ってもいい視線が、オレたちに向いていた。

「あれ？　皆どうしたの？」

　視線に気づいた荒崎が顔をあげる。

「私たちの班のカレーが、美お味いしそうだからではないでしょうか」

「あはは、そうだね」

　その言葉に何が面白いのか、笑顔を見せる荒崎。

　吞のん気きな奴やつらだ。

　視線が気にならないっていうなら、それはそれでいいんだろうが。

　オレはものすごく食べづらい。

　今のオレに残された手段は、如い何かに早くカレーを食べきるか。

　素早く流し込むしかない。

　スプーンを手に取り、一口目からがっつりと口の中に放り込んだ。

「あふっ!?」

　あまりの熱さに、思わずスプーンを落としてしまう。

「……くすっ。もう、慌てて食べるからだよ」

　隣に居た荒あら崎さきが笑う。

　周囲のクラスメイトたちも、プークスクス、と笑いを堪こらえているように見えた。

「…………」

　とんだ赤っ恥だ。
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　悪夢のような時間を家庭科室で過ごした後、オレは残った昼休みを適当に過ごすため体育館裏を目指していた。

「マジで最悪だったな……」

　家庭科実習では、二度と荒崎たちと一緒にならないことを祈る。

　ふと、前方から、一人の生徒が歩いて来た。

　オレの存在には気づいているようだったが、臆おくすることなく歩いて来る。

　このまま歩けば、互いに進路が重なり合い衝突することになるだろう。

　男子生徒が引く様子はないが、オレ自身道を譲らないほど大人気ない性格じゃない。

　さっと位置をずらし、通れるように進路を譲った。

　だが───

　オレが進路を変えたことに気づいた男子は、あえてまたオレの進路へとかぶせて来る。

　当然、お互いに行き場を失う。

　さすがに道を譲ったのに、こういう態度に出られては無視も出来ない。

「なんだ。オレに何か用か？」

「……臭におうんだよなぁ、お前から……」

　異常な気配を出しながら、男子生徒は不気味に笑った。

「昼にカレーを食ったからな」

「クク……」

　オレは、この男子生徒に何度か見覚えがあった。

　よくオレに喧けん嘩かを売ってくる藤ふじ宮みやと、一年の頃ころつるんでいた男だ。

　他ほかにも藤宮とつるむ連中は多いが、こいつの場合は白髪の頭が非常に特徴的で一度見たら忘れない。こんな髪の色に染める奴やつは、そう多くはないだろう。

　二年に進級してからは一度も喧嘩を売られた覚えがなかったので、諦あきらめたか、もしくは学校を辞めたものだとばかり思っていた。

　ドン、と言う強い衝撃。男子生徒は自分の肩をわざとオレの肩へとぶつけてきた。

「お前をぶっ殺すのは俺だ。覚悟しておけ」

「名前くらい聞いておいてやろうか？」

「矢や嶋じまだ」

　短く答えた。何となくだが、聞き覚えもある気がする。

「で、いつオレをぶっ殺すつもりだ？」

「残念だが今は他にやることがある。それまで首を洗って待ってろ」

　矢嶋はそれだけ言い残し、去っていった。

「なんだあいつ……」

　ちょっと目がイってやがったな。

　昨日藤宮が広めたと思われるデマが影響してたりしてな。オレが負けたと聞いて、俺も続けと思っているのかも知れない。

　……背中に視線を感じる。

「まだオレに何か用か？」

　そう言って振り返るが、そこに矢嶋の姿はなかった。

　代わりにいたのは、真まっ直すぐにオレを見つめる神楽かぐら坂ざかだ。

「何なんだよ……」

　何でこいつが、オレの後ろにいる。

　家庭科室を離れる時も、オレは真っ先に教室を出た。

　こいつは荒あら崎さきや班の人間と雑談を楽しんでいたはずなのに。

　先日、離れ校舎でオレを見つめていた時のように微動だにしない。

　何を考えているのか、さっぱり分からない。

「鬱うつ陶とうしい……」

　無視して体育館裏へと向かい角を曲がるまで、背中に視線を浴び続けたが、神楽坂はオレの後を追うことはなかった。

　窓の外は、朝よりも灰色の空が広がっていた。

「一雨降りそうだな……」
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　放課後になった。

　いつもであれば、生徒たちの多くはＨＲと共に帰路に着くが、今日に限っては多くの生徒がまだ教室に残っていた。

　その理由は外を見れば明らかだ。

　夕方前にも拘かかわらず教室はどんよりと暗く、窓は強い雨に打たれ轟ごう々ごうと雨水が降り注いでいる。

　天気予報はハズレ、大雨になってしまっていた。

　生徒たちは突然の雨に悪態をつきながらも、止やむことを期待しているんだろう。

　オレも通り雨と期待して、暫しばらく待つことにしていた。

　前の席に座る荒あら崎さきが遠慮がちに振り返った。

　そして、少し下を向きながら、もじもじした様子で話しかけてくる。

「ね、ねえ鮫さめ島じまくん。ひょっとして傘、持ってきてないの？」

「天気予報じゃ、曇りとしか言ってなかったからな。生あい憎にくと用意してない」

「私、その、傘持ってきてるんだ」

　荒崎は折り畳み傘を鞄かばんの中から取り出した。

　さすが、と思わされるのは日ひ頃ごろの行いからだろう。

「よかったな。まぁ、この大雨だと傘があっても少しは濡ぬれると思うが」

「鮫島くん、も、もし良かったら、一緒に───」

「すみません荒崎さん」

　何かを言いかけた荒崎の言葉を遮ったのは、オレの隣の席の住人、神楽かぐら坂ざかだった。

「もしよろしければ、家まで送っていただけないでしょうか。その、実は今日予定がありまして、早く帰らなければいけないんです」

「う、うん。もちろんだよ」

　どことなく残念そうな顔をしたが、すぐ笑顔になった荒崎。

　二人は並んで教室を出て行った。

　オレはそれを横目に見送った後、窓の外を眺めた。

　雨を見ていると、ティーリと出会った時のことを思い出す。

　河川敷で拾って帰った時には、なんておろかなことをしたもんだと思った。

　でも今は、そんなことも殆ほとんど思わなくなっていた。

　家に帰ると誰だれかが居る。

　それが天使でも悪魔でも、意外と悪くない。

「悪くない、か……」

　ちょっと前までのオレじゃ、信じられないような考え方だ。

　これが本当に自分の意思なんだとしたら……。

　視界に、一つの傘が映り込んだ。

　荒あら崎さきと神楽かぐら坂ざかだ。

　傘を背の高い神楽坂が持ち、校門を出ようとしていた。

　時折感じる、神楽坂の冷たい視線。引っかかることもあるが、転校生として色々なことに興味を持っているだけなのかも知れない。

　正直、オレには判断が難しかった。

　だから、神楽坂が荒崎と二人で帰ると言う話にも、口を挟むことは出来ない。

　事実転校してきてからの一週間、何か問題が起こったわけでもないしな。

　それから三十分ほど教室に残っていたが、雨が止やむ気配は一向に訪れなかった。

　教室に残っていた生徒たちも諦あきらめたり、あるいは家族を呼ぶなりして、殆ほとんど全員が帰宅し始めている。

「仕方ない……濡ぬれて帰るか」

　これ以上待っていても雨は上がらないと判断し、家に帰ることを決めた。

　玄関に向かい、靴を履く。

　さて、濡れて帰るか、という時だった。

「聡そう一いち郎ろうさん」

　学校の玄関に立って声をかけてきたのは……エリーゼだった。

「お、おい。おまえ何してんだよ」

「雨が降って、お困りになっているのではと思いまして」

　そう言い、いつもの微笑と共に、エリーゼはオレの傘を差し出してきた。

　エリーゼの白い服は大雨で一部濡れてしまっている。

　正直、オレなんかのために、そこまでさせてしまって申し訳ない。

　そんな気持ちが先行してしまうが、エリーゼは傘をずっと差し出したまま、笑みを崩さない。

「……わざわざ、持って来る必要はないだろ」

　幸いにも、もう殆どの生徒が校舎には残っていないが、それでもエリーゼはかなり目立つ。

　日本人離れした可愛かわいさとスタイル、そして長く綺き麗れいな髪は、嫌でも視線を集めるからだ。

　オレだってエリーゼのことを知らなければ、一度は視線を奪われているだろう。

　オマケにオレと話しているところを見れば、良くない噂うわさも広まりかねない。

「濡れたら、聡一郎さんが風邪を引いてしまうかも知れませんし」

「そーいちろーはバカだから、風邪は引かないでしょ」

　ひょこっとエリーゼの後ろから顔を覗のぞかせるピンク髪。

「何でお前もいるんだよ……ティーリ」

「あたしが居たらいけないわけ？　なにそれ、ムカつくんですけどー」

　その喋しやべり方もムカつく。

「ティーリさんが、どうしても一度学校を見てみたいと仰おつしやいまして。それで一緒に」

「ったく……」

　拒否すれば勝手に暴走しかねないと判断したんじゃないだろうか。

　それでエリーゼも、仕方なく同行を許可したんだろう。

「ここが学校？　意外とボロいのね」

　ティーリは周囲を見渡したり、意味もなく学校の壁を蹴けったりしている。

「新しい学校でもないしな。つか、ゆっくり話してる場合じゃない」

　こんなところでいつまでも立ち往生しているわけには行かない。

　エリーゼから傘を受け取り、オレは玄関から外へと出た。

　その後を二人がついてくる。

「あの女は？」

　ティーリはきょろきょろと辺りを見渡す。

「なんだよ、あの女って」

「あんたが彼女、とか言ってた女よ」

『彼女』と言う単語を聞いた瞬間、エリーゼの肩がピクッと反応した。

　そして、やや恐こわ々ごわとした様子でオレを見上げる。

「彼女……ですか？」

「いや、そういうんじゃない。ただのクラスメイトだ、転校生の」

　急いで補足したオレに、ティーリは舌打ちした。

「何慌ててんのよ」

「おまえが噓うそを広めようとするからだ」

「元はといえば、あんたが余計なことを言ったからでしょ」

　それはそうだが、何もエリーゼの前で言うことじゃない。

「あんた……まさかこのデカ乳女が好きなんじゃないでしょうね？」

　ギロリとエリーゼを睨にらみつけながら、ティーリが突拍子もないことを言った。

「は？　な、何言ってんだおまえ。そ、そんなこと───」

　否定しようとしてエリーゼを見たが、オレは言葉を最後まで搾り出せなかった。

　ティーリが何を言っているか分かっているエリーゼは、やや俯うつむきながら顔を赤くしていたからだ。オレと目が合い、さっと逸そらされる。

　そんな姿を見て『好きじゃない』などと言えるだろうか？

　言えるわけがない。

　それは、裏を返せば───という発想は、この時のオレには浮かばなかった。

「そもそも、エリーゼがオレなんかを相手にするわけないだろ。バカかおまえは」

　自分の気持ちではなく、至極当然のことを言って流れを変えることにした。

　ティーリは思いのほか納得できたのか（ちょっとオレに失礼だが）、同調する様子を見せる。

「まぁ、それもそうね。あんたみたいなバカ悪魔もどきを、エリーゼが相手にするわけ───」

「聡そう一いち郎ろうさんはバカではありませんし、悪魔でもありません」

　エリーゼはややきつい口調で、ティーリにそう言った。

「な、何よ……」

　空気が変わったことを感じ取ったのか、不満げにティーリは雨を蹴けった。

「そーいちろーは乙女の唇を勝手に奪うような鬼畜よ？　わかってんの？」

「あれはティーリさんを救うため、仕方の無いことだったんです。勝手に、その、キスとしてカウントしないで下さい」

「一回は一回よ！　あたしのファーストキスだった！　の、よ……」

　自分で口にしておいて、勢いがしぼんでいく。

　思い出したくないことなら、いちいち口にするなっての。

「それは無効です。救命行為のために行う人工呼吸を、キスとカウントする人はいません。そうですよね？　聡一郎さん」

　それは確かに。オレが頷うなずくと、ティーリは気に食わなかったのか、傘をぶんと一度振った。当然雨の雫しずくがオレ、そしてエリーゼに飛び散った。

「何やってんだ。子供かおまえは」

「あたしを侮辱した罰よ」

「大丈夫ですか……？」

　エリーゼはハンカチを取り出し、オレの制服についた水滴を丁寧にふき取る。

「いいって。どうせ大して変わらないから」

「制服は明日も使います。あまり濡ぬらすと乾かすのが大変ですから」

「まあ、それは……」

　自分が濡れることなどおかまいなしに、エリーゼは献身的にハンカチで拭ふいてくれた。

「……なんでそうなんのよ……」

　小さく不満を漏らしたティーリは、それ以降無言になってしまった。

　そろそろ家が見えてくる頃ころ。

「……あれはなんだ……？」

　帰宅してきたオレたちは、家の前で座り込み、蹲うずくまる一人の女子生徒を見つけた。

「様子がおかしいですね……」

　隣に立つエリーゼが言う。この大雨の中、ずぶぬれになりながら、座り込んでいるというのは確かに異常な光景だ。オレたちに気づいた様子もなく、俯うつむいていて表情が窺うかがえない。「あれって、この間の彼女もどきじゃない？」

　黙っていたティーリが、そう口にした。間違いない、神楽かぐら坂ざか久く遠おんだ。

「こんなところで何やってんだ？」

　神楽坂の傍そばに立ち、オレはそう声をかけた。

　だが、反応がない。

　幾ら雨音が酷ひどいとは言え、この距離なら声は届いているはずだ。

「おい、聞いてるのか？」

　再び声をかけるも、やはり反応はない。

「おいっ」

　業を煮やしたオレは、神楽坂の肩に触れた。

　その瞬間……ゆっくりと崩れ落ちる神楽坂。

「おいおい……」

　こんな展開は、ティーリと出会ったあの一度きりで十分だぞ。

　河川敷ならまだしも、人ン家ちの玄関先に倒れるなんて、実にたちの悪い嫌がらせだ。

　エリーゼはしゃがみ込むと、手のひらを神楽坂の額にあてた。

「どうやら、熱があるようです」

「熱だと？」

　放課後神楽坂が教室を出て行く直前まで、特に異常は見られなかった。

　なら、帰る途中で発熱したのか？

　それも、やや納得のいかない答えだが。

「ったく……。ティーリ、玄関を開けてくれ。こいつを中に運ぶ」

　そう指示して、オレは神楽坂を肩に担ぎ、家の中へ。

　思えば、ティーリと出会った時もこんな状況に近かったか……。

　今はあの時とは環境が大きく異なるが。

　エリーゼはすぐに神楽坂の反対側に回り、オレに力を貸すため神楽坂を支えた。

　家の中に入ると、騒ぎに気づいたリズが、室内から顔を覗のぞかせた。

「リズ、彼女を部屋に寝かせます。ですが、その前にタオルが必要になります」

　姉の言葉に素早く頷うなずき、リズは足早に脱衣所に向かい、すぐにタオルを手にして戻ってくる。

「外にあいつの荷物を置きっぱなしだ。誰だれも盗とったりはしないと思うが、拾ってくる」

「分かりました。その間に、私たちは彼女を部屋に」

　玄関の外では、鞄かばんと竹刀袋がびしょびしょに濡ぬれていた。

「あいつ、確か荒あら崎さきと一緒に帰ったんだったよな……なのに、なんで……」

　手に取った竹刀袋は、思ったよりもずっしりとしていて重かった。

「竹刀ってこんなに重かったか……？」

　まぁ、竹刀なんて持ったことはないんだが。

　いったん玄関に神楽かぐら坂ざかの荷物を置き、オレはタオルを持ってきて鞄と竹刀袋を拭ふき始めた。

　問題は鞄の中だ。この重さだと教科書やらノートも入っている。

　下手に放置しておけば、濡れた影響で使いづらいものになってしまうだろう。

　かと言って、異性の持ち物を勝手に開けてもいいものか、と迷ってしまう。

「何してんの？」

　オレの様子を見に来たティーリ。

　……こいつも、女は女か。

「おまえに頼みがある。この鞄の中を開けて、中の物が濡れてたら拭いてもらいたい」

「……別にいいけど」

　間髪入れずに断ってくるだろう、という予想に反して、ティーリは素直にオレの要求を聞き入れた。

　その場をティーリに任せ、神楽坂の様子を見に行く。

「神楽坂の容態は？」

　部屋に入ると丁度横に寝かせたところなのか、神楽坂から脱がせた制服をエリーゼが手にしていた。

　さすがにびしょ濡れのまま寝かせておくわけにはいかないだろうからな。

「やや熱は高いですが、それ以外に外傷などはなさそうです」

「そうか……」

　リズは座り込んで、ジッと神楽坂を見つめていた。

「ルシオンは？　帰ってないのか」

「はい。お兄様は、朝出かけたきり戻っていません。どこに行かれたかは不明です」

　こんな時ルシオンが居てくれれば、神楽坂が人間かどうかを判断してもらえたんだが。

　神楽坂の制服を乾かすと言って、エリーゼが部屋を出た。

「おまえはどうする？」

「お姉さまに看病しているように言われましたので。ここにいます」

「そうか」

　なら、この場はリズに任せて───

「う……」

　意識を失っていた神楽坂が、小さく声を漏らした。

「ここは……」

　神楽かぐら坂ざかがゆっくりと、薄く目を開く。

「目が覚めたか？」

「鮫さめ島じまさん……？　どうして、鮫島さんが……」

「どうしてもこうしても、おまえが人ン家ちの前で倒れてたんだろうが」

「私が……？　じゃあ、ここは鮫島さんの家なんでしょうか……」

　まるで身に覚えがないとでも言うように、神楽坂は困った表情を見せた。

　だが、そんなはずはない。

　熱があったことそのものは偶然にしても、家の前に現れたのは絶対に偶然じゃない。

　やっぱりコイツは、天使や悪魔の関係者……？

「っ……」

　体を起こそうとした神楽坂だったが、熱のせいかすぐ布団に倒れこんだ。

「無理するな、結構熱は高そうだ。暫しばらく休んでいけばいい」

「すみません……ありがとうございます」

　相当苦しかったのか、神楽坂は目を閉じると荒い息遣いを何度も繰り返した。

　暫く様子を見守っていると、徐々に呼吸が落ち着いていき、眠りに落ちた。

　それを確認してから、オレは神楽坂を起こさないようゆっくり立ち上がった。

「リズ、少し話がある。付き合ってくれ」

　オレはリズに声をかけた。神楽坂のことで、話を聞いておかなきゃならないと思ったからだ。

　リビングに、エリーゼとティーリも呼び出し、全員に質問をぶつける。

「彼女と接してみた率直な意見を聞きたい。あいつは天使か？　悪魔か？」

　その答え次第では、当然こちらの対応も考えなければならない。

　しかし、最初にエリーゼから返って来た最初の言葉は予想外のものだった。

「彼女は人間です。間違いありません」

「言い切る根拠は？」

　千ち沙さの前例もある。オレは身近に接しながら、千沙が悪魔だと見抜けなかったのだ。

「彼女の身体からだに触れて、直接感じたことです。天使や悪魔ではないでしょう」

　その意見にリズも同意なのか、頷うなずく。

「間違いない。私とお姉さまで、調べたから」

　どうやらオレの見ていないところで、二人はしっかりとチェックしたらしい。

　この二人が言うのなら、ほぼ間違いないだろうが。

「おまえはどうだ？」

「あたしも、別に不審な点は感じない」

　ティーリも同じか。

　どうやら意見は満場一致のようだ。

「聡そう一いち郎ろうさんは、あの方を人間ではないと思っているのですか？」

「普通の生徒って気がしなかっただけだ。確固たる理由はない」

　だが事実この３人が人間と言ってるんだ、十中八九そうだろう。

「何か腑ふに落ちないってこと？」

　オレの迷いを感じたのか、リズがオレの顔色を窺うかがう。

　そう言われて、自分自身まだ納得できていないことに気づいた。

「天使や悪魔じゃないにせよ、その関係者ってことは考えられないか？　例えばアレだ。よくあるだろ、祈き禱とう師っつーか退魔師っつーか、そういうのが」

「あんたバカ？　そんなの実際に居るわけないでしょ。漫画の読みすぎ」

　ティーリが鼻で笑った。

　漫画の読みすぎだなんて、コイツにだけは言われたくない。

「そういう存在は確かに人間界に実在しますよ」

　エリーゼの言葉に、げ、マジ？　とティーリが驚く。

「ほれ見ろ。オレの言うことが正しかっただろうが」

「しかし、実際にはその正体は人間ではなく、天使が人間のフリをしているに過ぎません。聡一郎さんは、以前神社で中位天使様にお会いしましたよね？」

　ミカエルの助言を得るために、確か憑ひよう依いしてもらったんだっけか。

「天使として悪魔を祓はらえば嫌でも目立つから」

　リズが付け加える。

「なるほどな……」

　世の中には特殊な力を持ってるとされる人間がいる。

　そいつらの中にいる『本物』は天使ってことか。

　大半がインチキな連中で構成されているからこそ、その正体がばれていないのかも知れない。元々人間は特殊な力を信じている連中が多い。

　悪魔祓いのような真ま似ねをしても、誰だれも天使だとは考えないってことか。

　世の中上う手まく出来てるもんだな。

「とにかく、あの女……神楽かぐら坂ざかは人間で間違いないんだな」

　エリーゼとリズは迷うことなく頷うなずいた。

　どうやらオレの取り越し苦労って奴やつか。

　オレの家に現れたのは、オレやティーリのことを探りに来たんだと思ったが。

「一応、オレはあいつが目覚めるまで傍そばにいるつもりだ」

「寝てる女に性的な悪戯いたずらするわけ？」

「なんでそうなるんだよ……」

「念のため、私もお傍そばに」

　ちょっと不安そうな顔でエリーゼが進言して来た。

「もしかして、オレ疑われてるのか？」

「私はもちろん聡そう一いち郎ろうさんを信用しています。ですが……少々気になる点もあると言いますか……。聡一郎さんの周囲にはちょっと女性の存在が多すぎる気がします」

「は？　何だよそれは」

　そりゃオレ自身女難の相が出てる気はするが、別に多くなんてない。

　ここに居る３人、荒あら崎さきや神楽かぐら坂ざかとの出会いも単なる偶然に過ぎないのだ。

　部屋に戻ると、エリーゼは公言通りついてきた。何な故ぜかティーリも一緒に。

　オレが畳の上に腰を下ろすと、オレの左右にそれぞれ二人が座った。

「何か居心地が悪いな」

「やっぱり。変態的行為に及ぶつもりだったわけ？」

「おまえの言う変態的行為って、どういうんだよ」

「そ、それはその……」

　ティーリはごにょごにょ、と言葉を濁らせた後……

「下半身丸出しにして、こう、フランクフルトを女の額に載せて遊ぶとか」




　とんでもない変態的行為だった！




「するか！　つかフランクフルトって言うな……」

　隣のエリーゼが、既に茹ゆで蛸だこ状態で目をぎゅっと閉じてしまっている。

「そーいちろーなら、そういう悪魔のようなことをやりかねない」

「どんなに落ちぶれてもそんなことはしないから安心しろ」

「って言うか、そもそも何で下半身にあんなものがついてるわけ……？」

　いや、何でといわれても……。

　そんなことを真面目まじめに答えられるわけがない。

　まして目の前には熱で苦しんでいる人間がいるというのに。

「ねえ、なんで？」

　ティーリは本当に分かっていないのか、エリーゼにも問いかけた。

「そ、そのようなこと、私にわかるわけありませんっ！」

　真っ赤も真っ赤状態で否定するが、これは間違いなく知ってる顔だ。

　オレが見ていることに気づいたのか、エリーゼは慌てて顔を振った。

「わ、私は何も存じ上げません！」

　噓うそをつくのが下手な奴やつ……。

「いいわよ、後でネット使って調べるから」

　またそんな現代っ子が言いそうなことを。すっかり人間だな。後で勝手に検索して後悔すればいい。

「うっ……」

　苦しそうに、神楽かぐら坂ざかが息を吐く。

「ティーリさん、彼女は熱を出して苦しんでいます。退室しておいた方がよいのでは？」

「なんであたしなのよ」

「騒々しいからです」

「今うるさかったのはエリーゼでしょ。あたしは大人しいもんよ」

「看病するなら、私と聡そう一いち郎ろうさんの二人で十分です」

　エリーゼとティーリが互いに睨にらみあうような形になる。

「は？　あたしがそーいちろーと看病するから、あんたこそ馬車馬のように働きなさいよ」

「ば、馬車馬って……」

「あぁごめんごめん。馬車馬じゃなくて馬車牛よね。牛の乳みたいだし」

「なっ───!?」

「そーいちろーも言ってやりなさいよ。牛女は部屋を出ろって」

「う、牛じゃありません！」

「おまえら、病人がいるんだから少しは大人しくしてろ。どっちも追い出すぞ」

「ん……ぅう……」

　目の前では、騒がしくしすぎたせいで、目を覚ましそうになった神楽坂が悶もだえた。

「そ、そうですね。確かに騒々しすぎました。ごめんなさい」

　すぐにいけない状況だと判断を下したエリーゼが謝る。

「あたしも、ちょっとうるさかったかも……」

　ティーリも反省しているようだった。

「はぁ、はぁっ……く……！」

　もぞっ。

　と、布団が乱れると、布団の下にある神楽坂の身体からだが姿を見せた。

　その姿は、オレのと思われるカッターシャツと下着だけ。そのため、悶えるたびに、水色の下着がチラチラと視界に飛び込む。

「……なんつー格好させてんだ」

　エリーゼが申し訳なさそうに、慌てて布団を元に戻した。

「その、彼女に合うサイズの服がなくて、仕方なく。下着だけというわけにも参りませんので」

　どうやら、非常手段のようだった。

　確かに神楽かぐら坂ざかはエリーゼよりも一回り大きい。

　それに合う服が我が家になくても無理のないことだった。

　もぞもぞ。

「はぁ、はぁっ……」

　暑苦しいと感じたのか、また布団が乱れる。

　そして悶もだえた熱い息づかいと共に、むっちりとした身体が目の前にさらけ出される。

「ちょっと、どこ見てんのよそーいちろー」

「別に……」

　オレの目の前にティーリが迫り、間近で睨にらみつけられる。

「変態」

「あのな……オレは神楽坂がこんな格好をしてるなんて知らなかったんだ。それに、別に見たくて見てるわけじゃない。なあ、エリーゼ？」

　エリーゼに救いを求めたが、エリーゼも少し冷えた目をしていた。

「ジッと見てました……そういうのは、いけないと思います」

「いや、だから別にオレは……」

　中途半端な姿勢だと、また二人に突っ込まれかねないな。















　オレは一度気を引き締め、少し強い口調に変えた。

「これ以上ふざけるなら、本当に二人とも出て行かせる。それでもいいんだな？」

「う……」

　こっちを睨にらんでいたティーリが怯ひるんだ。

「じゃ、じゃあそーいちろーとあたしと二人で看病するわよ。エリーゼは必要ないわ」

　ぐいっと、オレの腕を引っ張るティーリ。

「おい、やめろ」

「ティーリさん。聡そう一いち郎ろうさんが嫌がっています、離してあげてください」

「そーいちろーは女ったらしだから、女の子に触られて喜んでるわよ」

　勝手に人の設定を女ったらしにするな。

「は、離してくださいっ」

　がっ、と反対側、オレの腕をエリーゼが摑つかんだ。

　そして腕を優しく抱き寄せるようにして、引っ張る。

「お、おいっ……!?」

　腕には当然、弾力のある胸が当たる。

　無意識のうちに、オレの神経がそこに集中していくのが分かった。

「私と聡一郎さんで看病するんです。ね？　聡一郎さん」

「いや、オレは一人で十分───」

「あたしと看病するって言ったのよ、そーいちろーはっ！」

「言ってねえ……」

「聡一郎さんは私と看病するんです。いい加減なこと言わないで下さいっ！」

「だから、オレは一人で───」

「がるるるる！」

　ぐい、ぐいぐい。

　両者に引っ張られ、オレは内心怒りのゲージが上昇していくのを感じていた。

　いい加減にしろ、と叫びそうになった時、目の前で眠る神楽かぐら坂ざかが目を覚ましそうになっていた。

「ん……」

　それを見た二人は、さすがに慌ててオレの腕を離す。

「お前は念のため部屋の外に出てろ」

「なんであたしが……」

「万が一のことを考えてだ」

　けして、わざとティーリを追い出そうとしているわけじゃない。

　ティーリはオレの目から意思を汲くみ取ったのか渋々納得して見せた。

「わかった……」

　神楽かぐら坂ざかが天使や悪魔じゃないにしても、無駄にティーリと接触させる必要はない。

　その方がより安全で確実だろう。意識を取り戻した神楽坂が、オレの方へと顔を向けた。

「……今、何時でしょうか？」

「夜の10時過ぎだな」

　神楽坂は、多少熱が引いたのか落ち着いた様子だった。

「おまえは何で、オレの家の前に倒れてたか、覚えてないのか？」

「たまたま……だと思います。帰宅中に、フラフラしてきて……。どこで倒れてたのかは覚えていません」

　意識が朦もう朧ろうとして、帰り道、見知った家に近づいたってことか。

　可能性としては無くはない。

「あの、ご家族にはご連絡しなくて大丈夫ですか？　心配されていると思いますよ」

　優しく話しかけるエリーゼだが、神楽坂は不思議そうに見つめた。

「大丈夫です。家族は家にいませんから」

「家に居ない？」

「私は一人暮らしなんです。ですから全く問題ないので」

　神楽坂も一人暮らしだったのか。

　今でこそオレは３人の同居人が居るが、それまではずっと一人だった。

「待て。自己紹介のとき、両親の都合で引っ越したとか言ってなかったか？」

「よく覚えていますね……。すみません、アレは噓うそです。事情があって一人暮らししていまして。けして、両親がいないとか、そういうことじゃありませんが」

　どうやら、少し複雑な家庭環境にあるらしい。

「ですが、だからと言って鮫さめ島じまさんの家にご迷惑をかけていいわけじゃありませんね」

　神楽坂は、辛つらそうに時間をかけて体を起こした。

「ゆっくり休まれてください。構いませんよね、聡そう一いち郎ろうさん」

　エリーゼはいつ、どんな時、誰だれに対しても対応が変わらないな。って、ティーリのような悪魔にも、困っていれば手を差し伸べる奴やつだ、今更驚くことじゃないか。

「仕方ないだろ。さすがに追い出すわけにも行かない」

「ですが、ご迷惑になります……」

「オレの家も親がいないからな。親しん戚せきと一緒に暮らしてはいるが、それだけだ」

　エリーゼを指しながら、オレは説明する。

「私はエリーゼと申します。よろしくお願いしますね」

「あ、はい。私は神楽坂久く遠おんと申します……」

　エリーゼは神楽坂の身体からだを支え、ゆっくりと横にした。

　遠慮がちだったが、神楽かぐら坂ざかは厚意に甘えることにしたようだ。

「喉のどが渇きませんか？」

「実は少し……」

「それでは、お水をお持ちしますので、少しお待ちください」

　体調が悪い時、何をすればいいのか、どうしてあげることが病人にとって良いことなのか、その辺りもエリーゼはよく理解していた。

　天使も病気になったりするんだろうか。

「意外でした。家に居る時は、結構喋しやべるんですね」

　少しだけ楽しそうに、神楽坂がそんなことを言ってきた。

「……別に」

「助けて下さり、ありがとうございました」

「家の前で倒れてる人間を放置したら、最悪オレの責任問題になる。それだけだ」

　一応、倒れるまでの経緯を聞いておこう。

「荒あら崎さきと帰ったよな。用事があるとかで」

「はい。実際、荒崎さんには目的地まで送っていただきました」

「その後、ずぶ濡ぬれで帰ろうとした、と？」

「そうです」

「その用事ってのは？」

「それは───」

　話し辛づらいようなことなのか。

　何かよっぽど特別な理由でもあるのか。

　暫しばらく黙って待っていたが、神楽坂は最後まで口を開かなかった。

「あの……鮫さめ島じまさん」

　弱々しい声で、神楽坂はオレを見上げた。

「……あなたに、お話ししたいことがあります」

「それは、用事とは違う話だよな？」

　はい、と言った後、無関係ではありませんが、と付け加えた。

「あなたは、天使や悪魔の存在を信じますか？」

　そのストレートな質問に、心臓がヒヤッとするのを感じた。

　頭の中で、どう答えるべきかぐるぐると思考が回り始める。

　普段のオレ、今までのオレであれば、どう答えるのか。

　そんなものは決まっている。

「そんなもん、いるわけないだろ」

　出来る限りいつもと同じテンポで、そう口にした。

「そうですか……」

「唐突だな。大事な話でもされるのかと思ったら、天使？　悪魔？　笑わせるな」

　神楽かぐら坂ざかは小さく、ですよね、と言ったが、視線は真まっ直すぐオレを捉とらえて離さない。

「私は……私はいると思います。天使や悪魔」

「見たことがあるとでも？」

「それは───」

　何か覚悟のようなものを秘め、言葉を紡ごうとする。

「っく……！」

　しかし、神楽坂は突然苦しそうに声を漏らした。

「で、ですが、これ以上は……っ……！」

　そして、やや強い口調だった。

　どういう意味だ？

「私は、鮫さめ島じまさんは信用に足る人物、だと……あ、ぐっ……うっ……！」

　胸を苦しそうに押さえ、その場で悶もだえる。

　それは単なる熱の影響だけとは思えなかった。

　触れようと手を伸ばしたが、心配ない、と目で制する。

　本人の言うように、徐々に呼吸は安定を取り戻し、落ち着いてきた。

「はぁっ……す、すみません。少し取り乱してしまいました。何でもありませんので」

　どこからどう見ても、何でもある状況だろう。

　今日までのやりとりで間違いないと分かったことが一つある。

　それは、やっぱりこいつは普通じゃないと言うことだ。

　天使とか悪魔とか、そういう話の前にどこかおかしい。

「話すだけ話してみろ。何か抱えてるなら聞いてやる」

「いえ……鮫島さんのお世話になることは、ありませんから」

「一度は話したいことがある、って言っておきながらか」

「それは───」

　話したくなくなったなら、取りやめるのは本人の自由だ。

　赤の他人であるオレが口を挟めることなど何もない。

「今日は家で休んでいけ。制服も朝には乾くと思う」

「……ありがとうございます」

　一人で休ませてやるためにオレは部屋を出ることにした。

「天使や悪魔が存在すると思う、か……」

　こんなこと、偶然で、しかも今聞いてくるようなことじゃない。

　神楽坂久く遠おんは、間違いなく何か知っている。





○魔将・メフィストフェレス







「今朝はありがとうございました。何から何までお世話になってしまいまして」

　連れ立って学校に向かう通学中、神楽かぐら坂ざかは深く頭を下げた。

「別に。成り行きで助けただけだ、いちいちお礼を言われることじゃない」

「そうはいきません。朝食までご馳ち走そうになってしまいました。このご恩はいつか近いうちに返させて頂きます」

　律儀と言うか義理堅いと言うか。

「必要ないけどな」

「私の気持ちが収まりませんから。親しん戚せきの方にも、ご迷惑をおかけしました」

　本人が希望するなら好きにしていいと思うが、エリーゼも見返りなんて求めないだろう。

　感謝の言葉さえ聞ければ、間違いなくそれで十分のはずだ。

「熱が引いたのは良かったが、学校に来てよかったのか？」

　昨日の今日だ、もう一日くらい、休んでおいた方がよかった気もする。

　ふと、神楽坂の手に握られた竹刀袋が目に入った。

　こいつ今日みたいな病み上がり直後でも、道場なんかに行くつもりなんだろうか。

「安心してください。今日は道場に顔を出すつもりはありません」

　さりげなく竹刀を見ていたことに気づいたのか、神楽坂は笑った。

「別に心配はしてない。何となく気になっただけだ」

「何となく、だとしても鮫さめ島じまさんの心遣いは伝わってきました」

「勝手に心遣いって解釈するな。そんなんじゃない」

「……何と言うか、不器用な人ですね。凄すごく勿もつ体たい無いと思います」

「人付き合いが苦手なんだよ、単純に」

　相手が普段何を考えながら話しているかなんて、わかりもしないしな。

「荒あら崎さきさんが、鮫島さんを心配する気持ちがよくわかります。放っておけないと言いますか。つい目で追ってしまうんですよね」

　そこは是非とも放っておいて欲しいところだ。

「お、おはよう鮫島くん」

　登校中、校門の付近で荒崎と出会った。いつも明るい荒崎だが、少し表情が暗い。

「最近、朝よく顔を合わせるよな」

「うん。そうだね……神楽坂さんも、おはよう」

「おはようございます。本日もよろしくお願いします」

　オレと神楽坂が並んでいることが気になるのか、荒崎はジッと食い入るように見てきた。

「どうして、二人一緒なの？」

「たまたま朝出くわした。同じ方向だからな、驚くことじゃない」

「でも……その、鮫さめ島じまくんが誰だれかと一緒に居るって珍しいかな、って」

　指摘どおり、今まで誰かと登校した経験はオレの過去にない。そのことを荒あら崎さきが不思議に思っても無理のない話だった。

だからと言って、わざわざ昨日、神楽かぐら坂ざかが家に泊まったとは説明したくない。

「気にするな」

　短くそれだけ言い、二人を取り残すようにして急ぎ足で校舎に向かった。





　１






「本日もお疲れ様でした」

　放課後が訪れると、神楽坂はスッと立ち上がり、迷わず竹刀袋を手に教室を後にした。

　オレは結局のところ、神楽坂久く遠おんと言う人間のことを、殆ほとんど理解できていない。

　意図的にオレに接触し、何かを成し遂げようとしているのか。

　もしくはそれ以外の、別の狙ねらいがあって動いているのか。

　昨日オレに言った『天使と悪魔』の存在についての質問の意味は何なのか。

　どういう答えが待っているにせよ、普通の転校生、では片付かない存在だ。真実を知るには、自分から確かめてみるしか方法はないだろう。

　これまでは受身でいたが、一度こちらから仕掛けてみるべきなのかも知れない。杞き憂ゆうに終わればそれでいいわけだし。

「そうと決まれば、だな……」

　オレは神楽坂の後をつけることを決めた。急いで後を追いかける。

　神楽坂は帰宅するために玄関に向かうと思ったが、何な故ぜか離れ校舎のほうに足を向けた。

　どういうつもりだ？　離れ校舎なんかに何の用が……。

「っと……」

　離れ校舎に向かう途中の廊下で、神楽坂は突如立ち止まった。オレは慌てて隠れ、様子を窺う。

　もしかしたら、誰かと待ち合わせをしているかも知れない。離れ校舎なら誰かに話を聞かれることもなくやり取りが可能だ。

　それとも、オレが後をつけていることに気づいたのか──

　ただ、バレたらバレたで、最悪直じかに問い詰めると言う手も残されている。

　オレは息を潜め、神楽坂が何をしようとしているのか目を離さないよう見張る。数分もすれば何か行動を起こすだろう、そう睨にらんだからだ。

　ところがオレの予想を裏切り、神楽かぐら坂ざかは十分、二十分経過しても動こうとはしなかった。

　時折窓の外に視線をやるが、それ以外では目立った変化は感じられない。

　いつまでああやっているつもりなのか。忍耐力の勝負になりそうだ。こっちとしても、神楽坂がどういう相手と関係性を持っているのか知りたい。一時間でも二時間でも粘ってやるさ。

　目を離さないよう、そして気配を悟られないよう、オレは待ち続けた。

　…………。

　どれだけの時間が経っただろうか。

　携帯を取り出すこともリスクと考えジッとしていたオレには、今の詳細な時間を知る術すべはないが、窓から見える景色から、すっかり夕方になってしまったことがわかる。

　神楽坂は本当に、いつまで立ち尽くしているつもりなのか。見張っている分神経をすり減らしている側としては、やや疲れを感じ始めた。

　と、ついに神楽坂が再び歩き出した。

　キッカケが何だったのかは分からないが、ともかく止まっていた時が動き出したようだ。汗ばんでいた手をズボンで拭い、再び後をつける。

　神楽坂が廊下の角を曲がっていく。

　神楽坂の姿が見えなくなったことに少し焦るが、何も慌てることはない。この先曲がったところは長い直線になっていて、すぐに見失うことはないからだ。

　それよりも急いで近づいて、神楽坂に気づかれてしまう方が厄介だ。

　神楽坂の姿が見えなくなって、オレはあえて10秒ほどその場に待機した後、そこから角を曲がる。

「な……」

　だが、視界の先に居るはずの、神楽坂の背中がどこにも見えない。

　この廊下にある教室は普段全て施錠されていて、開かないはずなのだ。

　それともどこかの教室が開いていて、その中に入ったのか？

　だが、静かな離れ校舎なら、教室の扉を開ければ距離が多少離れていても聞こえてきたはずで、何も音がしなかったのはおかしい。

　足音も気配も、神楽坂の何もかもが一瞬にして消えてしまった。

「あいつ、どこに───」

「どうして私の後を付けるんですか？」

　一瞬、背筋がぞくっと震え上がった。

　慎重に後をつけていたつもりだったが、どうやらこちらの尾行はバレていたようだ。おまけに裏を取られてしまった。

「どうやら鮫さめ島じまさんの目的は私のようですね……」

　神楽かぐら坂ざかは少し慌てた、と言うか困ったような素振りを見せる。

　ジッと立ち尽くしていたのは、既にオレの存在に気づいていたからのことだったようだ。

「オレに後をつけられて困ることでもあるのか？」

「それは……」

「何か隠してるなら話せ。正直腹の探り合いみたいなことは得意じゃない」

　これ以上、全すべてを隠し続けるのは限界だと判断した。必要なら今ここで、天使や悪魔の存在を認めてしまっても構わない。

　もちろん神楽坂がティーリたちの障害となるなら、オレは容赦しないだろう。

　ただ、出来れば、そうであって欲しくない。神楽坂が敵じゃないことを期待し、オレは彼女の反応を待った。

「……私も、鮫さめ島じまさんにはお伺いしたいことが、幾つかあります」

　オレの覚悟や気迫が伝わったのか、神楽坂から鋭い視線が向けられる。

「昨日の続きか？」

「はい……」

　短い、しっかりとした返事が返された。

「ですが……この場ではゆっくりと話すことが出来ないと思います」

　ゆっくり話せない？　それはどういう意味なのか。

「また後日。私にはやることがありますので」

　そう言い、無言で歩き出すと、離れ校舎の二階へとあがっていく。オレは当然後を追う。

「悪いが今日話してもらうぞ。おちおち安心して家にも帰れないからな」

「……知りませんよ、どうなっても」

　振り返った神楽坂はそう警告した。

　それはどういう意味なのか。問いただそうとしたオレだったが、

「クク、ク……」

　背後からの乾いた声に思わず振り返った。

　空き教室から、１人の男子生徒が姿を見せる。先日の昼休みオレに接触を図ってきた白髪の男子生徒──矢や嶋じまだった。

　神楽坂と矢嶋は示し合わせたかのように、オレを挟む様にして進路を塞ふさいで来た。

「警告はしましたが、もう手遅れです。鮫島さん」

　呆あきれたようなため息をつき、神楽坂はそう言った。

「臭う、臭うぜ……プンプン臭いやがる」

　矢嶋の出現に、神楽坂は少しも驚いた様子がなかった。

　まるで最初から矢嶋がいることを知っていたみたいに。

「これは……オレをおびき出すための作戦だったってことか？」

　答えを求めるが、神楽かぐら坂ざかは黙って聞き流し、その視線は矢や嶋じまに向けられていた。
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　時間は少し遡さかのぼり、聡そう一いち郎ろうが神楽坂を追って教室を出た直後のことだった。

　他の生徒たちには、たまたま同じような時間に帰宅しているように見えただろうが、桃もも恵えから見ると神楽坂のことが気になって聡一郎が後を追ったのは明白だった。

　聡一郎の背中を、少し寂しそうに見送る桃恵。

「ねえ桃恵……あんたって、もしかしてさ……」

「え、何？」

　桃恵の友人である早さ百ゆ合りには、その視線の意味がすぐに理解できた。

「もしかして───鮫さめ島じまくんのことが好きなわけ？」

「へっ……えええええええっ!?　なななな、なんでそうなるのっ!?」

「うわあ……マジなんだ」

「ひ、一言も言ってない！　私、そんなこと言ってないよ!?」

「その露骨な態度見れば分かるって……でも、ちょっと信じられない……だって、あの鮫島くんだよ？　悪い噂うわさしか聞かないし、桃恵とは正反対じゃない」

「そ、そんなことないよっ。鮫島くん、そんな人なんかじゃないよ。今日の家庭科実習だって見たでしょ？　早百合が困ってる時に、手伝ってくれたじゃない」

「……それは、そうなんだけど……でもやっぱり怖いし。人殴ってるところだって、見たことあるから……」

　聡一郎が人を殴っているのには事情がある。

　彼はけして、無意味に自分から喧けん嘩かをしたりはしない。

　桃恵はそのことを分かっていたが、ただ自分も聡一郎の全てを知っているわけじゃない。

　今神楽坂を追って行った理由も、分かりはしないのだ。

「早百合、帰ろっか」

「え？　あ、うん」

　荷物を持って椅い子すから立ち上がった桃恵。

　そんな時、教室の扉が勢いよく開き、二人の男子生徒が現れた。

　二人の男子生徒は教室を見渡し、桃恵を見つけたところで顔の動きを止めた。

　そして教室の中に踏み込んでくる。

「荒あら崎さき……桃恵だな……？」

「あ、はい……そうですけど……？」

「ちょっと顔貸してもらおうか……」

「え。あ、あのっ!?」

　桃もも恵えを囲んだ男子生徒たちの顔は酷ひどく腫はれあがっていた。明らかに暴行を受けた後だ。

「や……やめてください。何なんですかっ!?」

「いいからこい……抵抗したら多分容赦できねえ……」

　男子生徒たちは何かに怯おびえるように、桃恵の腕を取った。

　早さ百ゆ合りは二人を止めようとしたが、蛇に睨にらまれた蛙かえるのように動けなかった。
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　離れ校舎にある、今は使われていない空き教室。

　そこは普段、藤ふじ宮みや守まもる率いる、不良たちの溜たまり場となっていた。

　授業中や休み時間、時には放課後、ここに集まってはくだらない話題で盛り上がったり、打倒鮫さめ島じまを掲げて作戦会議を練ったりしている。

　いつも仲間の誰だれかしらが利用している教室だが、今日の放課後に限り誰の姿も見当たらない。

「鮫島に勝ったからって気ぃ抜いてんじゃねえだろうな」

　藤宮は毒づきながら、自分の指定席である机にどかっと座り込んだ。

　そしてお気に入りのタバコを取り出す。

「……しまった、ライターがねえや」

　いつもは舎弟の田た之の上うえか松まつ田だがライターを持っているので、最近はそれに頼りっぱなしだったことを思い出す。

「面白くねえな……」

　先週、鮫島に食ってかかった時のことを思い出していた。

　２年間。この学校に入学してから、鮫島に挑み続けてきた男にとって、売った喧けん嘩かを買ってもらえないのは初めてのことだった。一瞬、藤宮自身を恐れての不戦勝だとぬか喜びしたが、あの鮫島がそんなことをするとは、とても思えない。

　それに、今まで感じてきた鮫島から漂う凶悪な気配をあの時は殆ほとんど感じ取れなかった。

「やっぱり、直接この俺様の手で倒さないと、すっきりしないぜ」

　田之上と松田が来たら、作戦会議を開こうと決めた。

　その二人がやって来たのは、放課後から30分ほどしてからだった。

　がらりと教室の扉が開く。

「おい、遅おせぇじゃねえか───あ？」

　教室に入ってきたのは、田之上と松田だったが、一人の女生徒をつれていた。

「何だ？　おい、何してんだおまえら」

　その女生徒には、当然見覚えがある。鮫さめ島じまと同じクラスの荒あら崎さき桃もも恵えだ。

　藤ふじ宮みやも他の生徒たちの例に漏れず、桃恵の可愛かわいさには一目置いており、多少の好意を寄せていた。

「あの……わ、私に何か用ですか？」

　怯おびえながら、桃恵が藤宮に問いかける。

「用も何も……俺は呼び出した覚えなんかないぜ……。説明しろ」

「あんたには……関係ない……」

　搾り出すような声で、松まつ田だが言う。

　その顔はピクピクと痙けい攣れんを引き起こし、歪ゆがんだ顔になっている。

　それだけじゃない。二人には暴行されたような痕あとがあり、明らかに誰だれかに殴られた痕こん跡せきがまざまざと残っていた。

「誰にやられた？　鮫島か!?」

「…………」

　二人は藤宮の質問に答えず、桃恵を教室の奥へと引きずりこむ。

「何してんだ、おい！」

　明らかに異様な光景に、藤宮は田た之の上うえの腕を取った。

　だが、その瞬間、思いがけない強力な力で突き飛ばされる。

「邪魔を、するな……」

「この俺様に向かって……何しやがんだあ！」

　舎弟に突き飛ばされたことでキレた藤宮が、田之上に向かい拳こぶしを見舞った。

　だが、その拳は虚むなしく空を切り、代わりにカウンターの膝ひざ蹴げりを貰もらう。

「おぶうっ！」




　藤宮守まもるは、弱かった。




　とは言え、自分の舎弟よりも弱いかといわれれば、そうではない。

　単純に田之上には、今までにない力が宿っていた。

　それは人間離れした力、と言うよりは火事場のバカ力と言える。

　何かに怯え、やらなければやられるという本能が引き出させた田之上の力だった。

「ど、どういうことだっ……この俺様が、舎弟に追い込まれるとは……」

「やけに騒がしいな……」

　教室の入り口が再び開くと、一人の男子生徒が入ってきた。

　藤宮の同級生であり、友人でもあった、白髪の男矢や嶋じまだ。

「矢嶋……テメェか？　テメェが、こいつらにこんなことやらせてんのか？」

「藤ふじ宮みやか……何な故ぜお前がここにいる……」

　矢や嶋じまと呼ばれた白髪の男は、露骨に苛いら立だちを見せた。

「ここは俺様たちの教室だ。何も不思議なことはねえだろ。それより説明しろ」

「説明？　何を説明しろと？」

「田た之の上うえや松まつ田だを殴ったのはお前か？　それと……この女子はどういうことだ」

「ク……クク……そうだ。お前の命令以外は聞けないとかほざきやがるから、力で服従させたのさ。安い忠誠心だったみたいだけどなぁ」

　乾いた不気味な笑い声と共に、説明する矢嶋。

　田之上と松田は苦虫を嚙かみ潰つぶした顔をしながらも、矢嶋に付き添う。

　それだけで、どれだけ酷ひどい暴力を振るわれたのか、藤宮にもすぐ理解できた。

「こっちの女は、あいつをぶっ殺すための餌えさだ」

「あいつ？　テメェ、まさか俺様に断りもなく鮫さめ島じまに喧けん嘩かを売るつもりか」

「喧嘩喧嘩と、馬ば鹿かの一つ覚え、だな。もはや俺にとって、そんなことはどうでもいい。俺が殺さなきゃならないのは、鮫島よりも奴やつが優先だ。それが俺に下された命令だ」

「命令だと？　誰だれをやるつもりか知らないが、とにかくその二人を解放しろ。そうじゃなきゃ俺様が───」

「この俺をぶっ飛ばす、か？　無理だな」

「うごぉっ!?」

　矢嶋は、藤宮へと駆け寄り、蹴けりを叩たたき込んだ。

　空き教室に桃もも恵えの悲鳴が響く。

　矢嶋は藤宮の襟を片手で摑つかむと、信じられないほどの力で藤宮の身体からだごと持ち上げる。

「なっ……!?」

　80キロはある自分の巨体を、片手で持ち上げる矢嶋に、藤宮は当然戸惑いを隠せない。

「どうにもならない力の差ってのは、時に虚むなしいもんだなぁ」

　興味をなくしたかのように手を離す矢嶋。藤宮は苦しそうに咽むせた。

「消えうせろ」

「ふ、ふざけんな……ここは、俺様の部屋だ。消えるのは、お前だっ……」

「相変わらず態度だけは大物だな。毎回毎回、無謀にも鮫島に向かっていっただけはある。だがこれ以上おまえに構ってる暇はないんだよ」

　再び、矢嶋の蹴けりが藤宮を襲う。

　今度は藤宮の顔面を狙ねらっての一撃だった。

「ずっ……ぐうう、くっ……！」

　咄とつ嗟さに右腕でブロックした藤宮だったが、意識を根こそぎ刈り取りにくるような、重い一撃を受け、起き上がることができなかった。

　一年の頃ころから矢や嶋じまと同級生であり、友人だった藤ふじ宮みやは、矢嶋の全すべてを理解しているつもりだった。だが、目の前にいる男は、矢嶋であり矢嶋ではない。

「ぐっ……あ、ぐあっ……！」

　右腕はあらぬ方向へと折れ曲がっていた。

　僅わずか一発の蹴けりをガードしただけで、その威力に腕が耐え切れなかったのだ。

「不死身のあだ名が泣くぜ？　藤宮」

「や、矢嶋ぁっ……！」

　苦痛と悔しさに顔を歪ゆがませ、藤宮は吼ほえた。

「俺は今から、『あのお方』の命令を遂行するためにやらなきゃいけない大事があるからな。おまえはそこで大人しく寝ていろ」

　ニヤリと笑い、矢嶋は腕を組んで教室の扉に背を預けた。
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　目の前から迫り来る矢嶋と、跳躍し、飛び掛ってくる神楽かぐら坂ざか。

　ほぼ同時に突っ込んでくる二人。身体からだが一つしかないオレは、どちらか片方しか攻撃することは出来ない。当然、食らうとヤバイのは真剣だと思われる刀を持った神楽坂の攻撃だ。

　何とかして刀の一撃を避け、刀を奪わなければならないだろう。

　しかし、どうやって……。

　考えもまとまりきらないうちに、神楽坂は目前までオレに迫っていた。

「───伏せて」

　神楽坂の低く暗い、重い声が届いた。反射的にオレは体を低くし、何かに備える。

　そして、一いつ閃せん。

　神楽坂の忠告に従いしゃがんだオレは、神楽坂の神速とも取れる一撃の全てを直視した。

　飛び掛ってきた矢嶋の腹部に、横一文字の斬ざん撃げきが浴びせられる。

「ぐっ!?」

　その斬撃のあまりの速さに、回避しきれなかった矢嶋は、ばっさりと腹部を切られ大量の血しぶきを噴出した。どうやら、あの刀は正真正銘、本物の真剣らしい。

「嫌な臭いがするから来てみれば、やはりお前だったか……」

　そう言った神楽坂は、男との間に立つようにし、オレを守るように刀を構える。

「……神楽坂、おまえ何者だ……」

　明らかにさっきまでの雰囲気とは違う。

　声も、気配も、動きさえも、普段とは明らかに異なるものだった。

　こんなこと、普通の演技なんかで出来ることとは思えない。

　そもそも、何な故ぜオレではなく矢や嶋じまを攻撃したのか。

　二人とも悪魔で、オレの命でも狙ねらっているのかと考えていたが、そうじゃなかったのか？

「下がって。今のあなたが手に負える相手じゃないから……」

「まさか……あいつは悪魔なのか……」

　だとしたら、それに向かって攻撃を仕掛けた神楽かぐら坂ざかは？　天使、と言うことか？

「その答えはノー……」

　オレの思考を見透かしたように、神楽坂が言った。

「なら、お前は何者なんだ」

「説明は、また後で。こうなってしまった以上、私も隠し通すつもりはない」

　ダメだ、今のオレには状況がさっぱり飲み込めない。

　神楽坂の言うことを信じ、今は我慢するしかないだろう。

　それに……分からないだらけの中、分かったこともある。

「臭う、臭うぜ……嫌な臭いがプンプンしやがる！　クハハハハ！　わざわざこっちから挑発しておびき寄せたのは正解だったみたいだな」

　己の体から垂れ流される血をべっとりと手のひらで拭ぬぐい、そして舌で舐なめとる。

「昨日はこっちの仲間を可愛かわいがってくれたみたいだからなぁ。その分、ギタギタのめっためたにして、なぶり殺してやるぜ」

　矢嶋は、オレだけを狙っていたわけじゃないようだ。むしろオレはついでで、本命は神楽坂だったってことか。

「昨日、荒あら崎さきと別れた後何があったんだ」

「他の敵を相手にしていた。それだけ」

　こちらを見ることもなく、神楽坂は矢嶋と対たい峙じしたままそう言った。

　じゃあ、オレの家の前で倒れていたのは、その敵とやらと戦った直後だったのか。

「これ以上戦えば、お前も他ほかの奴やつと同じ運命を辿たどることになる」

「クク……そいつはどうかな？」

「お前の攻撃が私に届くよりも早く、刀の一撃が首を刎はねる……」

　淡々と言葉を発する神楽坂。その口調までもが、まるで別人のようだった。

「俺は逃げも隠れもしねえぜ？　ちゃんと対応策は考えてんだよ。なあ！」

　空き教室であるはずの扉が開くと、そこから出てきたのは……。

「さ、鮫さめ島じまくんっ……」

　男子生徒に拘束された荒崎だった。

「説明するまでもないだろぉ？　人質って奴だ。クク、クククク」

　パチンと右手を鳴らすと、男子生徒たちは荒崎の首元に包丁を突きつけた。家庭科室から持ち出されたものだろうか。

「俺が合図ひとつ送ればこの女を殺せる。おまえの一撃が俺の首を刎はねるよりも、ずっとずっと早くなぁ」

　人質になった荒あら崎さきを見ても、神楽かぐら坂ざかは動揺を見せず刀を構えたままだった。

　まるで人質など、何の価値もないと言うように。

「どうなってやがる……」

　神楽坂の豹ひよう変へんぶりだけではなく、明らかに荒崎を人質にしている生徒の様子がおかしい。

「さあどうする？　人質がどうなろうと俺を殺すか？」

「無論。私には関係ない。例えあなたが『人間』でも、私は容赦しない」

「ククク……さすがに悪魔相手にこんなもの無意味か。だが、鮫さめ島じまの方はどうかな？」

　矢や嶋じまが笑い、オレに視線を向けてきた。

「そこの女を止めないと、こっちの女が死ぬぜ？　わかったらさっさとそいつに武器を捨てさせろ！」

　矢嶋の怒声が廊下中に響き渡る。

　ここが離れ校舎でなければ、間違いなく生徒たちが集まってきていただろう。

　だがその威嚇、脅しにも神楽坂の反応はなく、ジッと動かない。

「おい、神楽坂」

「まさか、私に武器を捨てろ、とでも？」

「どういうわけかあいつの目は本気だ。下手をすれば荒崎に危害が及ぶ」

「私には関係ない」

「関係ないだと……？」

「私の邪魔になるのなら、真っ先に人質の桃もも恵えを斬きり捨てても構わない」

「テメェ……」

　冷たく吐いた言葉に、オレは詰め寄って刀を持つ神楽坂の腕を摑つかんだ。

「離せ」

　鋭く、狂気を含んだ瞳ひとみがオレを捉とらえる。

　これが本当に、あの神楽坂か？　とてもじゃないが、同一人物だと思えない。

　それに矢嶋は今、神楽坂のことを悪魔だと呼んだ。

「刀を置け」

　呆あきれたような目でオレを見た後、吐き捨てるように言った。

「バカなことを。仮に武器を手放したところで、彼は人質を解放などしない」

「随分とあいつのことに詳しいみたいだな、神楽坂」

　オレは僅わずかに強く、握った腕に力を込めた。

「私は……くっ……！」

　突如表情を歪ゆがませ、神楽かぐら坂ざかは頭を抑えた。

「い、今は、邪魔しないで……。集中力が、途切れる……！」

　まただ。また、独り言のようにぶつぶつと。先日家で独り言のように呟つぶやいていたのを思い出した。

　まるで誰だれかに話しかけているようだった。

「わ……分かった。分かったから……っ……はーっ……」

　一度神楽坂は息を大きく吐いた。

「決断が遅おせぇ。殺されなきゃわからないのか？」

　気持ち悪い笑みを浮かべ矢や嶋じまは指示を送った。

　男子生徒たちが、震える手をゆっくりと荒あら崎さきの首筋にあてがう。

「っ……！」

　恐怖に、目を閉じる荒崎。

「神楽坂……もう一度だけ言う。刀を置け」

「……分かった。散々久く遠おんにも言われたから……」

　神楽坂は理解できないことを言うと、ゆっくりとその場にしゃがみ、刀を地面に置く。

「これでいい？」

「まだだ。そいつをこっちに蹴けり飛ばせ」

　一度矢嶋を睨にらみつけた後、神楽坂は足元の刀を蹴り飛ばした。

　ボウリングの球のように廊下を滑った刀が、矢嶋の傍そばで止まる。

「これで面倒な武器はなくなったわけだ。たっぷり可愛かわいがってやるぜ」

　警戒するものがなくなった矢嶋は、堂々とこっちに向かってくる。

「反撃してきたら、その瞬間に女を殺せ」

　矢嶋が操られた男子生徒たちにそう命じる。

「結局、ただ不利になっただけ……」

「さぁ、それはどうかな」

　オレは手をポケットに入れ、神楽坂の前に立つと、堂々と矢嶋を迎え撃つ。

「何の真ま似ねだ？　鮫さめ島じま。今はお前の相手をするつもりは───」

「そこの女をやる前に、オレを倒せよ」

「……なんだと？」

　わざとらしく、バカにしたように矢嶋に言った。

「安心しろ。反撃しねぇから。それともオレを殴るのが怖いのか？　まぁ一年の時に散々返り討ちにあったからな、怯おびえるのも無理は無いが」

「クク……面白ぇ……いいぜ、おまえからぶっ殺してやる」

　安っぽい挑発だったが、どうやら通じたらしい。

　嫌な視線が神楽かぐら坂ざかからオレへと向けられる。

　何とかして、一撃で矢や嶋じまを仕留めるしかない。

　拳こぶしにありったけの力を込める。

　千沙の腕を握った時、オレは微かすかにだが天使の力を使えていた。

　なら、今この場でその力を使い、こいつを───

「おっと……」

　だが矢嶋が立ち止まる。

「嫌な予感がするぜ。プンプンとな。何か狙ってるだろ、鮫さめ島じま」

「……何のことだ？」

「俺の嗅覚を舐なめるなよ？　そのポケットの中……刃物でも持ってんじゃねえか？」

　どうやら、オレの狙ねらいはすぐにバレてしまったらしい。

　一度ポケットの中で手の力を抜くと、両手を挙げるように出した。

「何もしない。これでいいか？」

「よし、手はそのままだ」

　態度は普通の不良と変わらないのに、荒あら崎さきたちを人質に取ったり、神楽坂から刀を奪ったりと随分と慎重だ。

　しかし、これは詰んだな……。下手すりゃ、オレは殺されるかも知れない。

　でもまぁ、荒崎たちが殺されるよりはマシか……。

「はっ……」

　思わず笑いがこみ上げてきた。

「何がおかしい？」

「いや、自分で自分の思考が信じられなくてな……」

　覚悟を決める必要があるか───いちかばちか、殺やられる直前に反撃の隙すきを窺うかがうしかない。

　そう覚悟を決めた時だった。




「うおおおおおおお！」




　空き教室から、突如飛び出してきた大きな身体からだ。

　それは人質を取る男子生徒二人をタックルで巻き込み、廊下に倒れこんだ。

「なっ───」

　思いがけない乱入者に驚いた悪魔の隙すきを、神楽坂は見逃さなかった。

　瞬時に踏み込み、悪魔の足元に転がった刀を拾い上げると、懐に潜り込んだ。

「チィ！」

　矢嶋の首を狙ねらい剣を振るうが、喉のど元もとをかすめただけでかわされてしまう。

　刀を拾う余計な動作がなければ、間違いなく首を刎はねていた。

「う、うがああああ！」

　廊下に倒されていた男子生徒二人が立ち上がると、神楽かぐら坂ざかに飛び掛る。

「あなたたちは邪魔───」

　刀の柄つかを後頭部に叩たたきつけ、二人の男子生徒を素早く気絶させる神楽坂。

　僅わずか数秒足らずの出来事。

　直後窓ガラスが盛大に割れる音がしたかと思うと、矢や嶋じまは二階から飛び降りた。

「……逃げられてしまった……」

　追うつもりがないのか、はたまた追うことが出来ないのか。

　神楽坂は一度窓から逃げていく矢嶋の背中を見たが、すぐに視線を外した。

　オレも矢嶋がどこに逃げようと知ったことじゃない。

「大丈夫か？　荒あら崎さき」

　崩れ落ちた荒崎を抱き起こすと、その細身く繊細な体は小さく震えていた。

「う、うん……。ね、ねえ、いったい何なの……さっきの人……」

「さぁな……何だかオレにもわからん。急に喧けん嘩かを売られただけだ」

「でも───」

　荒崎は神楽坂の手にした刀と、べっとりと付着した血液を見つめた。

　不審がる気持ちは分かるが、荒崎に余計なことを教えるわけには行かない。

「今は一刻も早くこの場を離れるべき。まだ油断は出来ない。彼は誰だれかに操られているだけに過ぎないから」

「操られている……？　悪魔ってわけじゃないのか」

「違う。ただの人間」

　普通の人間にしちゃ、二階から飛び降りるなんてすげえことをしたもんだ。

　今の問題は、足元に倒れているこの男……。

「なんでお前が、荒崎を助けたんだ。そう言うキャラじゃないだろ」

「お、俺様はただ……その……」

　どんな理由にせよ、こいつのお陰で助かったことに間違いはないが。

「私を助けようとしてくれたの。ありがとう、藤ふじ宮みやくん」

「えっ!?　お、おおおう、き、気にすんな……大したことじゃねえよ」

　荒崎にお礼を言われ、藤宮はテレたのか頰を人差し指でかいた。

「不死身の藤宮にも、いいところはあるようだな」

「う、うるせぇ。おまえに褒められてもちっとも嬉しくネンだよ！　さっさと手を貸せ！」

　どうやら、相当酷ひどくやられたようで、一人じゃ立てないらしい。

　オレは手を差し伸べ、それを摑つかもうと手を伸ばしてきた藤ふじ宮みやの手を握りしめる。

　ミシミシミシッ。

「ぎやああああ！　て、てめ鮫さめ島じま、何のつもりだ！」

　思い切り握りしめると、藤宮は痛みと共に悲鳴をあげた。

「お前には、弁当の件で問題が残ってたよな？　その謝罪は？」

「うっ……!?」

「別に無理に謝らなくてもいいんだぜ？」

　ミシ、ミシッ。

「ぐぐぐぐぐ！！！！」

　痛みを堪こらえながらも、必死に口をヘの字に曲げ耐える。

　が……それもすぐ限界が来たようだった。

「す、すまなか、った……」

　絞り出すように謝罪を口にした。

「よし。なら許してやる」

　オレはボロボロの藤宮を抱き起こし、肩に腕を回した。

「お、お前に助けられるつもりはねえ！　それを忘れんなよ！」

「うるせえよ。黙ってろ」

　あくまでも、オレが勝手に助けたってことにしておきたいらしい。

　自分から助けを求めたなんて、本人にとっては格好悪いことなんだろう。

　正直、そんなものどっちでもよかった。

「私が先導する。ついてきて」

　刀を持ったまま、神楽かぐら坂ざかは先頭を歩き出し、離れ校舎から本校へと戻ってきた。

　既に部活が終わっているためか、生徒の姿はない。

「うっ……！」

　隣を歩いていた荒あら崎さきが、突然眩暈めまいを感じたようにふらふらとその場に座り込んだ。

「荒崎、どうした？」

「うう、ぅっ……あ、くっ……！」

　胸を押さえ苦しそうに声を漏らしながら、大きく荒い呼吸を繰り返す。

「はぁ、はあ……は、く……うっ……」

　オレの問いかけにも答える余裕なく、目を閉じ必死に何かを堪えようとしていた。

　さっきまでの恐怖が、今になって押し寄せてきたんだろうか。

「こっちよ」

　突然、オレたちの前に姿を現したのは白衣を着込んだ千ち沙さだった。

　気がつけばオレたちは、校舎の保健室近くまで戻ってきていたようだ。

「おぉそうだ、保健室で休ませたらいいじゃねえか……俺様の手当ても頼みたいし」

　この藤ふじ宮みやの案に対して、オレとしては気乗りがしない。

　この場に現れた不自然さも然さることながら、千ち沙さには信用を置けないからだ。

　だが苦しむ荒あら崎さきを無理やり今、学校から連れ出すのも、抵抗があるのは事実。

　ここは大人しく従うしかないだろう。

「おまえは……。待って、彼女は信用できない」

　神楽かぐら坂ざかはすぐに、千沙への警戒心を表した。

「それはお前も同じだ神楽坂。オレにとってはどっちも信用できる存在じゃない。今優先すべきは荒崎を助けることだ。違うか」

　神楽坂は納得いっていないようだったが、荒崎を休ませるのが最善の手だろう。
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「そこのベッドを使って」

　意識の朦もう朧ろうとした荒崎をベッドへと誘導する。

　千沙の方は警戒する神楽坂の態度に慌てることもなく、荒崎の額に手を当てた。

「……これは……まさか……どうしてこんなことに……」

　何かに気づいた千沙が、深刻そうに顔を上げた。

「荒崎は大丈夫なのか？」

「大丈夫か、そうじゃないかで聞かれたら、大丈夫じゃないわね。彼女は今、支配される恐怖と必死に戦ってるのよ」

　支配される恐怖？　一体どういうことだろう。

　千沙は椅子を荒崎の傍に寄せ、腰を下ろした。

「おい、何の話だ。一体なにを言ってやがる。俺様にも分かるように説明しろ」

　話についていけない藤宮が苛いら立だつように話に割り込んできた。

　あーくそ、藤宮がいるせいで円滑に話が進められない。

　こいつの前で悪魔だの天使だの、そんな話をするわけにもいかないだろうし。

　いっそのこと気絶でもさせて───。

「邪魔」

　神楽坂も同じことを考えていたのか、刀の柄つかで藤宮の腹部に強烈な一撃を見舞った。

　崩れるように倒れる藤宮。誰だれも藤宮を支えないため、どさりと冷たい床で横になった。

「容赦ねえな……」

「これで話を進めることが出来る」

「あなたは何者？　私のことにはすぐ気がついたみたいだけど……」

　千ち沙さはそう言うと、普段は見せない鋭い視線で神楽かぐら坂ざかを見据えた。

「白々しい。私には全て理解できた。お前が何者で、何を狙ねらっているのか」

　そう言い、神楽坂は明らかな警戒心をむき出しにする。

「……どう言う意味、かな？　可愛かわいい女子生徒さん」

　小さく笑って、座ったまま神楽坂を見上げる千沙。

「この学校に張り巡らされた結界はあなたが張ったもの。違う？」

　神楽坂は結界の存在に気づいていたのか。

「ふふっ。……さすがに、あのお方と同じ『階級』を持つだけのことはあるわね。出来ることなら、私の正体を知られることなく、事を運びたかったんだけど」

　千沙は荒あら崎さきの前にそっと手をかざした。

「どういうつもりだ、千沙」

「ごめんね。あなたに話してた結界のこととか、私が他の悪魔に狙われてることとか、あれ全部噓うそなの。本当は、別の目的があったのよ。そろそろ起きる時間よ。桃もも恵えちゃん」

　苦しんでいる荒崎に対して、何をしようと言うのか。

　千沙の左手から、よくない気配が漂っていくのを感じる。

「やめろ」

　オレは千沙の下に詰め寄ると、素早く左手を摑つかんだ。

　オレの方を見た後、千沙は真剣な表情でオレを見つめた。

「……私を信じて。なんて言っても、信じられるわけないわよね」

　こんな状況で、千沙を信じることなどできるはずが無い。

「あなたが矢や嶋じまや、他の人間を操っていた。そうでしょ？」

　神楽坂は刀を構え、切っ先を千沙の喉のど元もとに突きつけた。

「それは認めるわ。確かに私は矢嶋くんを操った。そしてあなたを殺すよう命じた。えっと、確か神楽坂、って名前だっけ」

　あっさりと事実を認める。

　だとしたら、荒崎を危険な目に合わせたのも、神楽坂の命を狙ったのも、全て千沙が引き起こしたことだったってことか。だが、何のために……？

「悪魔に目を付けられるのが早いと思った。……私が聡そう一いち郎ろうに接触することは、読まれていたと言うことね」

　千沙は笑った後、神楽坂に視線を向けた。

「あなたが地上で頼れる可能性があるのは聡一郎くんくらいだしね。『あのお方』はあなたを殺すことに、どこまでも執着しているみたいだから」

　神楽坂には心当たりがあるのか、一度目を閉じ息を静かに吐いた。

「じゃあ、やっぱり……彼女は『呪のろい』を解こうとしているのね……」

「さすがね……。そのことを知ってるから、『あの方』はあなたの命を狙ねらったのね」

　二人から行われる会話の内容に、オレは全くついていくことが出来ない。

「それで、その真実を知る私を消そうとあなたがやって来た。そう言うこと……？」

「まぁ、表向きはね」

　意味ありげに千ち沙さはいい、神楽かぐら坂ざかから視線を外すと、荒あら崎さきをジッと見つめた。

「く、ううっ……あ……はぁっ！」

　気を失っているはずの荒崎の身体からだが、一度大きく跳ねた。

「いや……いや……っ……苦し……っ……いやっ……」

　何の前触れもなく水中の中へ引きずり込まれ、呼吸ができずもがいているように見えた。

　喉のどを押さえ、ジタバタとベッドの上で暴れだす。

「この手を離して、聡そう一いち郎ろうくん。手遅れになる前に」

「離して欲しいなら事情を説明しろ。オレには、何が何だか理解できてないんだ」

　千沙は少し迷ったようだが、事の深刻さを前に口を開いた。

「荒崎さんは、今無理やり悪魔に憑ひよう依いされようとしている。そういえば分かってもらえる？」

「荒崎が悪魔に……」

　だから、こんな風に苦しんでいるというのか。

「彼女……神楽坂さんを始末するために、ある悪魔が地獄からやって来ようとしているの」

「それをお前が止めてくれるって言うのか？　お前も悪魔だろ」

　それに聞いてる限りだと、こいつはその悪魔の仲間のようだし。

「止めなきゃ、私の身が危険だからよ。この結界だって、そのためのものだったのに」

　やはりまだ、話の筋が見えてこない。

「この結界には、人間を悪魔に変えたりするような力は無い。ただ、外からの監視を受けないようにするための隠れ蓑みのみたいなものだったのよ。それも、彼女の前に意味はなかったみたいだけど……」

　再び、真剣な眼まな差ざしでオレを見上げる千沙。

「お願い聡一郎くん。私を信じて」

　どうすることが正しい？　千沙の言うことなど、とてもじゃないが信じられない。

　だが、こうして荒崎が苦しんでいるのも事実だ。

「ダメ。彼女を信じてはいけない」

「私だって悪魔よ？　今ここであなたたちと戦うことだって出来る。だけど、今はそうしていない。そんなことをしてる場合じゃないから。違う？」

「……分かった」

　オレはゆっくりと千ち沙さの手を離す。

「今の話を信じるつもりですか」

「一理あると思っただけだ。やろうと思えば、こいつは荒あら崎さきに手を下すことも出来た」

　あるいはオレや神楽かぐら坂ざかに何かをすることだって出来る。

　なのに、そんな素振りは全くない。

「ありがとう」

　千沙は微笑ほほえんだ後、荒崎の額に手を置こうとした。

　だが、その手を再び阻んだのは神楽坂だった。鋭い刃が、千沙の手に触れる。

「桃もも恵えに触れるつもりなら、私が斬きり捨てる」

「間に合わなくなるわ……あなたが私を疑うのも無理は無いけど、今だけは信じて」

「信じられない。彼女やあなたのやろうとしていることを、見過ごすわけにはいかない」

　神楽坂の目は本気だった。千沙が荒崎に触れれば、間違いなく斬りかかるだろう。

「……後で幾らでも質問には答えてあげる。今は荒崎さんの意識を取り戻さないと──」

　そう言った直後、千沙の身体からだが吹き飛ばされた。

「ぐっ！」

　壁に体を激突させ、呻うめき声をあげた千沙がその場に崩れ落ちる。

「この気配は、まさか……」

　神楽坂は引きつった顔を見せた。ベッドで動き出す荒崎を見ながら。

　荒崎は、ゆっくりと目を開くと、その上半身を起こす。

「お、おい荒崎……？」

　短く問いかけたオレに対し、俯うつむいたままの荒崎は、ゆっくりと立ち上がる。

　こちらの言葉など、何一つ届いていない。

　外見こそいつもの荒崎と変わらないが、漂っている気配は、尋常じゃないほどに異常だ。

　恐ろしいまでの威圧感と、圧迫感。そして恐怖を感じさせる。

「下がって。……もはや彼女は、人間じゃない」

　神楽坂の焦った声が保健室に響く。

　人間じゃない、だと？

　一体何が……。

「く、ククク……ッ」

　荒崎の声ではない乾いた笑い声が、微かすかに漏れる。

「さっきから説明の一つもなしに、勝手に話を進めすぎだ。もっと分かりやすく説明しろ」

「説明したいのは山々だけど、時間がない……このままじゃ───」

「残念だけど、神楽坂さんの言う通りよ。今すぐ逃げないと大変なことになっちゃうわ」

　身体が痛むのか、苦く悶もんの表情を浮かべながら千沙が立ち上がった。

「ククク……もはや遅い。誰だれであれ、わらわから逃げることなど叶わぬ……」

　荒あら崎さきが、ゆっくりと顔を上げる。聞いたことのない声を発しながら。

「そうであろう？　フォーチュン」

　見たこともない荒崎の不気味な笑みを見せられると同時に、保健室の窓と言う窓が、悲鳴を上げるように吹き飛び割れていく。

　衝撃で室内にある物と言う物が浮き上がり、瓦が礫れきが崩れるように床に散乱した。

　千ち沙さは引きつった笑みを見せ、荒崎と向き合う。

「わらわに命乞いし、服従すると言っておきながら、どういうつもりじゃ？」

「……あなたが人間界に出現したら、天使たちは私の命を狙ねらうわ……」

　間違いなく何者かが荒崎に『憑ひよう依い』している。

　今のオレにも、それだけは分かった。

「貴様は後で殺してやる故、待っておれ」

　千沙に対し一瞥し、荒崎……正体の分からない悪魔は神楽かぐら坂ざかを見つけ笑った。

「久方ぶりじゃのう。やっと見つけたぞ」

「会いたくはなかった。出来ればこのままずっと。……聡そう一いち郎ろう、あなたは逃げて」

「逃げる？　逃げたところで、どうにかなる相手なのかよ」

　目の前にいる荒崎が尋常ならざる者になってしまったことだけは分かる。















　悪魔の黒いオーラのようなものが、信じられない量で吹き出しているからだ。

「逃げるしかない。それしか……」

　神楽かぐら坂ざかは刀を握り締め、オレの目の前から跳躍し、天井へと張り付いた。

　そして次の瞬間、荒あら崎さきに向かってその刀と身体からだを弾丸のように突っ込ませる。

　並の者なら、反応することも出来ず、その身を両断されていたかもしれない。

　しかし───

「遅いのう」

　斜めに斬きり払われた斬ざん撃げきを、荒崎は手で触れることもなく、禍まが々まがしい力で振り払った。

「な───ぐっ!?」

　直後、荒崎の拳こぶしが、神楽坂の腹部へと直撃する。そのまま身体は空中へと投げ出され、壁へと思い切り叩たたきつけられたが、オレが目を奪われたのは神楽坂ではなく、殴った荒崎の方だった。だらりと腕が垂れ下がっている。脱だつ臼きゆうしているようにしか見えない。

「ふむ……所しよ詮せんは人間の器か。脆もろい」

　荒崎は痛がる素振りも見せず、脱臼した腕を見てニヤリとほくそ笑んだ。

「何者なんだ、あいつは。何が憑ひよう依いしたんだ……」

　唯一この場で全すべての事情を理解しているであろう千ち沙さへと問いかける。

　憑依した何かは、脱臼した腕をぶらぶらさせ、それを楽しんでいる様子だった。

「ククク……それほど知りたいのであれば直々に教えてやろう」

　悪魔は高らかに笑いながら宣言する。

「わらわは魔将の階級を持つ悪魔の１人、メフィストフェレス。この名を死ぬまで覚えておくがよい」

　魔将。それがどれだけ恐ろしいものなのか、オレは無意識のうちに理解していた。

　間違いなく、助からない、そんな恐怖が襲い来る。

　下手したら圧倒的な恐怖に錯乱していてもおかしくはなかったが、痛々しい荒崎の腕を見ていたオレの頭は、嫌なくらい冷静だった。

「魔将に憑依された荒崎の体は、どんな状態なんだ……平気なのか？」

「そんなわけないでしょ。当然、死ぬわ。それも、あと数分と持たないでしょうね……」

　オレがミカエルを憑依させた時、僅わずか数分で命を磨耗した。

　そして右目を失明するという事態にまで陥ったことを考えると、当然の答えか。

「それだけの時間があれば十分であろう？」

　荒崎……メフィストは痛みを堪こらえる神楽坂の方に、ゆっくりと近づいていく。

「あの時のようには逃げられぬぞ？　ククク」

　神楽坂はまだ満足に動けないのか、とても逃げられるような状態じゃない。

「おいメフィスト。オレの相手はしなくてもいいのか？」

「なんじゃと？　なぜわらわが貴様のような人間を───む……？」

　こっちを向いたメフィストの表情が変わっていく。

「バ、バカ……自分から正体を教えるような真ま似ねしないで……」

　千ち沙さは頭を抱え、首を振った。

「いいんだよ。そうする必要がありそうだったからな」

「クク。そうか、なるほど。これは中々面白そうな存在ではないか」

　メフィストの興味の矛先が神楽かぐら坂ざかから、オレへとシフトするのを感じた。

「貴様が噂の人間か。まずは軽く味見でもしてみるとしようぞ」

　メフィストは脱だつ臼きゆうした腕を何らかの方法で強引に動かし、腕を組む。

　荒あら崎さきの肉体を酷使していることが、吐き気を引き起こすほどに伝わってくる。

「相手をしてやる故、遠慮なくかかってくるがよい」

　メフィストの周囲に、より凶悪な闇やみが広がっていく。

「人間界では、お目にかかれぬ代物故、ありがたく刮かつ目もくせよ。これが地獄の炎じゃ」

　はっきりとそう告げ……メフィストは片方の腕を振るった。

　すると、その腕を闇の炎のようなものが包み込んでいく。

　ちりちりと、荒崎の制服の袖そでが焼けていくのが分かる。

　もちろん、制服だけじゃなく、荒崎の手までが、ゆっくりと燃えていく。

　考えるまでもなくあの炎に触れるのは間違いなく危険だ。

　保健室の温度がぐんぐんと上昇していき、瞬く間にサウナ並の温度へと跳ね上がった。

「私から、助かるためのアドバイスをあげましょうか？　聡そう一いち郎ろうくん」

「こいつの仲間なのに、いいのか？」

「既に首にされたし。それに……元々嫌いなのよね……」

　どうやら、今はお互いの利害が一致しているようだ。

「いくら魔将とは言え、メフィストが憑ひよう依いしているのは生身の人間。なら、その本体を消し去ってしまえばいい。そうすれば全すべて解決すると思うわ」

「なるほど、悪魔らしい考え方だ。荒崎を殺してしまえってことかよ」

「残念だけどね……私とあなた、そして神楽坂さんの命を救うにはそれしか方法がない。一人より三人よ」

「悪いが断る。そんなくだらないやり方に、協力するつもりはない」

「なら、この場で死ぬ？　言っておくけど、あなたじゃメフィストには勝てないわ」

「それでもやるしかないだろうが」

　確かにこのひっ迫した状況に余裕はない。

　それでも荒崎を見捨てていいという結論には絶対にならない。

「お望みなら、オレが相手をしてやる。だが、神楽坂は見逃せ。おまえが人間界に居られる時間が少ないなら、余計なことをしてる場合でもないだろ」

「神楽かぐら坂ざか？　あぁ、その女の肉体の名前か。お主、そやつが何者か分かっておるのか？」

「何者だったとしても、お前のようなクズじゃないことだけは分かってるつもりだ」

　怒らせてやるつもりだったが、気にした様子は全くなかった。

「残念じゃが、それは出来ぬ相談じゃ。この女はわらわの計画を知ってしまった。天使どもに漏らされても後々面倒なことになりかねぬからのう」

　どうやら、神楽坂は何らかの秘密を知り、その結果こいつに狙ねらわれたようだ。

「しかし───」

　一いち瞥べつされたオレの提案だったが、一度思考する素振りを見せる。

「お主はお主で、魔将の可能性を秘めた存在ならば、『魂の価値』として利用できそうじゃ」

　ふむふむ、と一人納得するように頷き、オレに対して子供のような瞳ひとみを向けた。

「ククク、よかろう。お主から先に殺してやるとしよう。魔将の可能性を秘めた人間と戦う機会と言うのも中々ない。面白いではないか。それに、貴様を殺してもまだ時間は余る」

　メフィストが笑った瞬間、右腕が振るわれ、炎がオレに向かって伸びてきた。

　常識では考えられないことだが、これが現実だ。

「っ！」

　オレは慌てて後退し、保健室の扉を開け廊下へと飛び出した。

「ふははは！　逃げよ逃げよ！　いつの世も狩りは面白いのう！」

　廊下を埋め尽くす獄炎が、渦となってオレの背中から襲い来る。

　だが炎はオレに触れる直前、拡散するように散っていく。

　焼き殺そうと思えば、いつでも焼き殺せる、と言うことだろう。この悪魔……メフィストは時間の許す限り遊ぶつもりなのだ。

　炎が廊下を突き抜けるたび、その熱風で窓ガラスが消し飛んでいく。

　背中の制服部分は熱風によって焦げ始め、肌に針を刺すような痛みが走る。

　ただの炎じゃない……。色も、その恐怖感も、全てが通常の炎を上回っていた。

　神楽坂や藤ふじ宮みやたちからメフィストを引き離すためとは言え、学校内にはまだ人が残っている。こんなおおっぴらな場所で派手な戦いを繰り広げて騒ぎが大きくなれば、一般の人間にまで被害が及ぶだろう。

　オレは全速力で廊下を駆け抜け、離れ校舎へと走りこんだ。

　結局学校で自由に動き回れるのは、この場所に限られてしまう。

「はぁっ、はあ、はぁっ……」

　迫り来る恐怖にスタミナを奪われ、二階へたどり着く頃には呼吸が荒くなっていた。額を拭ぬぐうと汗がべっとりと袖そでに染みこむ。

「なんじゃもう鬼ごっこはお終しまいか？　わらわはまだ物足りぬぞ。大天使の片へん鱗りんを見せてみよ」

　オレに追いついたメフィストは、全く息が切れていない。体力も全すべて荒あら崎さきの体から強引に搾り出しているのだろうか。

「そんなもん、見せれるわけないだろうが……オレは人間なんだよ」

「まだ力が覚かく醒せいしきってはおらぬ、と言うことか」

「戦いが好きなら、天国にでも乗り込めってんだ……」

「それが出来るなら、喜んでそうしてやるのじゃがな。残念ながらそれは叶かなわぬ」

「……どういうことだ」

　時間稼ぎをするべくオレが訊たずねると、メフィストは退屈そうに呟つぶやいた。

「地獄は封鎖された環境でのう。わらわのような魔将クラスの悪魔は、どう足あ搔がいても地獄から出ることは不可能なのじゃ。今回のような『レアなケース』憑ひよう依いで出向くことくらいしか出来ぬ。もちろん『今は』じゃがな」

　会話しながらも、獄炎は挑発するようにオレの足元を狙ねらい突っ込んでくる。

　近づくだけで痛みを感じるほどの熱気が押し寄せてきた。

「しかし……つまらぬのう」

　はー、とため息をつくと、メフィストは気だるそうに言った。

「まさか力すら使うことの出来ぬ状態とは。実に興ざめじゃ。久しぶりに胸の躍る戦いができると思ったんじゃが」

「期待に沿えなくて悪かったな。出来れば、そのまま退場を願いたいんだが」

「ふむ……」

　藁わらにもすがる思いで頼み込んでみると、意外にもメフィストは思案を始めた。

　それから数秒間、立ち止まって考え続けた。

「決めたぞ少年」

「大人しく帰ってくれるのか？」

「お主を無慈悲に殺した後、わらわに残されたこの時間で、可能な限り人間を皆殺しにしてやろう。それが面白い」

「な───」

「それに、あの女の後始末もあるのでな。力を持たぬお前に価値はない。さっさと死ね」

　右手をオレの前にかざすと、メフィストの周りを獄炎が包み込んだ。

　それは勢いよくオレに向かって、弾丸のように発射される。

　今までの速度とは桁けた違いな上、炎は廊下の隅々にまで広がっていて、避けるスペースなど微み塵じんもなかった。

「はあああああああああああああっ!!」

　炎がたどり着く直前、オレの前に飛び出した神楽かぐら坂ざかが、刀と共に炎を真っ二つに切り裂いた。炎は瞬く間に窓ガラスや教室の扉、壁を焼き尽くしていく。

「ほう？　もはや力は使えぬと思っていたが、中々やるではないか」

「はぁ、はーっ……」

　一ひと太た刀ちにどれだけの力を篭こめていたのだろう。

　息を荒げながら、神楽坂は崩れ落ちそうなその身を気力で持ちこたえ、刀を構える。

「私が、相手を……する。今のうちに逃げて……」

「ふざけんな。おまえを置いていけるわけないだろ」

「この悪魔には、誰だれが立ち向かおうと勝てない。なら、せめて活動時間のギリギリまで私の命に代えて粘って見せる。あなたの魂が奪われれば、もはやメフィストの野望を止められる者はいなくなる……。久く遠おんも、そのことに同意してる」

「お前の命に代えてもらうつもりもないし、荒あら崎さきを見捨てるつもりもない」

「力も使えない状態で、何が出来る？　現に、今私が駆けつけなければ、間違いなくあなたは死んでいた」

　確かに、あの炎を受ければ無事ではいられなかっただろう。

　だが、不思議なことに、死ぬとは思わなかった。

　現実味がなさすぎる。今オレが居るこの場所は、現実と夢の狭間のような空間と言うべきか。ありきたりの日常の中で炎を自在に操る悪魔と対たい峙じしている。

　そんなこと、真っ当な思考じゃ考え付きもしない。

「今のオレにも出来ることはある」

　神楽坂の腕を摑つかんだオレは、全力で廊下を駆けた。

「ど、どういうつもり……!?」

「お前に聞きたいことがある。そのためには少し時間がいるんだよ───！」

「どこに逃げるつもりじゃ？　無駄なことを」

　メフィストは慌てることもなく、じわりじわりと迫ってくる。

　オレたちを逃がしてやろうとは微み塵じんも思っていないんだろう。

　階段を駆け上がり、二階の廊下に出ると、オレは適当な空き教室にその身を滑り込ませた。ぴしゃりと扉を閉め、教壇の傍そばに身を潜める。

「くっ……！」

　神楽坂は苦痛の声を漏らし、腕をおさえた。

　どうやら、刀で炎を払った時、全ての炎を防げてはいなかったんだろう。

　メフィストの炎にやられ、神楽坂の右腕は負傷していた。

「お前は何者なんだ……。まずはそれを教えてくれ」

　空き教室の中で息を殺しながら、神楽坂に問いかけた。

「そんなことを聞いて、何の意味があるの」

「いいから教えろ。オレは荒あら崎さきを見殺しにするつもりはない。何かヒントが欲しい」

　悠長に逃げ回っていたら、荒崎の体はボロボロになってしまう。

「……既に感じてるとは思うけど、私は神楽かぐら坂ざか久く遠おんじゃない。久遠の中に存在するもう一つの意識」

「もう一つの意識？　それは、二重人格とか、そう言うことか？」

　否定するように、首を横に振った。

「私は魔将・ソナ……。メフィストと同じ悪魔」

　俄にわかには信じられないようなことを口にした。

「おまえが、魔将……って。全然理解できねぇな……じゃあ神楽坂久遠は何者だ」

「彼女はただの人間。『憑ひよう依い』の力についてはどこまで理解してる？」

「大体はな。前に大天使を憑依させたこともある」

「それと同じ。私は『憑依』の力を使って、神楽坂久遠の中に意識を飛ばした」

「今の荒崎も同じだよな？」

　それでも、幾つか理解できない点は残る。

　昨日までオレと話していた神楽坂は、最初からここにいる魔将だったのか。

　それとも神楽坂久遠と言う普通の人間だったのか。

「普段あなたと話をしているのは、紛れも無く人間の久遠。私は彼女の体に魂を宿していて、お互いにメインとなる意識を入れ替えることが出来る」

　それはもはや、オレの知る憑依とは異なるものだった。

「私は、地獄で静かに暮らしていた。無益な争いは嫌いだから……」

「悪魔にも、争いが嫌いな奴なんているんだな」

「そしてメフィストは真逆。誰だれよりも争いを好む悪魔。相手が同族であれ、自分の力を誇示するためには、命すら奪うことで有名な存在だった」

「お前は奴と戦ったのか」

　神楽坂は頷うなずいた。

「争いが嫌いなのに、何であんな奴やつに戦いを挑む必要があったんだよ」

「それは、彼女が『呪のろい』を解くために魔将の魂を集めていると知ったから」

　魔将の魂を集める？　さっきも、メフィストはそんなことを言っていたな。

「私は彼女には敵わなかった。だから、私は消滅させられる寸前、魂だけを切り離し、人間界にいる存在へと魂を飛ばしたの。彼女に魂を奪われるわけにはいかなかったから。久遠の元にたどり着いたのは、彼女が私を受け入れるだけのキャパシティを持っていたからね」

　それはつまり、神楽坂が悪魔の素質を秘めている、と言うことだろうか。

　正直、普段接している彼女からは、悪魔の部分を感じることはない。

「おまえのその、本体と言うか、肉体はもうないのか……？」

「残念だけどメフィストに消滅させられている。そして私の魂だけが、戻る体を失い久く遠おんの体と一体化してしまった。それはもう、変えようのない事実。これから先久遠が死ぬまで変わらない」

「久遠が転校してきたことと、オレとの関係性は？」

「人間界には、私が頼れる存在はいない。いつかメフィストの手先が接触してくる可能性があると思っていた。もしそうなれば、間違いなくこの体は消滅させられ魂は奪われる。だから、あなたが頼れる存在かどうか確かめたかった」

「そしたら、手下どころかメフィスト本人が登場した、と」

　この際、勝手にオレを頼ろうとしたことは免責にしておこう。

「同じ魔将となる可能性を持ったあなたの所しか、行くあてがなかった。だけど、結果的には聡そう一いち郎ろうの魂まで狙ねらわれることになってしまった……。ごめんなさい」

「別に……今更そこで文句を言っても意味がない」

「久遠は、早い段階であなたを信用したみたいだった。昨日の夜も、久遠はあなたに私のことを話そうとしていた。覚えてる？」

「ああ。あれは、そう言うことだったんだな」

　しかし、人間と悪魔が同じ身体からだの中で、それもお互いに納得して共存してるなんてな。

　俄にわかには信じられないが、これが現実なんだろう。

「でもあの家には天使がいたから、私が思わず拒否してしまった。最悪戦闘になるかも知れないと考えたから。でも今にして思うと、考えすぎ、だったと思う」

　そんな不安を持つのは、至極当然のことだろう。

　天使と悪魔が敵対関係にあるのは明白だし、リスクを冒すには大きな危険が伴った。

　オレ自身、あの場で話をされてもどこまで受け入れたかは定かじゃない。

「神楽かぐら坂ざか……でいいのか？　悪魔の名前で呼んだほうがいいか？　この場合」

「神楽坂で大丈夫」

「……神楽坂。天使や悪魔の力を使うにはどうしたらいい」

「そんなことを聞いて、どうするつもり……」

「荒あら崎さきの体から悪魔を追い払うには、それしかないだろうが」

「仮に力を使えたとしても、メフィストを撃退することは不可能だと思う……」

「不可能でも何でも、やるだけやるしかないんだよ」

「桃もも恵えを助けたいから？」

　迷わず頷うなずく。あいつを、こんな茶番の犠牲にしていいわけがない。

「桃恵は久遠やあなたのように、天使や悪魔を憑ひよう依いさせることに耐えうる体の構造はしていない。普通の人間だから。並の悪魔ならいざ知らず、魔将ともなれば、もはや手の施しようはない。今は逃げるのが唯一の手」

　オレは神楽かぐら坂ざかの肩を摑つかみ、後ろへとやった。

「あいつはオレが助ける」

「聞き分けがない……」

「オレは元々そう言う人間だ。頼む、教えてくれ」

「天使の力の使い方は分からないから、合ってるかどうかの保証はない。それでもいい？」

「ああ。後はこっちで適当にやってみる」

「なら───」

　バゴン！　と教室の扉が吹き飛んだ。

「見つけたぞ。もうかくれんぼはお終しまいのようじゃな」

　教室の入り口から顔を覗のぞかせたメフィストが、白い歯をこぼした。

　再び、メフィストの周りに炎が出現する。

「どうやらぶっつけ本番しかなさそうだな……」

　１秒１秒と迫り来る死の時間に、やれることをやるだけだ。

「……自分の身体からだに、光を纏まとう。そんなイメージをして」

「光を纏う……？」

「そう。今メフィストが闇やみを纏っているように……。自分を包むようにして」

　光を纏う。

　頭でまともに考えても、絶対に理解できないことだ。あくまでも直感、感覚にのみ任せる。

「来る───」

　教室の中を炎が這はいずり、津波のようにオレへと押し寄せてきた。

　身体に、光を纏う感覚……。

　気がつけば、目の前まで炎が迫っていた。

「っ！」

　獄炎が、オレの身を包む。

「あはははは！　生き物が燃える瞬間と言うのは、実に愉快じゃのう！」

　熱い……。息が出来ない。

　体中の酸素が、一瞬で奪われていくような感覚。

　だが───。

　内側から、暖かい光が流れ込んでくる。

　その熱を弾き飛ばすように、眩まぶしいくらいの光が外へとあふれ出す。

「……これは……！」

　背後に立つ神楽かぐら坂ざかが息を吞のむ。

　獄炎に焼き尽くされると思ったオレの体は、衣服を僅わずかに燃やしただけで、無事だった。

　自分の手足を見下ろし、そのあふれ出る光が幻覚ではないことを知る。

「なんじゃ、多少は力を使うことが出来るのではないか。よいぞよいぞ」

　自らの操る炎が効かなかったにも拘かかわらず、メフィストは嬉しそうに笑った。

「では……『次は多少威力を高める』ぞ？」

　そんな信じがたい事実を軽く口にし、再び獄炎を身にまとった。

　どうやら、今までのは手を抜いていたらしい。

「おい。次はどうすればいい、どうすれば奴やつにダメージを与えられる。もちろん荒あら崎さきを傷つけずに、だ」

「無茶を言う……憑ひよう依いしている悪魔のみを追い払うなんて、簡単に出来るものじゃない」

「オレは大天使の可能性を秘めてんだ。だったら、やって出来ないことはないはずだ」

　この体が、天使によって蝕むしばまれていくのが分かる。

　たとえメフィストの炎を防げていても、オレはオレでなくなっていくのだ。

　だが、今何よりも大切なのは荒崎を助け出すこと。それだけ。

「先ほども言ったけど、基本的にはイメージ。桃もも恵えを傷つけず、メフィストだけを打ち倒す。そのイメージを持って、桃恵に触れるしかない」

　理屈で説明できることじゃないのか、あるいは時間がないのか。

「さぁ見せてみよ。お主の力を」

　先ほどまでの、津波のような獄炎とは違い、今度はまるで竜巻。

　ぐるぐると渦を巻き、三、四本の炎柱が天井まで焦がしながら迫ってくる。

「やるしか、ねえよな！」

　逃げたくなる気持ちを押し殺し、オレは自ら獄炎の中へと突っ込んでいく。

　さっきの要領で、炎をはじくように──、

　ジュッ、と言う気持ちの悪い音が、炎に触れた直後聞こえてきた。

「ぐあっ！」

　身体からだを包む光を突きぬけ、炎が体内に入り込んでくる。皮膚は瞬時に燃え尽き、激痛が体のあちこちを襲う。本当に多少威力が上がっただけなのかよ……！

　脳まで焼け焦がすような強い痛み。

　もしかすると、荒崎の身体はこんな痛みを常に感じているのかも知れない。

　あいつの身体は全身、火傷やけどに見舞われてしまっている。

「くそが───！」

　なら、オレがこの程度の痛みで根を上げているわけにはいかない。

　今の光で防ぎきれないのなら、より強大な光を纏まとえばいい。

　今襲い来る獄炎を、もろともしない光のヴェールで体を包むようにイメージする。

　大丈夫だ、行ける。

　止まりかけた足を、再び動かし、オレはメフィストの懐に飛び込む。

　アメフトのタッチダウンを決める瞬間のように、オレは荒あら崎さきの身体からだを抱きかかえるようにして、思い切り突き飛ばし廊下に倒れこんだ。

「ククク。面白いのう、実に面白い。僅わずか数分の間で力を覚かく醒せいさせ、更に強力な力を宿したか。これはこの場で殺すには惜しいかも知れぬのう」

　オレに捕まったにも拘かかわらず、メフィストは焦る様子もない。

「じゃが───楽しみを後にとっておけぬ性格でな」

　鋭い視線が、オレの身体を射抜いた後、メフィストの右手がオレの腹部に押し当てられた。

「体の内部から、炎で食い破ってやろうぞ」

「っ！」

　直感的に、ヤバイ、と分かった。これを食らえば、今のオレには助かる術すべはない、と。

　既に満まん身しん創そう痍いの体は言うことを聞かず、動かなかった。

「む……」

　死んだ。

　今度ばかりはそう思ったが、いつまで経たってもメフィストからの攻撃が来ない。

「どうやら、時間切れのようじゃな。この体はもうダメじゃ」

「な、なんだと……」

　軋きしむ身体に鞭むちを打ち上半身を起こすと、メフィストは笑った。

「クク、遊びが過ぎたようじゃ。まぁ……首を洗って待っておれ」

　瞳ひとみが閉じられていく。

「おい……荒崎？　おいっ！」

　オレはぐったりと崩れ落ちる荒崎の体を抱き起こした。

「荒崎……あらさ───」

　どれだけ声をかけても動かない荒崎は、呼吸すらしていなかった。

「おい……おいっ！」

　肩を揺らすたび、荒崎の髪だけが揺れる。

「憑ひよう依いの影響。もう、桃もも恵えの身体は……」

　荒崎の手足は炎の影響で焼け爛ただれ、見るも無残な状態になってしまっている。

　綺麗で透き通るような肌だった荒崎の姿は、どこにも残っていない。

　息を吹き返したとしても、この酷ひどすぎる火傷やけどが消えることはないだろう。

　その先に待っているのは過酷な運命と未来だ。

「なんで、なんでこんなことに……」

　神楽かぐら坂ざかも、悔しそうに、申し訳なさそうに俯うつむく。

　だが、今回の一件を神楽坂だけの責任には出来ない。

「……オレが、オレの認識が甘かったんだ」

　今回は神楽坂を狙ねらった悪魔の襲来だったが、これがオレ目当てであってもおかしくはなかった。なのに、悪魔に狙われていると聞いておきながら、それでも心のどこかでは他人事で、関係なんてない。オレがこれ以上巻き込まれるわけがない。そんな風に思っていた。

ティーリが危険に晒さらされた時点で、もっと真剣に考えておくべきだったのだ。

　その隙すきが、今回のような事件を引き起こしてしまった。

　こいつは、何事もなく毎日の日々を終え、帰宅するはずだったのに。

　オレが荒あら崎さきと親しくしていなければ、そもそも巻き込まれることはなかったのだ。

　余計なことをしたばかりに、こんな目にあわせてしまった。

「……ふーっ……」

　一度、大きく息を吐く。

　大丈夫だ、大丈夫。冷静になれ。まだ残された手は……あるはずだ。

　次は、どんな代償を支払うことになるんだろう、そう言う怖さはある。

　だが関係ない。オレはもう、人を救う手立てを持っているのだ。

「……何をするつもり……？」

　オレの体から発する力を感じ取ったのだろう。

「心配するな。待ってろ───」

　背中を突き破るような痛みが、激痛が走る。

「やめた方がいい。これ以上力を酷使すれば……」

　自らを包み込む、白く輝きを放つ大きな翼。

　あらゆるものを救う、大天使のみ使用することが出来る治癒能力。

　オレは荒崎の唇にそっと自らの唇を重ね合わせた。





　６






「あ、あの、荒崎……俺、お前のことが好きなんだ」

　視界が開けた瞬間、そこは放課後の教室だった。

「えっ……!?」

　１人の男子生徒が、荒崎にその秘めた想おもいを告白していた。

「俺と付き合ってほしい！」

　今時古風な告白だったが、男の差し出した手は真剣そのものだった。

　荒あら崎さきはその手をジッと見つめ、申し訳なさそうに頭を下げた。

「ご、ごめんなさい……」

　小さく、弱々しく断りを入れる。

「っ……そ、そうか……ダメ、か……」

　がっくりと肩を落とすが、弱音を吐くことはなかった。

「もしかして、付き合ってる人とか、居る？」

「い、いえっ。そういうのは、全然……」

「俺のこと、嫌いだったとか？　結構、仲良く出来てたつもりだった……中学の時とか、よく一緒に遊んだり、帰ったりしてたからさ」

　どうやら、荒崎とは中学時代からの友達らしい。

　オレは二人の光景を、どこともつかぬ場所から見つめていた。

「そんなことないよ。ただ……」

　ぎゅっとスカートを握り締める。

「私───気になってる人がいるの……でも、その、えと、気になってるだけで、自分の答えがはっきりしてるわけじゃないんだけど……」

「そ、そうなのか……俺の知ってる奴やつ？」

「それは───」

　その反応で、大体分かったんだろう。

「野の々の宮みや？　春かす日が？　それとも───」

「…………」

　荒崎は静かに首を振り、俯うつむいてしまった。

「ごめんね……」

「い、いや。いいんだ……仕方ない。でも、これからも友達では、居てくれるよな？」

「うん……」

「じゃ、じゃあ……」

　男子生徒は、そう言って荒崎に背中を向けた。

　泣きそうな顔をしていたが、それでもグッとそれを堪こらえ、教室を出て行く。

　１人、教室に取り残され、自分の席へと腰を下ろす。

「はぁっ……」

　そのため息には、どんな想いが込められているんだろう。

　気がつくと、オレは荒崎の目の前に立っていた。

「……え？」

　突如、出現したオレの存在に気づき、驚いて立ち上がった。

「さささ、鮫さめ島じまくん!?　なんでここに!?」

「あーいや、何でと言われてもな……」

　ティーリの時とは、また勝手が違う。

　目の前にいる荒あら崎さきは、しっかりとオレのことを認識しているようだった。

「だが様子が違う」

「あ、あう、あう……」

　おどおどとして、オレの目を見ようとしない。

　それに、余よ所そ余よ所そしい感じがする。

　よく見ると、今の荒崎とは少しだけ感じが違って見えた。オレは教室を見渡す。

「そうか……ここは……」

　黒板に書かれてある『１－Ｃ』と言う文字。

　この場所は、今じゃなく過去の学校なのか。

　外の景色が朱に染まっているところを見ると、季節は秋といったところか。

「……ど、どうして、ここ、に……」

　搾り出すような声。

　当時の荒崎だと、オレと話すのも嫌だと思ってるんじゃないだろうか。

　荒崎とは殆ほとんど話したこともなかった。

「いつまで教室に居るつもりだ？」

「え……？」

　なんでそんなことを聞くのか、と言う様子だ。

　オレも何をするのが正しいのか分からない。

　どうすれば荒崎を助け出せるのか、それがわからないのだ。

「……少し……残ります……」

　それだけ言い、椅い子すに座りなおした。

「そうか」

　隣の席が誰だれの席かは知らないが、オレもそこに腰を下ろすことにした。

「え、え!?」

「気にするな。オレも少し残るだけだ」

「だ、だって、鮫さめ島じまくんの教室……隣……」

「似たようなもんだろ」

「…………」

　無言の時が流れる。だが、不思議と嫌な感じはしなかった。

　どこか安心できるような、ホッとするような、暖かい気持ちに包まれる。

「なあ、オレは前々からお前に聞きたかったことがあるんだ。教えてくれ」

「え……？　な、なんですか？」

「どうしておまえは、オレに平気で話しかけてくる。他の連中は皆オレを恐れているのに、いつもお前はオレに話しかけてきたよな？」

「あ、あの……私、こんな風に鮫さめ島じまくんと話すの、初めて……」

「え？　あぁそうか……面倒だな」

　今の記憶は持ってないのか。

「じゃあ質問を変えさせてくれ。お前はオレが怖くないのか？」

　その問いかけに、荒あら崎さきは小さく頷いた。

「……なんで。なんでオレが怖くない？　皆オレを怖がってるだろ」

「それは……」

「何か理由がなきゃおかしい。違うか」

「……はい」

　改めて頷うなずくと、真っ赤な顔をしながら荒崎は立ち上がり、オレに頭を下げた。

「あ……ありがとう、ございました……」

　突然、お礼を言われる。

「おまえに礼を言われるような覚えはないぞ。何かしたか？　オレ」

「……ずっと、言いたかったんです……入学式の日、助けてくれたこと……」

「入学式？　……ああ」

　なんだ、そんなくだらないことを覚えていたのか。

「あれはたまたまだ。別におまえを助けようと思ったわけじゃない。不良連中に進路を邪魔されて、結果的に殴り飛ばしただけだ」

「……違います、よね……？　だって、私、見てましたから……鮫島くんが、私の居る方に向きを変えて、歩いてきてくれたの……」

「……覚えてないな」

　どうやら、そんな細かいところを見ていたらしい。

「だからずっとお礼が言いたくて……でも、言い出す機会がなくて……」

　ぎゅっとスカートを握り締め、たどたどしく言葉を繫つなぎ合わせる。

「私は、鮫島くんが優しい人だって、分かってるから……だから、怖くなんてないです……」

　やれやれ……こんなことになるなら、オレはあの日助けない方がよかったのかもな。

　そうすれば、きっと荒崎はオレを怖い存在としてみたままだった。

　メフィストに憑ひよう依いされることもなく平穏な日常を送っていたはずだ。

「そろそろ帰れよ。もうすぐ暗くなる」

「…………」

　俯うつむいたまま、何も答えない。

「さ、鮫さめ島じまくん……！」

　が、突然、何か決意のようなものを秘め、荒あら崎さきが顔をあげた。

　その瞬間辺りが眩まぶしい光に包み込まれる。世界が、光に包まれていく。闇やみが駆逐されていくのを感じる。

　どうやら……上う手まく行ったようだ。意識が遠のいていくのを感じながら、オレは聞き返した。

「なんだよ」

「わ、私……その、もうひとつ、伝えたいことが、あったんです……」

　声が掠かすれながらも、必死で口を開く。

「えっと、その……」

　上う手まく言葉が出てこない。

「だから……わ、私、鮫島くんと、同じクラスになれて、よかった……」

　同じクラス？　どうやら今目の前にいる荒崎は過去の荒崎じゃないようだ。

「鮫島くんと、夏休み、海にいけて、凄すごく楽しかった……家庭科実習で、一緒にカレー作れて、凄く嬉うれしかった……」

「そうか……」

　別に、特別なことをした覚えはない。

　満足に荒崎と遊んだ記憶も、相手にした覚えもないのに。こいつは、それでも楽しんでくれていたんだろうか。

「それで……私、気づいたの……自分の、気持ちに……」

「気持ち？」

「わ───私は───」

　声が聞き取れなくなっていく。

「私はね───」

　そこで、全すべてが白に包まれ、何もみえなくなった。
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　唇が離れる。オレの腕の中にいる荒崎は、穏やかな表情に戻っていた。

　手足の火傷やけども、全すべて綺き麗れいになくなっている。成功した、ってことか？

「はぁ……はぁ……荒崎……大丈夫か？」

　襲い来る脱力感に立ち向かいながら、オレは優しく呼び起こした。

「あ……」

　ゆっくりと荒崎の瞳ひとみが開く。

　よかった、間違いなく荒あら崎さきは助かった。

「よう……」

「鮫さめ島じま……くん……」

「……あ、あの、あのね……」

「ん？」

　ぎゅっとオレの袖そでを握り締め、

「私───鮫島くんのことが───す、好きなの……！」

　そんなことを言った。

「……は？」

「……あ、あれ……？」

　口にした後、ハッと我に返り、あたりを見渡す。

　傍に立っていた神楽かぐら坂ざかと目が合った瞬間、茹ゆで蛸だこのように顔が真っ赤になった。

「ちょ、ちょっと、ちょっと待って、や、やだ、ちょっとまって！」

　ばたばたと暴れだす。

「ゆ、夢。夢見てたはずなのに!?　な、なんで神楽坂さんがいるの!?」

　どうやら、先ほどの夢から覚めていることに気づいていなかったようだ。

　……て、こいつ今オレに告白しなかったか？















「きゅうう……」

　荒あら崎さきは変な奇声を発した後、がっくりと意識を失う。

「お、おい。しっかりしろ、おいっ！」

「どうやら彼女は無事のようですね……」

「ああ、そのようだな……って、ですね？」

　座り込み、壁にもたれかかっていた神楽かぐら坂ざかの口調が、元に戻っている。

「彼女……ソナは今、眠りました。力を使いすぎたようです」

「そうか……。お前の体にも、負担はかかってるんだろ？」

　神楽坂の今の状態を見れば、辛つらそうにしているのは一目瞭然だ。

　先日熱を出して倒れていたのも、悪魔の力を使った影響だったんだろう。

「私は大丈夫ですが……鮫さめ島じまさんこそ、大丈夫なんですか？　かなり危険なことだったと思います」

「……ああ。分かってる、分かってるさ。全身は痛いし、気だるい」

　おまけに右手の感覚が全くなかった。

　荒崎を支えている手には、熱も、痛みも感じられない。

「さっさと帰って寝たいところだな」

「目が覚めたら、あなたにお話しすることが沢山あるそうです」

「ああ。しっかり聞かせてもらう。もう、無関係なんて言ってられそうにないからな」

　荒崎を抱き上げる。ともかく、一安心といったところか。

「ん……」

　眠る荒崎が、小さく口を開いた。

「好きなの……」

　そんな呟つぶやき。

　いや、気のせいだ。気のせいに違いない。

　オレは何度も何度も言い聞かせながら、歩き出す。

　離れ校舎の大惨事を見つめながら、明日になるのが恐ろしいと思った。

「とにかく、早いところ立ち去った方が良さそうだな……」

　メフィストが好き放題暴れたせいで、あたり一面、景観が悲惨なことになってしまっている。いくら離れ校舎と言っても、すぐ誰だれかの耳に入ることだろう。

　弁償を請求されても、払えるあてもありはしない。

「それに、お前には……神楽坂には話してもらうことが山ほどある」

「そうですね。私も、そして彼女も、鮫島さんに聞いていただきたいことがあります」

　荒崎を抱えたまま一歩を踏み出そうとしたオレは、身体からだが思うように動かないことに気づいた。

「どうしたんですか？」

　こちらの様子がおかしいことに気づいた神楽かぐら坂ざかがオレの顔を覗のぞき込む。

「いや……大丈夫だ……」

　搾り出すように虚勢を張ったが、その場に崩れそうになり、慌てて焼け焦げた壁にもたれかかった。そうしないと、腕に抱いた荒あら崎さきを傷つけてしまいそうだったからだ。

「悪い、ちょっと……思った以上に、体力を消耗したらしい……」

　荒崎を抱える腕の力もだんだんと抜けていく。

　オレは手遅れにならないうちに、そっと廊下に寝かせ、その場に座り込んだ。

「はぁ……はぁっ……く……！」

　ティーリを救った時以上の疲労感と痛みが襲ってくる。

「あ、荒崎を───そ、外に……っ……」

　左目の視界が消える。

　まさか、ついに両目が見えなくなったのか？　いやそうじゃない。

　強烈な痛みによって、オレは意識を失ったのだ。
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「まさか、私が居ない間にそのようなことになっていたとはな。しかし一時的とはいえ、人間界に魔将が現れるなど、とんでもない事態だ」

　ルシオンは、聡そう一いち郎ろうを連れ自宅へとやって来た神楽坂を一度見た後、柱にくくりつけられ、微笑ほほえんでいるフォーチュンを強く睨にらみつけた。

「そして貴様だフォーチュン。よくもこの私を騙だましてくれたものだ。あの結界は自分の身を守るためではなく、悪魔の気配を遮断させるための物だったとは。今この場で私に浄化されても、文句は言えないと思え」

「私だって不測の事態だったのよ。その辺はちょっと多めに見てよ。ほら、こうしてわざわざ出向いてきたのよ？　もうちょっと優しく迎えてくれてもいいじゃない」

　縛り付けられている現状に、不満を漏らす。

「……改めて話してもらうぞ、貴様の狙ねらいを」

「分かってる。そのつもりで来たわけだしね」

　一度エリーゼとリズを見て笑いかけた千ち沙さだが、二人は険しい表情のままだった。

「すっかり嫌われちゃったみたいね。無理もないけど」

　千沙は改めてルシオンと向き合う。

「小悪魔ティーリに聖水を飲ませた理由はなんだ」

「メフィストが実験の現場を目撃されたから。ティーリちゃんを消せって命令を受けたの」

「実験、だと……？」

　ルシオンが首を傾かしげると、話を聞いていたソナが口を開いた。

「呪のろいを解く力を身につけるために……メフィストは魔将の魂を集めている。大天使と魔将……神の力を持つ存在は、創造主によって呪われ、その地を離れることが出来ない。メフィストはその掟おきてを壊そうとしている」

「そ、そのようなことが可能なのですか？　お兄様……」

　黙って話を聞いていたエリーゼだったが、事の大きさを感じたのだろう。

「……呪いを解くことなど、簡単に出来るはずもない。しかし、大天使にとっても、魔将にとっても、邪魔な存在であることは確かだ。呪いを解こうと試みていること事態は、何ら不思議ではないだろう」

　言葉にはしなかったが、天国でも日々大天使にかけられた呪いを解く術は研究されている。だが、未いまだかつて成功したことは一度も無い。

「私は……正直、今回のお話を聞いて驚きを隠せません。『憑ひよう依い』のことに関しても、正直どのような能力なのか、改めて考えると分からないことだらけです」

　エリーゼの疑問に対し、ソナが答えた。

「大天使や魔将のみが使える憑依は、一見万能に見えるけど、そうでもない。憑依には膨大な力を使用するし、その間本体は無防備になってしまうから」

「ですが、あなたのように魔将クラスの悪魔が人間に憑依してしまえば、それだけで大惨事が引き起こされてしまう可能性もあります」

「エリーゼ。過去にも悪魔が人間に憑依し、地上で暴れたケースは幾つかある。それに、憑依とは言っても、誰だれにでも憑依できるものではない」

　ルシオンの答えにソナが頷く。

「桃もも恵えがメフィストに身体からだを乗っ取られたのは、彼女の心と意識が乱れていたからこそ起きた事態。でも、どうしてピンポイントで憑依出来たのかは分からない。彼女には地上の様子を知る方法はなかったはずだから」

「そうね。私も念のために結界を張っていたけど、それすら無意味だった。……もしかしたら、私は最初からメフィストには信頼されてなかったのかも知れないわね」

「どういうことだ？」

「他にも悪魔が居て、私を監視していたとしたら。そして、メフィストと何らかの手段で連絡を取り合っていたのなら、桃恵への憑依も可能だったってことよ」

　事実、メフィストは憑依した直後にフォーチュンの裏切りを察知していた。

「そう考えれば納得がいくってだけだけど」

　真実は分からない、と両手を広げ付け加えた。

「なら、魂を集めるために、引き続きメフィストは聡そう一いち郎ろうやソナを狙う可能性があるということだな」

　極めて深刻な事態だといわざるを得ない状況だった。

「聡そう一いち郎ろうさんは、大丈夫なのでしょうか……」

「正直わからんな。もはや、聡一郎の体の大部分は大天使として覚かく醒せいしてしまった。次に目を覚ました時、奴やつは人間ではなくなっているかも知れん」

「そんな……それでは、普通の生活を送ることができなくなってしまいますっ」

「……そうなるかも知れんな……」

　ルシオンは鋭い目でフォーチュンを睨にらみつけた。

「貴様はメフィストに命じられ、呪のろいを解く手伝いをしていた。そうだな」

「正直に話すけど、私はメフィストの仲間……のフリをしてただけよ」

「噓うそをつくなら、もっとマシな噓を考えた方がいいだろうな」

　当然誰だれもそのような戯言たわごとを信じない。ソナ一人を除いて。

「あなたはメフィストの憑ひよう依いを止めようとしていたし、魂の回収をしようともせず私を殺そうとした。それは何な故ぜ？」

「言ったでしょ。仲間のフリをしてただけって。私の本当の主は別にいるから。その方は呪いを解くなんて真似、容認するつもりはないのよ。私はその方に命令されて、メフィストの動向を探っていただけに過ぎないから」

「その主とは誰だ」

「それは教えられないわね」

　ニヤニヤと笑うと、ルシオンは右手でフォーチュンの首を摑つかんだ。

「今ここで、浄化してしまっても構わんのだぞ？」

「暴力で女の子を服従させるとか、最低じゃない？」

「それが必要なことであるなら、私は躊躇ためらわない」

　チリチリとフォーチュンの首元を焦がしていく。

「どうなっても知らないわよ……？」

　自らの命が消されようとしている状況で、フォーチュンはそう警告した。

「私が命令を受けている主は、最も強く、最も残忍な『地獄の王様』よ」

「な……この一件に、地獄王が関かかわっていると言うのか……」

「これで全部話したわ。もう隠していることなんて何もないんだから」

　そう自白したフォーチュンだったが、実は彼女は地獄王よりもう一つ命令を受けていた。

『鮫さめ島じま聡一郎』を必ず魔将として覚醒させ、地獄王は直属の部下として引き入れようと考えている、と言うことを。

　今この場にリスクを冒し接触を図っているのも、そのための作戦だった。
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　衣きぬ笠がさ彰しよう梧ごです。お久しぶりです。『小悪魔ティーリと救世主!?』３巻を手に取って下さりありがとうございます。発売まで長らくお待たせしてしまい、申し訳ありませんでした。この３巻手にとってくれた方は、間違いなく立派なトモセシュンサクファンだと自他共に認めるはずです。文章はオマケみたいなもんです。

　実は今回３巻を書くにあたって一番驚いたことですが、その中身というよりも文庫の帯を見てください。『ドラマＣＤ』になるみたいです。




　え、いいの？　知らないよ？　（笑）




　……失礼しました。大変喜ばしいことだと思います。

　自分自身どのような形になるのか今はまだ分かりませんが、皆様が読んで感じられた世界観を壊さないよう、しっかりとしたものに仕上げて行きますので、お楽しみに。

　さて、今回の３巻ですが、聡そう一いち郎ろうの心境、環境に変化が訪れ始めた巻になっています。今までずっと一人で生きてきた聡一郎でしたが、ティーリと出会い、そしてエリーゼと出会い、桃もも恵えと過ごしていくうちに、自分は一人じゃない、ということを感じ始めます。

　そこに転校生の神楽かぐら坂ざか久く遠おんがやって来て───と、そういう流れです。

　そして、作中では聡一郎が何気にエリーゼを異性として意識し始めていたり、桃恵からの○○を受けたり。何なに気げに恋愛模様も動き出した巻になります。

　この物語の最後、聡一郎の隣にいるヒロインは一体誰だれになるのでしょう？

　誰ともくっつかず、曖あい昧まいなまま終わるということにはならないと思います。

　うーむ、しかし個人的にも気になる……。

　また、後半の内容はややシリアスな展開が多く詰まっています。

　改めて読み返すとギャグシーンが皆無ですね。体が書きたくてうずうずしています。

　４巻ではその辺りが激しく暴走してしまうことがほぼ確定していて、担当の池いけ本もとさん（イケメン）には既にその旨伝えています。

『どうなっても知りませんよ？』

『発売中止レベルの禁止ワードが飛び交かうモノになるかも知れませんよ？』と。

　快く承諾してくださいました。（勝手に解釈しています）

　何にせよ、次の巻でも、何なに卒とぞ『小悪魔ティーリと救世主!?』をよろしくお願いいたします。それではまた、次巻でお会いしましょう。
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　　ＨＰ「無限軌道」http://mugenkidou.sakura.ne.jp

















　　カバー・口絵・本文イラスト／トモセシュンサク

　　装丁／AFTERGLOW
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